

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「★」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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◆プロローグ




　ここに来て数日で、今までの人生の数年分……、いや、今までの人生すべてを合わせても足りないくらい、濃密な日々が過ぎた。




『にゅうメンタルクリニック』の医師に導かれて──違うな、『ダマされて』という方が正確だな──僕はこの異世界にやってきた。

　この世界は、現代日本と違って、魔法やスキルが存在する。

　魔法は学習して身につけるもの。難易度の差はあれ、誰だれもが本質的に学ぶことができる。逆にスキルは生まれつき持ち磨き上げていく、本人特有のものだ。

　僕がここに来る前にいた世界で言えば、魔法が得意な人が「数学の点数がいい」のと同じだとすると、スキルは「体がめちゃくちゃ柔らかい」とか「オリンピックに出られるほどサッカーがうまい」ようなもの、とたとえると分かりやすいだろうか。

　また、この世界には、人間以外の生き物が存在する。人間のようでいて、人間とは少し違う「亜人」たちだ。

　そんな異世界へ僕がなぜ来ることになったのかというと……それは「治療」のためだ。




　僕は女の子のことが大好きだ。

　しかし同時に、女の子と対面すると、あんんんまりにも緊張しすぎて吐いてしまうという恐ろしい問題を抱えている。ネコが好きだけど同時にネコアレルギーみたいなものだ。

　近づきたい！　話したい！　もっと親しくなりたい！　そして色々したい！

　そんな気持ちを抱きながらも、でも実際に女の子を目の前にすると、胃液が全力で逆流してくる。あれ、昨夜大雨だった？ってくらい、胃液の大洪水が巻き起こる。

　そんな恐ろしい「持病」を抱える自分にとって、この異世界にいる「亜人」の女の子たちという存在は、何より嬉うれしいことだった。

　いや、どっちが上だとか下だとか、彼女たちを対等に見ていないとか、そういう話じゃないぞ？　たとえばイヌに恐怖感を抱いている人間が、ネコを前にしても何も恐れないのに近いかもしれない。「これは種族が違う」と思うことで安心できるんだ。

　もちろん本質的にはそこまで大差はないだろう。イヌへの恐怖感が「イヌに噛かまれてケガをしたこと」を原因としていたとして、ネコだって安心できるかは分からない。ネコも同じく引ひっ掻かかれてケガをする可能性だってある。

　しかしたとえ表面的であっても「違う」ということが安心につながるわけだ。

　そんなわけで、人間の女の子とは話せない僕でも、この世界にいる亜人の女の子とは普通に話すことができた。そうして親しくなったエルフの女の子の手助けをするうちに、この世界の二大大国を敵に回すことになり、成り行きで第三勢力の「国」を作ることになってしまったのだった……。




「心しん太たくーん、おはよー！」

　そこまで考えたとき、響いてきた声で目を開ける。そう、僕はベッドに横になっていた。少し早く目が覚めたので、ここ数日の自分の境遇を振り返っていたのだった。

　ベッドで寝ている僕の頭上に、小さな女の子が飛んできた。

　彼女には羽根が生えており、自由に飛び回ることができるのだ。

「スパーン！と起きてぇ、今日も楽しく行きましょー！」

　彼女はハニー。種族はフェアリー、いわゆる妖精だ。

「ハニー……。おはよう。今日も元気だな」

「うんっ！　元気元気！　見て！　この軽やかな飛行！」

　そう言いながら、ダンスをするようにクルクル飛び回る。そのたびに羽根がプリズムのようにキラキラッと光り、幻想的な雰囲気を醸し出す。

「どう？　新しいステップ。素す敵てきでしょ？」

「うん。すごい元気な虫って感じ」

「虫じゃない！　小鳥って言ってよ！」

　そんなやりとりをしていると、横から伸びてきた二本の腕が、僕の首をつかんだ。

「あら、起きたのね、ご主人♪」




「わっ！　アリエヌ、そんなところに寝てたのか!?」

　彼女はマーメイドのアリエヌ。

　魚の形をした下半身を振りながら、僕に向かって微笑ほほえむ。

「もちろんっ！」

「って、ここは僕一人の部屋だったはずだぞ!?」

「わたくしはいつでもご主人の傍そばにいるのよ♪」

　そしてビキニに包まれた豊満な胸をこちらに見せつけるように寄せる。すさまじい迫力だ。

「ちょっ……朝から見せつけられても戸惑うんだけど。目のやり場に困るというか」

「あー♪　照れてるのねー！　ご主人♪　目のやり場は、ここ！　ここでいいのよ？」

　そう言って、胸の谷間を指し示す。

「いやいや！　そう言われて誰だれが見られるんだ！」

「でも見たかわりに、対価として結婚していただくの」

「代償が大きすぎる！　なおさら見たくないよ!?」

「そうなんだー！　ふーん！」

　彼女はスネるように体を振る。しかし下半身が魚のため、振るたびにピチピチと水がハネてくる。ここは陸上なのに、どこで濡ぬらしてるんだろう？

「ちょっ！　ぷわっ！　濡れるって！　やめてっ！」

「うふふふっ……！　そんなこと言ってご主人ー♪　本当はツルッツルの肌に迫られて、嬉うれしいくせにー♪」

「ツルッツルというよりヌメッヌメじゃない？」

「ひどい！　魚なんだからしょうがないでしょ!?」

　直後、ベッドの下から、褐色の肌をした女性が、顔だけ出してきた。

「うわぁっ！　ビックリした！　何でそんなところから出てくるんだ!?」

「盗賊だけに、隠れてるのが好きなのさ」

「盗賊ってそういうものなのか……？」

　彼女は女盗賊。それも下着専門の盗賊団『シタギーズ』の頭領、ヌスミだ。しかし今は改心し、僕たちの国作りを手伝うことになった。

　彼女は人間だが、エルの魔法によって頭からネコミミを生やされている。おかげで僕も緊張せず、普通に接することができている。

「ほら、朝起きたら、顔を洗わないと」

「あぁ」

　僕はベッドから降りて、足元に置いてあった手て桶おけから水をすくって顔にかける。

「よく出来たねぇ。じゃあ顔を拭ふきな」

「おお、タオル？　ありがとう」

　僕はヌスミから手渡された布で顔を拭く。

　ん……？　いや、なんかおかしい。タオルにしては小さいし、なんか必要以上にスベスベしてるし、それになんか、華やかな刺し繍しゆうがある。

「どうだい？　最高の肌触りだろう？」

　ヌスミの言葉に「まさか」と思って広げてみた。

　それは、女性用のアンダーウェアだった。有り体に言えば、女物のパンツだった。

「いやいやいやいや！　何でパンツで顔拭ふかせるんだよ！　タオルじゃないのか!?」

「タオルなんて一言も言わなかったよ？　それにタオル以上の感触だと思わないかい？」

「感触の良よし悪あしで文句言ってるんじゃないぞ!?　純粋にタオルがわりに下着渡すの、おかしいだろ！」

「心配しなくても、盗んできた下着じゃなくて、ちゃんと購入してきた新品の下着だよ？」

「あぁ良かった……。ってそういう問題じゃないわ！　買ってきた下着でもイヤだわ！　そもそも買うお金があったら普通にタオル買ってきてくれ！」

「そう言われても、やっぱり下着に原点回帰しちまうんだよ。それに、せっかく拭くものをくれた人に文句言うなんて非常識じゃないかい？」

「パンツで顔を拭かせようとする人間に常識を語られてる!?」

「まぁまぁ、とにかく朝一番の、おはようのキスを」

　ヌスミのぷっくりとした肉感のあるツヤツヤな唇が、僕に向かって迫ってくる。

「あああっ！　勝手に何してんの!?」

「やめてぇー！」

　ハニーやアリエヌも騒ぐ。

「えっ!?　ちょっ!?」

　朝から大混乱だ。

　そのとき、僕たちの胸に小さな衝撃が走った。

「いたっ！」「あんっ！」「ひんっ！」「いてぇっ！」

　同時にハープの音色のように美しい声が響く。

「もうっ！　みなさん！　心しん太たさまの寝室に、勝手に潜り込むのはやめてくださいっ！」

　声の方を振り返ると、長く尖とがった耳を持つ少女が、開いたドアの向こうに立っていた。

　エルフのエルだ。彼女と出会えたおかげで、僕のここでの冒険が始まった。

「エルちゃん！　魔法使ったね!?　デコピンの魔法！」

「はい、使わせていただきました」

　彼女の魔法は、どれも微妙……もとい、マニアックなものばかりだ。今のデコピンの魔法の他ほかに、ネコミミをつける魔法、周囲の人間のバストサイズを把握することができる魔法も使える。他にもあるかもしれないが、まだそのすべては聞いていない。たぶん聞くだけムダ、というか聞いた分だけ頭痛がするような魔法たちなんだろう。

　とはいえ結構、どの魔法も不思議な方向で役には立った。

　くわえて彼女の村に伝わる家宝である『エルフのブラ』を取り戻し、着用したことによって、魔法のうち、バストに関連するものが大幅に強化されたようだ。

　ハニーは大声で叫ぶ。

「ていうか、デコピンの魔法で、どうして私たちの胸を狙ねらうの!?」

「デコピンの魔法も、バストを狙ったときのみ連射できるようになりましたから」

「その強化、エグくない!?」

「そもそも、みなさまいくら心しん太たさまが好きだからって、同じ部屋で寝るのはおかしくないですか？」

　エルの問いかけに、ヌスミは面倒くさそうに答える。

「そんなこと言われてもねぇ。結局早い者勝ちなんじゃないかい？」

「早い者勝ちって……。心太さまは何かの景品じゃないんですよ!?」

「そりゃそうだけどねぇ」

　反省する様子のないヌスミを見て、エルはあきらめたようにため息をついてから、ふと表情を硬くした。

「それに、こんなことをしている場合じゃないんです」

「え？」

　あらためて、エルの姿を見る。

　全体的に姿勢がピンとしており★１、今までに比べて、自信を持っていることが分かる。

　このエルの自信は、やはり『エルフのブラ』を取り返したことから来るものだろう。

　エルは僕たちに向かって、あらたまって話す。

「『エルフのブラ』によりパワーアップした『バストサイズを把握する魔法』によって、周囲１００キロメートルに存在するバストサイズを把握したところ」

　何度聞いても、強化のレベルがすさまじいと思う。ある意味、広大すぎるセクハラなんじゃないか。

「私たちが今いるこの砦とりでに向かって、多くの亜人たちが集ってきている……そのことはお話ししましたね」

「あぁ。でもまだ先の話だろ？　ここへ到着するのなんて」

「いえ、見てください」

「えっ？」

　僕はエルに促され、窓に近づいて外を見る。

　すると、そこはすでにたくさんの亜人たちで溢あふれ返っていたのだった──。






★１　姿勢と自信の関係



　一般的に、自信がある人間ほど背筋を伸ばし、逆に自信がなくなるほど、姿勢が悪くなると言われている。実際、うつ状態の患者ほど、背中が丸まっていることが多い。心と体は比例するのだ。

　よって逆に、姿勢を正すことによって、自信を回復させるという手段もある。デート中でも仕事中でも勉強中でも、「はっ！」と気がつくたびに、姿勢をピンと伸ばすということを心がけるといい。それだけで気持ちも高まっていく。





◆第１章　演説




「えっ!?　も、もう!?」

「その通りです。みなさんよっぽど心しん太たさまに関心を持たれたのでしょう。想定よりずっと早く到着しはじめています」

「そうなのか!?」

「はい。心太さまが思われている以上に、心太さまに会ってみたい、またはここで生活していきたいと思っている亜人たちは多いのです」

　それを聞いて、僕はあらためて外を見た。

　エルフにフェアリー、さらにマーメイドがひしめき合っている。

　ちなみにマーメイドのみ全員女性で、それ以外の男女比は半々くらいだった。

　集まった人々は、砦とりでの周りを囲んでいる。ちょっとしたお祭りのようだった。

「良かったですね！」

　無邪気に喜ぶエルに対して、僕は言う。

「でも、エルフ・フェアリー・マーメイドだけなんだな。他ほかの種族は来ないのか？」

「そうですね。やっぱり同じ種族がいると聞いて、安心して来るんだと思います」

「そういうものか」

「ざっと人数を数えてみましたところ、今は全部で百人くらいです。ちょっとした『村』クラスじゃないですか？」

　そう言うと、エルは両頬ほほを押さえてうっとりと目を細める。

「あぁっ！　ゆくゆくは『街』に！　そして『国』に！　なんて、何て素す敵てきなんでしょう！　その言葉に酔ってしまいそう！」

「この段階でそこまで想像するのは、登山口に立った時点で、頂上を夢想してるようなものじゃないか？」

「そうでしょうか。私には明確に見えます！　ここが国になった未来が！　そして、心しん太たさまが国王になった未来が！」

　それは誇大妄想じゃないんだろうか。

　僕はそう思いつつも、あえて反論はしなかった。

「しかし、集まってる中に、人間はいないんだな？」

「そうですね……。ロンドは自国に所属しない人間には厳しいので、王政の顔色をうかがっているのだと思います。旅行程度で来ることはあっても、ここに留とどまる人間は少ないでしょう。よっぽどここに魅力を感じてもらえないかぎり」

　エルとそんな会話をしていたところ、ハニーが言った。

「ねぇねぇ！　せっかくだから、ここは一発！　みんなに演説してみたら!?」

「え、演説？」

「うん！　百人もの人たちが、ここを面白そうだと思って、集まってきてるんでしょ？　だったら、ここをより魅力的だと思ってくれるような演説をするんだよ！」

「そ、そんな！」

　演説。その言葉は禁断のキーワードだ。

　思い出す。中学生のとき、マンガや小説に影響されて「生徒会長になればモテるのでは」と思ってしまったことがあった。結論から言うが、あれは本当に間違いだった。

　生徒会長になるためには、立候補し、選挙に出なくてはならない。そしてその際に、立候補演説をしなくてはならない。

　しかし演説で、大勢の生徒を前にして、もう氷のように固まってしまった。人間、緊張を通り越すと、一切動けなくなる。そのことをはじめて知った。

　そもそも生徒には、人間の女子がいるのだ。しかも大勢。壇上ならば距離があるから大丈夫かと思っていたが、あまりにも多くの女子に注目されたせいで、口を少しでも開けば、食べたものすべてが出てしまうのは確実だった。

　そのため立候補演説の持ち時間五分のあいだ、ずっと無言だった。

　周囲からブーイングが飛ぶ。しかしそれでも、何も話せなかった。

　時間切れの直前に「[image: ]おぇあっ！」という音だけ発し、口を押さえたまま、体育館の隅に走り出していた。選挙管理委員たちには腫はれ物ものに触るように扱われた。

　もう一人選挙候補がいたが、彼はものすごく立派に話していた。

　僕自身も、すごく客観的に「あぁ、生徒会長になるべきは、間違いなくこいつだ」と思った。心からそう思った。

　そして、選挙結果が出た。

「６３２対０」だった。

「０」。うちの中学の歴史上、はじめての数だった。「マル」とかではない。「ゼロ」だ。完かん膚ぷ無きまでのゼロ。一言で言うと、僕に投票した人間は、いなかったのだ。一人も。

　ちなみに僕自身も相手に投票していた。これが万一「１」だとしたら、間違いなく自分で投票した結果だと思われるだろう。自分も相手に投票することで、少なくともその図式だけは逃れたみたいな安心感があった。そう思わないと自分が壊れそうだった。いや、すでに壊れていたのかもしれないのだが。

「俺はお前に投票するよ」と言ってた友人も、あっちに投票していたようだ。本人は「まさかバレないだろう」と思っていたのだろうが、それすらもゼロという数字の絶大的な力の前にバレバレになっていたのが切なかった。

　そこから先、誰だれとも会話せずに中学時代を過ごした。

　女の子たちが「ほら、あのゼロの人」と呼んでいたのも知っていた。それもまた、人間の女の子と話せない病気が悪化した原因かもしれない。

　その「演説」という言葉一つで、黒歴史が掘り起こされた。

　心理学では「アンカリング★２」というものがある。何か一つのキーワードや行動などのキッカケによって、過去の記憶を思い出すことを言う。

　僕の場合、「演説」というワードがアンカリングになっていたのだろう。他ほかにも「中学」とか「選挙」とか「生徒会長」とかもなっている気がする。おかげでそれ以降、学園モノの小説やマンガなどを読めなくなった。色々と切ない。

　何にせよ、演説だと僕は普段以上に緊張してしまう。

「い、いや、僕は」

「え～？　やっておこうよ～！」

　ハニーは強く勧める。

「いや、でも……」

　そんな僕の表情を見て、エルは言った。

「心しん太たさま。ムリは申し上げませんが、やっておくことが重要かと思います」

「でも、僕は昔……」

「過去は関係ありません。重要なのは、今何を行い、どう変わるか、ということです」

「えっ？」

「何かから逃げ続けていては、永遠にそこから動けない。たった一歩踏み出すだけで、大きく変わることもあるんです」

「……」

　一歩、踏み出す。

　もし本当に一歩踏み出すことで変わるのなら。やってみてもいいのかもしれない。

　それに、今の僕には心理学がある。

　そう。心理学によると、演説の心得はシンプルだ。

　まず言いたいことを、限られた数に絞る★３。ただダラダラと、長い文を棒読みのように話してしまうのが一番いけない。

　とにかく「これだけ言いたい」というポイントに絞る。今回は「二つ」だ。

　そして、演説を成功させるにはさらに秘ひ訣けつがある。

　実際、どんなに準備しても★４、やはり本番では緊張が出てしまうものだ。

　そんなときに「緊張してはいけない！」と思うと、かえって緊張は強くなってしまう

　緊張したとき、何より重要なのは「楽しもう」と思うことだ。

　そのための方法はシンプルだ。緊張でドキドキしたときに「ドキドキする」ではなく「ワクワクする」と言い換える★５ことだ。この言葉一つで、気持ちはずっと楽になり、本番での行為への集中をより高めることができる。

　僕はそこまで思い出すと、ハニーに言った。

「……じゃあちょっと思い浮かんだ話があるんだけど、本番の前に聞いてくれるかな？」

「えっ？　いいよ？」

　そしてこっそり、ハニーに話しかけた。演説のリハーサル★６だ。

　どんな演説も、いきなり始めるのは大変なことだ。そこで、本番前に必ずリハーサルすることが重要になってくる。

　友達でも家族でも、身近にいる人を相手に話しておく。それだけでも本番での緊張は大きく和らぐ。

　ハニーは静かに、僕の演説リハーサルを聞いてくれた。

「うんうん。いいんじゃない？　グッと来るよ！」

　聞き終わった後、彼女はにこやかにそう言ってくれる。

　よし。行こう。

　僕はあらためて、部屋の窓に近づいた。

　その窓はドアのように開くようになっており、外には小さなバルコニーがついている。僕はバルコニーに出て、ざわめく観衆に向かって進んだ。すると、

「みんなー！　ちゅうもーく！　心しん太たが話をするよー！」

　ヌスミが砦とりでを囲む群衆の注意を引いてくれる。

　そこにいた人々が、僕の方に注目する。

「うっ」

　僕は無意識に、学生時代の演説のときを思い出す。

　さすがに人間の女性がいなくても、これだけの相手を前にすると緊張してしまう。

　いや。違う。こんなときこそ、「ワクワクする」だ。

「ワクワクする！　ワクワクする！」

　僕は独り言のように繰り返す。

「ご主人？　大丈夫？」

　アリエヌが心配そうな顔を向ける。

「……大丈夫だ。ワクワクしてるだけだから」

　僕はアリエヌに向かってそう伝える。

「大丈夫★７」という言葉も、気持ちをラクにする意味で、非常に重要だ。たった一言で心を安定させる。誰だれかを安心させたいとき、そして自分自身が落ち着きたいときは「大丈夫」という言葉を繰り返すことが有効だ。

　僕は何度も「大丈夫」という言葉を繰り返しながら、群衆に対たい峙じした。

　僕が伝えたいことは、たった二つだけだ。

「あ、はじめまして！　ぼ、僕は、心しん太たと言います。人間です」

「わははっ！　見れば分かるよー！」

　近くにいた男のフェアリーがはやし立てる。前にハニーが言っていた通り、やたらマッチョでアクが強い外見をしている。

「あ、あの。僕はつい最近、ここに来ました。自分でもどうしてこんなことになっているのか分かりませんが、それでもここにいます」

「は!?　自分のこと、分かってないのか!?」

　群衆から声が響く。今度は誰が言ったかも分からない。

「はい。自分でも分かってません。それで、最初はすごく不安でした。誰とも話せず、たった一人で、孤独でした」
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　これが、僕が伝えたい一つ目のこと。「孤独」だ。

　ここに至って、はやしたてるような声はなくなった。

「最初はさびしくて、泣きたくなりました。元の世界に戻りたい。そんな気持ちで、押しつぶされそうでした。でも……」

　そう言いかけて、エルの顔を見る。

　エルは、優しい目で、僕のことを見つめ返してくれた。

「この世界で、ある相手に出会って。そして共に行動するようになってから、少しずつ勇気が持ててきました」

　そこでまた深呼吸をする。急ぐ必要はない。どうせ短い話だ。

　そう思うことで、さらに気持ちが穏やかになる。

「そこから、色々なことがありました。そしてそのたびに、新たな仲間とつながりあうことができました！」

　これがもう一つの伝えたいこと。「つながり」だ。

「一つ一つのつながりのたびに、僕の気持ちは、自信にあふれていきました。心にポッカリ空いた穴に、その相手が入ってくれるかのように。一つ一つの抜けた部分がふさがっていきました」

「つながりって、キスのことかしら？」

　アリエヌがこっそりヌスミに尋ねる。

「それもあるんじゃないかい？」

　ヌスミが答え、二人は目を合わせていたずらっぽく笑った。

「そして今、こうしてこの場所で、仲間たちと暮らそうとしています。そんな僕たちの元に、こんなに多くの方々が集まってくれました」

　僕はそう言いながら、目の前にいる聴衆一人一人の顔を見る。

　さらに、僕から向かって左にいる人たちの方を見た。

　心理学的に、演説や講義を聞く場合、演者から見て左側に★８、好意が高い人間が位置すると言われている。この場合、客側から見ても、演者が左側に位置する。

　とはいえ、これは本当に些さ細さいな傾向にすぎない。ただそれでも、その理論に従って左側にいる観客を見ると、確かに優しい目をしている人たちが多い気がした。思い込みかもしれないけども、だとしても心が穏やかになる効果はある。

「ここに来ている人たちも、みんな、僕が感じたのと同じように、さびしさや孤独感を味わったことがあるのではないでしょうか。だからこそ、『何かが起こるかも？』と思って、ここに来てくれたのかもしれません。であれば、僕たちと共に生活してみましょう！　その『つながり』が、僕たちの気持ちをより強くしてくれると信じています。僕たちはここに村を、いや、街を。いや、ゆくゆくは国を、作りたいと思います！」

　僕がそこまで言うと、群衆の中から、パチパチという音が聞こえた。拍手だ。

　最初は小さなさざ波のようだったが、それが少しずつ大きくなり。最後には、大きなうねりのような音となって、バルコニーに立つ僕の鼓膜を震わせた。

「なるほどなぁ。分かるよ！」

「いいねぇ！　俺たちも手伝いたくなったぜ！」

「確かに『つながり』だよね！　私たちも、手伝ってみたい！」

　彼らの反応は、とてもいい。リハーサルのおかげなのか、または僕の態度が、知らず知らずのうちに自信に満ちあふれていたからかは分からない。

　何にせよ、彼らのあたたかな雰囲気を見るだけで。僕の中学生のときの演説の記憶が、嬉うれしい思い出に塗り替えられていくのを感じる。

　アンカリングを壊す★９には、逃げているだけではいけない。

　新たなプラスの記憶を重ねていくしかない。そのためには、立ち向かうしかないんだ。

　僕はそのことをあらためて知った。

　小さな一歩でも、人生は大きく変わる。これはすべてにおいて言えることかもしれない。

　そう思っていた直後。

　目の前に見える道の向こうから、三頭の馬が現れた。






★２　アンカリング



　人間は特定の行動やできごとと、記憶を結びつけてしまうものだ。たとえば「恋人と聞いていた音楽」をあとから聞くことで、その人とのデートなどを思い出してしまう。他ほかにも子供のときに見ていたテレビのグッズを大人になって見たら、やはり子供時代を思い出してしまう人間も多いだろう。これはあらゆる物事で言える。よって楽しいできごとがあったら、積極的に写真を撮っておくのも手だ。あとからその写真を見て、「あぁ、こんな楽しい時間があった」と幸せに思い出すことができる。写真は未来に対しての記憶のプレゼントにもなりえるのだ。





★３　３の法則



　人間は、あまりに多くの内容を、いっぺんに認識することはできない。たとえば何かの説明の際に「今から10コのルールについて話します」「これから20の話を聞いてもらいます」などと言われたら、気持ちが重くなるのではないだろうか。しかしここで「３コのルール」「３つの話」などと言われれば、「あぁ、それくらいなら」と思えるはずだ。よって何かを話すときは、多くとも三つに限る方がいい。実際に童話でも「三匹の子ぶた」や「三枚のお札」など「３」がキーワードとして登場してきやすい。やはり「３」だと、過不足なく、頭に残りやすいのだろう。これは聴衆だけでなく、話す方にとっても覚えやすい数になる。話すときは多くとも３つまでだ。





★４　プロと緊張の関係



　そもそも心理学のデータでは、プロのスポーツ選手だって、「緊張していない」わけではないということが分かっている。そうではなく「緊張を楽しんでいる」だけだと分かったのだ。すなわちプロですら緊張するわけだから、アマである僕たちが「緊張してはいけない」なんて思うのはまったくのムリ。





★５　緊張の言い換え



　こんな心理学実験がある。実験者は被験者たちに「緊張したときは、自分に『緊張していない』と言い聞かせてください」と伝えた。しかしこのとき、被験者たちの緊張は止まるどころか、かえって高くなってしまった。それより重要なのは、緊張していることを認め、受け入れた上で「ドキドキしている」ではなく「ワクワクしている」と言い換えることだ。心臓の鼓動は決して止められない。でもそれを「ワクワク」だと表現することで、「あぁ、自分は楽しんでいるんだ」と無意識に考えることができて、結果的に気持ちも高まっていく。本当にちょっとした言い換えだけで気持ちは変わるので、ぜひ試してみてほしい。





★６　リハーサルの重要性



　大きなイベントの前には、必ず「リハーサル」をしておくことだ。たとえばスピーチだったら、必ずその原稿を、本番前に読んでおく。「これくらいなら、ぶっつけ本番で大丈夫！」と思うと失敗してしまう。どんなプロであっても、必ず練習しているのだ。よって本番前や、または前日などに、その原稿を、声に出して読んでおくこと。特に親しい友達や家族などの前で読めば「人前で話す」ことの練習にもなる。また彼らはまったく知らない相手より反応はいいはずなので、自信にもつながるはずだ。何かで緊張しやすい人は、ぜひ試してみてほしい。





★７　自己暗示『大丈夫』



　気持ちが落ちつかないときは、とにかく「大丈夫」と繰り返すことだ。これには絶大な効果がある。実際、自分自身に色々な言葉を繰り返すことを「自己暗示」と言う。何度も言葉を繰り返しているうちに、気分が盛り上がっていくわけだ。しかし自己暗示には「使って良い言葉」「悪い言葉」がある。良い言葉の代表格が、この「大丈夫」だ。悪い言葉については、また追って話そう。





★８　講演における左側の客



　これは「心臓が寄っている左側を預ける」ことになる。よってある程度親近感や好意を抱いていないと、その位置に座りづらいのだ。よってあなたが大勢の前で話して、ついプレッシャーを感じてしまったときは、なるべく左側にいる人に向かって語りかけてみるといい。反応は決して悪くないことに気づくはずだ。もちろんそこばかりに集中するのも良くないので、ある程度リラックスできたら、右側の人にも話してみよう。この心がけだけで、大勢の前で話しやすくなる。





★９　アンカリングの破壊



　ものごとと記憶は結びつく。そのため、たとえばつらいことに関連したアイテムから、逃げてしまえば、その記憶は思い出しづらくなる。しかし当然だが、それをエンドレスに繰り返しているわけにもいかない。どこかで乗り越えたいと思うのなら、やはりそれに立ち向かうことが大切だ。もちろん一回で克服するのは困難なので、たとえば「１分だけイヤな場所にいられた！」「二分だけ、それに触れられた！」など段階的でも構わない。その積み重ねで、そのイヤな記憶が今度は「達成感」で塗り替えられていく。





◆第２章　女騎士シルビア




「あ、あれっ、ユニコーンじゃない？」

　多くの人が、こちらに近づく馬たちに注目する。

　目を凝らして見ると、確かに馬の頭にはツノらしきものが生えている。

　僕は一いつ旦たんバルコニーから引っ込み、階段を下りて外に出た。エルたちもついてくる。

　そうしてあらためて道の向こうから近づいてきた三頭を見ると、馬……もとい、額に立派なツノを頂いたユニコーンの上には、それぞれヨロイに身を包み、兜かぶとで顔まで覆った騎士が乗っていた。ユニコーンと同じく、全部で三人だ。

「な、何だ？」

　驚く僕に、ヌスミが告げる。

「あれはユニコーン騎士団……ロンドの騎士団だよ。思ったより早く来てくれたねぇ」

「えっ？」

　すると先頭のユニコーンに乗っていた騎士が、こちらに向かって声を発した。

「国とは大きく出たものだな」

　意外にも、女性の声だった。一音一音、丁寧にゆっくり発声された──たとえるなら、きっちり調律されたピアノが放つ音色のような、正確な音階で紡がれる歌声みたいな声だと感じた。

「それは、わがロンドに対する、敵対宣言だと受け取ってもいいのか？」

　騎士の言葉に呼応するようにユニコーンが鼻息を荒くし、僕に向かってにらみを利かせる。騎士を乗せたユニコーンたちは、いつのまにか僕の目と鼻の先まで来ていて、威嚇するかのごとくに立ちはだかっているのだ。

「えっ？」

　すると、先頭の騎士は兜かぶとを外して、その素顔を見せた。

　髪の毛は金色で、鋭い目をした美しい女だった。鼻筋は通り、頬ほおにはうっすらと赤みが差している。唇の艶つやめきやまつげが描く曲線などには女性らしさを見み出いだすことができるものの、全体的な造作は冷たさを感じるほどに整っていて、凛り々りしい美女という印象だ。

　同時に、イヤな予感がした。彼女はどうやら人間の女性だ。少し顔を見ただけで、胸のあたりがムカムカしてくる。

「はじめて目にかかる。ロンドのユニコーン騎士団の団長を務める、シルビア様だ」

「シルビア……」

　繰り返す僕の声に、その女性は首を振る。

「呼び捨てにするな。バカにも分かりやすく『シルビア様』とつけてやったにもかかわらず、伝わらないバカもいるのだな」

「いやそれは伝わらないだろう」

「何だと!?」
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　彼女はそう言いながら、手に持っていたヤリを、僕の眼前に突きつける。

「心しん太たさま!?」

　エルが僕を案じて叫ぶ。

「いやいや、用があるのは、アタシだろ、『シルビアさまさま』よう？」

　ヌスミが僕とシルビアの間に割って入る。

　シルビアの注意がヌスミに移り、ひとまず強い吐き気が引いてほっとする。

「ほう、そこにいたのか、シタギーズ首領、ヌスミ。言っておくが『様』は一回でいい」

「それは失礼しましたぁ。『シルビアさまさまさま』！」

「！」

　シルビアの顔に怒りの色が浮かぶ。

　しかしすぐに落ち着きを取り戻して、あらためて口を開いた。

「下げ衆すの挑発に乗るつもりはない。ヌスミ？　ここはシタギーズの砦とりでではなかったのか？　いつから国ごっこを行う場所になったのだ？」

「国ごっこですって？」

　エルが反発の声を上げる。ヌスミがそれを無言で止める。

「シタギーズはね、もう解散したんだ。改心したんだよ」

「改心？　悪党が、一日二日で改心できるものなのか？」

「その悪党と取引をされているロンドの女王さまは、正義の味方ってわけなのかい？」

「フッ。相変わらず口ばかり達者だな。とにかく解散するかどうかは貴様の自由だ。しかし貴様らが所有している『エルフのブラ』は、きちんと渡してもらうぞ？」

「えっ！」

　その言葉にエルは自分の胸を押さえる。ヌスミは彼女の反応を気にせず口を開いた。

「あぁ、『エルフのブラ』ねぇ」

「早く寄こせ。ほら！　これが取引の金だ」

　それと同時に、後方に控えていた別の騎士が、地面に袋を落とす。

　衝撃で開いた袋の口から、多量の金貨がこぼれ落ちた。

「!?」

　周囲から驚きの声が上がる。具体的な額は分からないが、かなりの高額であるらしい。

　その金貨をチラッと見てから、ヌスミは口を開く。

「せっかく持ってきていただいて悪いんだけどねぇ。実は、なくなっちまったんだよ」

「!?」

　僕たち全員が固まる。

「あれ、でも今は、エ……」

　アリエヌがそう言いかけた瞬間、ハニーがその口を両手でふさぐ。

「んーっ!?」

「婚活的には、空気を読める女の方が愛されるよ？」

　その後に口を開いたのはシルビアだった。

「すまないが、今なんと？」

「いや、だから『エルフのブラ』が、なくなっちまってねぇ。どこかの下着ドロの仕業かねぇ？」

「ほう。下着ドロから下着を盗むとは、大したタマがいるものだな」

　シルビアは、そう言った口元に冷たい微笑を浮かべる。

「案外、この近くにいるエルフじゃないのか？　『エルフのブラ』だけにな」

「!!」

　エルが体を固くする。

「あぁ。価格がお気に召さなかったから、盗まれてしまったのか？　ではこの倍額払おうか？　私様自身、『エルフのブラ』を持って返れないと、女王エリザ様にどんなお叱しかりを受けるか分からないものでな。これだけ出せば、盗まれたものも返ってくるかな？」

　直後、もう一人の騎士が、同じ袋をさらに積んだ。

　それを見てヌスミはツバを飲み込む。

「……アタシが金で動かされると思ったかい？」

「じゃあなぜツバを飲み込んで、さらに間があった？」

「う、うるさいよ！　とにかくもうアタシたちは、下着ドロ稼業はやめたんだ！　とっとと帰りな！」

「ほう。エリザ様、引いてはロンドを敵に回すと言うんだな？」

「くっ」

　ヌスミが一瞬ひるむ。この世界で生まれ育った彼女は、ロンドがどれだけの脅威なのか、これまでの人生で身をもって知っているのだろう。

「エ、『エルフのブラ』は……」

　そこで突如、エルが叫ぶ。

「私がつけています！」

　そう言いながら、彼女は胸をはだけ、ブラを見せた。はちきれんばかりのたわわな白いふくらみを支える純白のブラに、いや、正確にはそのふくらみの方に、僕の視線が縫い留められたように固定される。

「エル!?」「エルちゃん!?」

　女性陣も僕と同様で、みながそこに注目する。

「ほう！　やっぱりお前がつけていたんだな。ヌスミが返却したということか。年は取りたくないものだな、ヌスミ？」

「年は無関係だよ！　純粋に返したくなっただけさ！」

　シルビアにくわっと言い返すと、ヌスミは唇を尖とがらせてエルを見る。

「ちょっとアンタ、何で!?　せっかくアタシが隠してるのに！」

「ヌスミさんだけ、矢面に立たせるわけには行きません！　このブラは代々、私の家に伝わる家宝です！　あなたに渡すことはできません！」

「ほう。そうか。ここは組織ぐるみで、ロンドにケンカを売っているのだな？　しかも先ほどは、建国を示唆する発言もあった！」

　彼女はそう言いながら、僕を見つめる。

「……う、うぐっ」

　もうダメだ。さっきからほんのり気持ち悪いのに、こんなに見られたら限界だ。シルビアの視線を一身に浴びたことで、胃の底から抑えきれない吐き気がこみ上げてくる。

「うぇぇぇっ！」

　思わず砦とりでのカベに向かって座り込んでしまう。

「心しん太たさまっ……！」

　心配そうなエルの声が聞こえる。

　それに対して、シルビアはあざ笑うように言う。

「何だ？　さっきに比べて、ずいぶんと弱々しい顔をしてるな。まぁいい。エリザ様にこのことは伝えておく！　エリザ様は、中途半端な状態が嫌いだからな。おそらくすぐにでも攻撃命令が下るだろう」

「くっ！」

「まぁ、こんなオンボロな砦なんて、すぐに攻め落とされるだろうけどもな！」

「い、言わせておけば……！」

　アリエヌが体を震わせる。

「ちょ、えっ？　アリエヌちゃん？」

「スキル……」

　アリエヌは砦の入り口近くにあった水みず桶おけに手を触れると、叫ぶ。

「『水流』！」

　次の瞬間、彼女の手から水が湧わき上あがり、シルビアに向かって飛んでいく。

「……」

　驚くかと思われたシルビアは、その水を見て冷笑した。

「スキル……」

　ボソッと何ごとかを呟つぶやくのが聞こえた。

　水流は渦を巻きながら一直線に飛んでいき、今にもシルビアを飲み込もうとした、そのとき……！

「えっ……!?」

　シルビアがヤリを振りかざす。

　水流は煙のように消きえ失うせた。

「はぁっ!?　な、何で!?」

　驚くアリエヌの元へユニコーンに乗ったシルビアが近づき、そのヤリがアリエヌの喉のど元もとに突きつけられた。

「アリエヌちゃん!?」

「衝動的に人間に水を掛ける……。許される行為ではないな……」

「お、おいっ……！」

　僕はカベに手を掛けて慌てて立ち上がり、シルビアを止めようとする。

「フン……」

　シルビアが僕の方に向き直ったかと思った直後。至近距離で「ダダダダ」という音と衝撃が響いた。

「んっ!?」

　カベを見ると、僕の体に沿うようにいくつもの穴が空いていた。

　シルビアのヤリが、僕を形どるように連続で刺されたのだ。

　あまりに一瞬のことで、動くことすらできなかった。そのまま彼女は、僕に向かってにらみを利かせる。

「次は……。センターを狙ねらうぞ……？」

　その眼光はあまりに鋭く、心まで突き刺されるような気がする。

「ぐっ……！」

　迫力に押されたら負けだ。そう思いながらも、気持ちに体がついて行かない。何より人間女性に、目を見られながら会話をされていることで、僕の緊張は最高潮に達していた。

「うぷっ！　うぇぇぇっ！」

　僕は思わず口を押さえる。

「フッ……！　情けないな……。こんな体たらくでここのリーダーとは……」

「心しん太たくん……！」

　ハニーに心配される僕を見て、シルビアはさらに笑う。

「我らが寛大な女王から、伝言がある」

「で、伝言……？」

「そうだ。エリザ様によると『もしこの場所に、明日から三日以内に〝城〟を築けたなら、ここを正式な国と認めてやってもいい』とのことだ」

「え、えっ!?　三日以内に城!?　そ、そんなのムリに決まって……」

　ハニーの言葉に、シルビアはまたもあざ笑う。

「まぁ、できなければ、それだけのことだがな……」

　そこで、アリエヌが慌てた様子で両手を振る。

「そ、それって、せめて一週間とかにならないの!?」

　シルビアはバカにしたように鼻で笑う。

「交渉できると思っているのか……？　すべての主導権は我々にある……きっちり三日だ」

「じゃ、じゃあ！　一ヶ月でもいいわ！　それもダメなら一年間でも！」

「そこの魚女はバカなのか？　なぜどんどん延びていくんだ……？　何がどうなろうとも、三日！　三日以内に城ができない場合は、攻め滅ぼしてくれるわ！」

　シルビアの迫力に、ハニーもアリエヌも気け圧おされる。

　そのとき、ヌスミが僕にこっそり耳打ちする。

「そうだ。偵察隊によると、ジョーカーズも、近くこの場所に攻めてくるようだよ？」

「え、えっ!?　ジョーカーズも!?」

　聞こえていたらしいアリエヌが慌てる。ヌスミも不安げな表情だ。

「そんな状況で城って……どうするんだい!?　ここすらも危ないんだよ!?」

「ははははっ！　では！　戦場で会おう！　まあ、戦火にまみれるこの地のことだがな！」

　シルビアはそう言って手綱を引き、やってきた方向へ馬の首を巡らせる。

「そのときまでは、『エルフのブラ』は預けておいてやる」

　そして、他ほかの騎士たちを引き連れて悠々と去っていく。

　彼女の背中が小さくなっていくと、僕の吐き気も少しずつ収まっていく。

　心からの安あん堵どを感じる……。しかしそんな自分が情けなかった。




「大丈夫かな？」

　嵐が去ったあと、エルたちと共に砦とりでの部屋に戻った僕は、不安な胸中のままに呟つぶやいた。

「しかし、何でエリザは『明日から三日以内に城を造れば国として認めてやる』なんてチャンスをくれたんだ……？」

　僕の言葉にハニーが答える。

「意外に優しいとか……？」

「いや、逆だろうねぇ」

「えっ……？」

　ヌスミは冷ややかな笑いを浮かべながら言った。

「エリザとはそれなりに付き合いがあるから分かる。あいつは人間の絶望が好きなんだ。中途半端な希望は、時として何も希望がないよりもつらいものさ……。特にその希望が、明らかに実現不可能なものなら、なおさらね」

　三日間というチャンスを与えることで、その人間たちは多少の希望を持って、全力で頑張る。そして達成することができなかったときの絶望感……それは想像するに余りある。

　停滞した空気を変えたのは、エルの言葉だった。

「大丈夫ですよ。できます」

「え？」

　戸惑う僕の目を見つめて、エルは美しい瞳ひとみをキラキラさせて訴えた。

「大丈夫ですよ！　心しん太たさまなら！　そして私たちなら、できます！」

「そんなこと言ったって……」

　そこに何の根拠があるのだろう。

　僕はそう思いつつも、心理学知識を思い出した。

　自分の気持ちを高める★10ためには、とにかく「自己暗示」だ。そのためには「できる」「やれる」など、プラスの言葉を繰り返すことが大切とされている。

「……そうか。そうだな。僕たちならできる」

　そして、何度も繰り返した。

「そうだ！　僕たちなら、できる！　できる！　やれる！　やれる！」

　それを聞いたハニー、アリエヌにヌスミの顔に、わずかながら明るい表情が戻った。僕の言葉に呼応するように、彼女たちもその言葉を繰り返す。

「そう！　やれるよ！」

「うんうん、できるわ！　できるわよ！」

「あぁ！　やれる！　できる！　やれるさ！　できるんだよ！」

　その言葉と共に、僕たちの気持ちが、少しずつ明るくなってくる。

　そこでエルが叫ぶように言った。

「私たちなら、やれます！」

「あぁ！」

　そして最後に、彼女はつけくわえた。

「たぶん」




　それは言うな。

　僕は心からそう思った。






★10　自己暗示



　先ほど自己暗示について話したが、どんな言葉でもいいというわけではない。

　重要なのは「否定したとしても、ネガティブなワードは使わない」というルールだ。

　たとえば「緊張していない」とか「心配ない」という言い方だと、「緊張」や「心配」という言葉が力を持ってしまい、あまり落ち着かなくなってしまう。どんなに否定しても、ネガティブなワードは強いのだ。いずれにせよ「できる」「やれる」というワードならまったく構わない。とにかく気持ちが明るくなるまで、何度も繰り返すことが重要だ。





◆第３章　賢者カシコと二つのアメ玉




「で、どうすればいいの？　どうしたら三日でお城が築けるの？」

　シルビアたちが来た、次の日。

　僕たちは眠い目をこすりながら、砦とりでの中で会議をしていた。

　みんな、昨日のことで悩みすぎて、ほとんど眠れなかったのだった。

　先ほどのハニーの質問に、アリエヌが答える。

「わたくし、昨晩ずっと考えてたんだけど、とりあえず大工さんにでも、おムコに来てもらうしかないんじゃないかしら？」

「え、それが一晩考えて出た結論？」

「大工一人で何とかなるわけないよね？」

　あきれかえるハニーに対して、アリエヌは笑って答える。

「大丈夫！　大工と子供を成したら、たくさんの大工が生まれるわ！」

「それ何十年後!?　三日以内って言われてたよね!?」

「じゃあハニーはどうなの!?　どうやってお城を築くのよ!?」

　アリエヌがむうっと頬ほおを膨らませて尋ねると、ハニーは一瞬押し黙った。

「……まず砦に花の蜜みつを塗るの」

「前提からして素晴らしい展開が一切想像できないけど、それで？」

「それを一週間ほど放っておくと、花の蜜が固まってカピカピになるの」

「この段階で三日間の猶予を完全無視でブッちぎってるけど、そうするとどうなるの？」

「カピカピになった花の蜜を城壁に見立てて、さらにそこにまた花の蜜を塗り込んでいくのを繰り返すと、いつかは立派なお城が」

「うん、それも何十年後になるの？」

　アリエヌにツッコまれ、ハニーは眉を八の字にして首を横に振る。

「分からない」

「少なくともそれだけの花の蜜を集めるのに、どれくらいかかるの？」

「集まったフェアリー総出で百年くらいになるかな」

「ムリよねそれ。普通に建てた方が早いくらいじゃない？　しかも蜜だけに、色々な虫とかが集まって来ちゃわない？」

「その発想はなかった」

　ハニーは宙をクルクル舞うと、テーブルの上でスネるように横になった。羽根をだらんと伸ばして、すっかりふてくされてしまっている。

「……ていうか、エルの魔法で、何とかならないのかな？」

　僕の質問に、エルは深呼吸をしてから口を開いた。

「私の、魔法で、何とか、なると、思いますか!?」

「何なの!?　何この開きなおったかのような迫力!?」

　ハニーがおびえたように言って起き上がる。立ち直りが早い。

　そうだ。確かに、エルの魔法はくだらないものばかりだった。

「参考までに聞きたいんだが、城の建築関連の魔法は……？」

　すると、エルはしばらく考えてから答える。

「魔法『ハタタテ』があります。できあがった城に、ハタを立てる魔法です」

　キング・オブ・使えないな。しかも城ができあがったあと限定だな。まずその城ができないから困ってるんだけどもな。

「あっ！　その魔法、うまく使えばいいんじゃない!?　ロンドの城に乗り込んで、うちのハタを立ててきたらどうかな!?」

「そんなの、一分で抜かれて終わりでしょう……」

　エルは「やれやれ」という顔をした。いや、エルの魔法をフォローしてるはずなんだけど、何で僕らが困ったちゃんみたいな雰囲気になってるんだろうな。

「大量の下着で城を造れないかい……？」

　声の主は、言うまでもなくヌスミだった。

「……」

　誰だれも答えない。

「どうかねぇ？」

「え、そのアイディアへの感想、結構強く求めてくる感じ？」

　どれだけ時間をかけても、話し合いがまとまる雰囲気はなかった。




　そんなときだった。

「こここ、こんにちは……っ！」

　砦とりでの外から、かすかに声が響いてきた。

　最初、その声は非常に小さかったので、気のせいだと思って聞き流していた。

　しかし、何度も繰り返されているうちに、だんだんと無視できなくなってきた。

「グスッ……！　こんにちはっ……！　こんにちはぁ……！」

　声が次第に泣き声に変わってきた。

「何だ？　誰かいるのか……？」

　僕はエルたちにそう言いながら、砦の外に出てみた。

「えっ……？」

　そこにいたのは、僕の背丈の半分もない、小学校低学年生くらいに見える小さな女の子だった。

　目はクリクリッとして大きく、髪の毛は栗くり色いろ。肌はつやつやと輝いており、それもまた幼さを強調していた。

「あ、あぁっ……！　いたんですねっ……！　何度呼んでも返事がないから、誰もいないのかと思いましたっ……！　グスッ……！」

　少女は涙声で言う。

　それを見ていると、申し訳なさから心がキュンと痛む。

「ご、ごめんねー！　気づかなかったよー！」

　僕は慌てて言う。

「いいんですっ……！　昔から、声が小さいってよく言われてたからっ……！」

　何だろう。この少女は。

　僕はとにかく、努めて冷静に会話をしようとしてみた。

「どうしたのかな～？　おつかいの途中で道に迷っちゃったりしたのかな～？」

　僕は優しい気持ちで問いかける。

　するとその質問に対して、その少女はこちらをキッと見上げて答える。

「そんなんじゃないんですっ！」

「じゃあ、何かな～？　お母さんとお父さんはどこにいるのかな～？」

　その言葉に、少女は頬ほおをぷくっと膨らませて言う。

「子供扱いはやめてくださいっ！　私は保護されている立場じゃないですっ！」

「ご、ごめんね～？　そうだよね、子供扱いされるのはイヤな年とし頃ごろだよね～？」

「ち、違う！　そういうのじゃなくてっ！　本当に違うんですっ！」

　すると彼女はむきになったように声を上げた。

「私は幼女じゃありませんっ！」
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「はい!?」

「私は、ドワーフです！」

「ドワーフ!?」

　なんか、聞いたことのある単語だ。

　そう思っていると、僕の後ろにいたエルが、僕たちの会話に入ってきた。

「ドワーフ。体の小さな妖精族ですね。成長しても、子どもくらいの身長にしかなりません」

　確かに、目の前の彼女は小さい。

　ハニーは人間の大人の頭身を保ったまま小さくなった感じだが、このドワーフは、全体的に頭身が低くなった形だ。ゲームセンターのＵＦＯキャッチャーによくある、デフォルメされたキャラクタのようだった。

「はいっ！　私はれっきとしたオトナです！」

　女の子はペタンコの胸を反らして、誇らしげにフフンと笑う。

　しかし、何度見ても、どこから見ても、ただのふんぞり返った幼女にしか見えない。

　そう思っていると、ハニーが言う。

「心しん太たくん、このコは大人の女性なわけだけど、このコ相手には吐かないの？」

「ここまで幼い女の子……いや、幼い女の子に見える女性には反応しないな。少なくとも同世代以上の女性の見た目をしていないと、気分は悪くならない」

「まぁ、そうだね。幼女とか赤ちゃんにも意識して吐いてたら引くかもしれない」

「だろうな」

「じゃあ逆に、そもそも心太くんが幼女趣味だったら苦労せずにすんでよかったのにね？」

　それは危険すぎる。現状よりよっぽど人生ハードモードだ。大人の女性は平気なのに幼女相手に緊張して吐くなんて終わってる。

「何にせよ、彼女がドワーフか……。で、キミの名前は？」

　僕の問いに、女の子は再び胸を張って答える。

「あ、はいっ！　私の名前は『カシコ』って言いますっ！」

「カシコ……？」

「はい！　読んで字のごとく！　とっても賢いから、カシコって名付けられたんですっ！」

「うん。生まれた瞬間に賢いかどうかなんて分からないよな……。親の願望で名付けられただけだよな……」

「そっ！　それは言わないでくださいっ！」

　カシコの目に、また涙が浮かんだ。

「あーっ！　ご主人、女の子泣かせたー！」

　アリエヌがはやし立てると、ヌスミもいじわるな笑みを浮かべて賛同する。

「いけない大人だねぇ」

　いや、元盗賊に言われたくない。

「……でも、何でわざわざここに来たんだ……？」

　話を変えようとする僕の質問に、その少女は答える。

「私たちは、近くのドワーフの村落からやってきましたっ！　私はそこのリーダーのドワーフです。みなさんっ！」

　彼女は振り返り、後ろに向かって号令をかける。

　すると木陰から、多くのドワーフたちが現れる。あっという間に、五十人前後のドワーフたちが、彼女の後ろに並んだ。

　男性、女性、若そうな外見、老人のような風体……。さまざまなタイプがいたが、みな一様に背が低く、三頭身ほどの体型だった。

「なるほどねぇ。このドワーフたちをたばねているのがアンタってことかい？」

　ヌスミが尋ねる。

「は、はいっ。その通りです」

「いわゆる、村長ってヤツかい？」

「そう言われるとカッコ良くないので、リーダーでお願いしますっ……」

「……細かいところにこだわるんだねぇ」

「何にしても、キミがリーダー？」

　僕はあらためて彼女の姿を見る。

　大きな目には勝気そうな光がのぞき、やる気にあふれているように感じる。ただやはり、子どものような外見のために、そこまで頼りがいがあるように見えなかった。

　すると彼女は、僕に抗議するように勢いよく話しかけてきた。

「な、何か『頼りがいがなさそうだな』って思いましたよね!?」

「え、なぜそれを!?」

「それだけじゃなくて、『ちっさくて赤ちゃんみたいだな』『こんなのに村落をたばねられるのか』『おしゃぶりでもしゃぶってダァダァやってろ』なんて思ってましたよね!?」

「そこまでは思ってないけどね!?」

　しかし確かに、彼女がなぜリーダーなんだろう。

　そう疑問に思っている僕に、彼女は誇らしげに言った。

「実は私、女賢者の資格を持っているんですっ」

　それを聞いて、以前エルから聞いた話を思い出した。

「あ、あの！　誰だれでも受かるという賢者検定の!?」

「し、失礼なっ！　誰でもは受かりませんよ!?」

　カシコは憤慨して言う。

「そ、そうなのか？」

「とにかく！　そんな賢い私は、あなたたちのことを助けに来たのですっ！」

「助けに!?」

　僕は驚いて、エルたちと顔を見合わせた。

「その通りです！　この大陸では、女王エリザが幅を利かせています！　でもそんな中、あなたたちが新たな国を興そうとしている……！　そんな素晴らしいことはありません！　私はあなたたちの力になりたいんです！」

「力に……？」

「はい！　あなたたちと一緒にいれば、何かが変わる気がする！　私のあふれる知性が、そう告げているんです！」

「知性が……」

　僕はあらためて彼女の目を見る。確かにすごい目力だ。

　しかし、あふれる知性があるのかは分からない。

　心理学では、優越コンプレックス★11というものがある。自分自身に劣等感があったり、周りにたいして恐怖感が強い人ほど、「自分はスゴイ！」という点を強調しすぎることで防御壁を作ったりするものなのだ。

　エルはそのセリフを聞いて、こっそり僕に耳打ちする。

「ドワーフの村落は、あまり豊かな村とは言えません」

「そ、そうなの？」

「はい。昔は近くの炭坑から鉱石を取ってくることで生計を立てていました。技術は高いため、短期間で多くの鉱石を採掘することが可能でした。……しかしながら、その鉱石を採るスピードが災いして、あっという間に掘り尽くしてしまい、今はカツカツの状態のようです」

「え、アホなの？」

「ちょっと!?　アホって言わないでくださいーっ！」

　僕とエルの会話が耳に入ったらしいカシコは、大声で抗議する。

「まさか！　まさか鉱石に限りがあるとは思わないじゃないですかっ！」

「いや、どこかでそれには考えを巡らせるべきだろ！」

「それもあって、新興でもある我々と合流し、甘い蜜みつを吸おうとしてきたのかと……」

　エルの鋭い意見に、僕は驚く。

「そうなの!?」

　カシコは慌てて否定する。

「そ、そんなことありません！　甘いなんて思ってませんっ！」

「蜜を吸う部分は否定しないの!?」

「ちょっと！　甘くない蜜なんて、吸ってもまったくおいしくないよ!?」

　蜜収集のプロであるハニーがどうでもいいツッコミを入れてくる。

　それに対して、カシコが焦ったように首を振る。

「ご、ごめんなさいっ！　甘い蜜を吸おうなんてつもり、まったくありません！」

「本当に……？」

「とにかく協力しあいたいんですっ！　私たちドワーフの技術力を持ってすれば、あなたたちの文明はさらにレベルアップするはず！　そしてあなたたちの求心力と拡大力があれば、私たちも甘い蜜みつが吸えるはずです！」

「やっぱり吸おうとしてない!?」

　僕はツッコみ、エルが僕の顔を見る。

「どうされますか、心しん太たさま……？　不安はありますが、彼女たちを仲間に入れますか？」

「う、うーん……。まぁ、数は多いに越したことはないし、来るものは拒まずだから、断る理由はないような……。ハニーもアリエヌもヌスミも、問題ないよね？」

「もちろんっ！　効率よく花の蜜を集める技術とかも教えてもらえそう！」

「わたくしもＯＫかしら。結婚相手としては、もう少し背が高い人たちが好みだけども」

「ドワーフの下着はそこまで高値で取引されないけど……。その技術で新たな下着開発をしてくれるかもしれないから、入ってくれても構わないかねぇ」

「……それぞれ、自分の欲のことばかり言ってるが……。とにかく賛成でいいんだな？」

　それを確認した上で、僕はエルを見た。

「エルも大丈夫？」

「はい、もちろんです。仲間がたくさん増えるのは、素晴らしいことだと思います」

　彼女たちが賛成してくれているなら、僕にとって断る理由はない。

「良かった。じゃあこれからよろしく」

　僕はそう言いながら、カシコに向かって手を伸ばしかける。

　するとカシコは、にこやかに笑って言った。




「こちらこそ、歓迎しますっ！　私たちの属国として頑張ってくださいっ！」




「はい？」

　一瞬、何を言っているのか分からなかった。

「どういうこと？」

「えっ？　だって、私たちの支配下に入ってくれるってことですよね？」

「何でそうなる!?」

「何でって……。あなたたちは、私たちより能力が下じゃないですかっ！　下の立場が、上のものに属するのって、当然だと思うんですっ！」

「ななな、何言ってんの!?」

　ハニーが目を吊つり上あげる。

「うん。何をおっしゃってらっしゃってるか、説明していただきなさりましょうか」

　エルも静かに話すが、言葉遣いが明らかにおかしくなっている。

　心理学では反動形成★12というものがある。悲しみが強いほど楽しく騒ごうとしたり、または怒りが強くなるほど、丁寧語をしゃべったり……。そんな風に人間は、ある意志と逆方向の振る舞いをしようとするのだ。エルの言葉が不自然なほどに敬語なのも、その怒りが隠されているな、と思った。

「いや、さすがに君たちの下に入る気はないんだけども……」

　僕の言葉にエルも大きく頷うなずく。

「はい。それがご用件でしたら、どうかお引き取りください」

　するとカシコは、静かに笑いながら言った。

「ふふふっ……！　では、勝負なんてどうですかっ？」

「勝負？」

「はいっ！　私とあなたがそれぞれのグループを代表して、勝負を行うんです！　勝った方が負けた方を従える、なんていかがでしょうか？」

「何でそうなる!?」

　突然の提案に驚きを隠せない。

「あらあら、怖いんですかぁっ？」

「心しん太たさま、大丈夫だと思いますけど、あんな挑発に乗る必要なんてありませんよ？」

　僕はしばらく考えてから、静かに口を開いた。

「いや、面白い……。やってみるのもアリかもしれない」

「はっ!?　心太さま!?」

「心太くん!?」

　エルもハニーも焦った顔で僕を見る。

「何でわざわざ!?　トクなんてあるんですか!?」

「うーん……。トクという意味では、ドワーフたちが、僕たちの国に所属してくれるのは、戦力になるんじゃないかな……？　技術力が向上するのは確かだろうし」

「まぁ、それは確かにそうかもしれませんけども……」

　それを聞いて、カシコが誇らしげに微笑ほほえむ。

「さらに賢者まで仲間になるなんて、魅力的ですよねっ！」

「いや、それはどうか分からないけども」

　僕の発言に、カシコはショックを受けた顔になる。

「そんなっ！」

　そこで、ハニーが心配そうに僕に言う。

「でも、もし負けちゃったら？」

「もし負けることがあったら、それは自分たちの実力がそれまでだった、ということだと思う。だったら、ジョーカーズやロンドと戦う前に、それが判明した方がいいんじゃないだろうか。そうなれば、こちらの被害は最小限で済むだろう」

「それはそうかもしれませんけども……」

　エルが答えて、そっと俯うつむく。

「……それに実際、負けるつもりはないよ」

　僕の言葉で、エルは顔を上げた。

「えっ？」

「というより、勝てる気がする。勝負してもいいかい？」

「は、はい。心しん太たさまが言うのなら」

　そう言うと、エルは僕に微笑を向ける。優しく細められた大きな瞳ひとみに、口角の上がった唇が可愛かわいらしい、僕が大好きな笑顔だ。

「ちょっ!?　そんな簡単に決めちゃっていいの!?　エルちゃん!?」

　慌てて尋ねるハニーに、エルは力強く頷うなずいてみせる。

「大丈夫です、心太さまなら……！　私は信じています！」

「そ、そうなの!?　エルちゃんがそういうなら、大丈夫なの……かな……？」

　ハニーがおとなしくなるのを見届けて、僕はカシコに向き直った。

「さぁ！　勝負方法は何だ？」

　するとカシコは不敵に笑った。

「ふふふっ……。ありがとうございます。では説明しますね。今ここに、二つの玉がありますっ」

「二つの玉……？」

　すると彼女は、左右の手に、それぞれ一つずつのキャンディを持った。どちらも同じカラフルな包み紙に包まれている。

「玉っていうより、アメ玉……？」

「そうとも言いますっ」

　そうとしか言わない。僕は心からそう思ったが、彼女はまったく気にせず、そのキャンディの包みを開け、中身を近くにあった切り株の上に出す。

　片方のアメ玉は白く輝き、もう一つのアメ玉は真っ黒だった。

「見ての通り、片方は白、もう片方は黒です」

「あ、あぁ……。見れば分かる」

「白はミルク味、黒はコーヒー味ですっ。いえ、味はどうでもいいんですっ。重要なのは、この白いアメ玉は、私たちドワーフの村落の象徴。黒は、あなたたちの象徴です」

「色の選定に際して、なんだか悪意的なものを感じるのだけども」

「今からこのアメ玉を、それぞれまた包みます」

　彼女はそう言いながら、アメ二つを手にした。それから二つのキャンディを手の平の中に隠すように握り、再び包み紙に包んでテーブルの上に置いた。

「……？」

　ハニーがなぜか不思議そうな顔で、その動きを見つめていた。

「ここからが本番です。今、このアメ玉二つ、どっちかを手に取って、包みから開けてみてください。あなたが取り出したアメ玉の色が白であれば、優先されるべきは私たちドワーフの村落。その場合、あなたたちには、私たちの属国になってもらいますっ！」

「そんなことで決めちゃうの!?　え、じゃあ逆だったら……？」

「はい。黒いアメ玉を取り出すことになったら、逆に私たちが、あなたの国の支配下になりますっ……！　涙を飲んでっ……！」

「む、むむっ……！」

　なるほど、くじ引きみたいなものか。

　とにかく黒い方を選べばいいわけだな……!?

「よ、よし……」

　引いてやろうじゃないか！

　僕がそう言おうとした瞬間、服の背面が引っ張られる感覚があった。

「ん、な、何だ……？」

　振り返ると、ハニーがいる。彼女は僕の服のはしっこを持って、後ろへ飛ぼうとしていた。僕と目が合うと、人差し指を立てて「しーっ」というジェスチャーをする。

「ハ、ハニー……？」

　僕は声を落として彼女に話しかける。

　するとハニーは僕の耳元に飛んできて言った。

「ダメ！　選んじゃダメだよ、心しん太たくん！」

「えっ、なんで!?」

「だってハニー、見たの……！　あのコが包み紙にアメ玉を入れるとき、片方の黒いアメ玉を素早くすり替えて、手に隠してた白いアメ玉にしたのを！」

「ええっ!?」

　思わずハニーの顔を凝視する。

「ほ、本当か!?　それって今、どっちも白いアメ玉になっているということか？」

「そう！　ハニー、この目でしっかり見たもん！」

「でも、体が小さい分、目も小さいだろう？　信用できるのか……？」

「はいい!?　小さいと信用できないっておかしくない？　そもそも人間と違って、体のサイズの小さなハニーにとっては、あのアメ玉はすごく巨大なんだよ!?　そのすり替えなんて、イヤでも見えちゃうよ！」

「ま、まぁ、そう言われれば……」

　すると、傍そばで僕たちの会話に耳をそばだてていたアリエヌが口を開く。

「わたくしも見た気がするわ。すり替えるような動きをしてたわよ」

「な、なるほど……。その目は信用してもいいのか？」

「ええ。もちろん信用してくれていいわよ、わたくしの目」

「男を見る目はなさそうだけども」

「やかましいわよ？」




　そんなふうに内輪でわちゃわちゃしていると、カシコが苛いら立だったような声を上げる。

「ちょっと、何遊んでるんですかっ!?　早く引いてくださいっ！」

　それを見て、僕はハニーたちに小声で相談する。

「こ、これって引いちゃダメってことだよな……？」

「そうなるね！」

「物言いをつけたら？　『袋を開けて確かめさせろ！』とか」

　アリエヌがそう提案する。

「ううん……。でもそれを要求しても、たぶん開ける前に素早くアメ玉を入れ替えるだけだと思う。ドワーフって本当に器用だから」

「じゃあ、調べても意味ないの……？」

　二人の会話を聞きながら、僕はしばらく考える。

「むむむむむ……！」

　カシコがイカサマをしているかもしれないという可能性。もちろん、調べたら何もない可能性だってある。そして、何があってもこの賭かけに勝たなければいけないこの状況。

　色々な考えや思いが、頭の中を駆け巡る。

　そんな僕の傍そばを、ハニーが騒いで飛び回る。

「大丈夫！　もし負けたら、その瞬間、ハニーがカシコのことハリで突き刺すから！」

　それを聞いたエルが慌てて止める。

「いえそれ単なる物理攻撃ですよねハニーさん!?　それはドワーフたちとの全面戦争突入間違いナシですよ!?」

　そこで、ヌスミが自信ありげな微笑を浮かべる。

「ここはアタシに任せな。もし白い方を取ってしまったら、包みを開けた瞬間にドワーフ全員の下着を奪ってウヤムヤに……」

「なりますか!?　『負けた上に下着も奪った変態』みたいになりませんか!?」

　エルのツッコミが冴さえわたっている。

　そんなとき、僕の頭に一つの作戦が思い浮かんだ。

「いや……おそらく大丈夫だ」

　僕が言うと、女性陣は一斉に口をつぐんで僕を見た。彼女たち一人一人と目を合わせながら、僕は静かに口を開く。

「というより……間違いなく負けない」

「!?」

　その言葉にみなが驚いた顔をする。カシコも一瞬目を見開く。

　今だ。僕は続ける。

「だって、黒いアメ玉の色が、包み紙から透けてるからね」

「!!」

　その瞬間のカシコの表情と目の動きを、僕は見逃さないように観察する。……なるほど。

「……こっちだな？」

　そのまま片方のアメ玉を手に取ると、ハニーたちが慌てた声を上げる。

「えっ!?　何か分かったの!?」

「だってどっちも白だったんじゃないのかい？　いやもしかして、すり替えたというのもトリックだった、とかかい!?」

「そんな！　そんなことないはずなんだけど……」

「早く開けて！　開けてみて、ご主人！」

　アリエヌに急せかされて、僕はあらためて手の平の上のキャンディを見る。

　そんな僕を見て、カシコがニヤリと笑う。

　だよな……。

「ほら、その包み紙を開いてくださいっ！　どっちだったんですか？」

　カシコがこちらに詰め寄ってくる。

「心しん太たくん！　ちょっと……！」

　急かすように騒ぐハニーに、エルがこっそり囁ささやきかける。

「ハニーさん、大丈夫です」

「え、どういうこと、エルちゃん!?」

　ハニーは目を見開いてエルを見つめる。そんな彼女に、エルは穏やかに語った。

「ハニーさんが見ていたように、あのアメ玉は、おそらく、白です」

「!?　やっぱり!?　じゃあ負けちゃうってこと!?」

「いえ、『だからこそ』勝ちなんです。あのアメ玉は、心太さまによって黒になるんです」

「はいい!?　どういうこと!?　何かのスキルなの!?」

「いえ、スキルではなく、純粋に心太さまの手によって、変わります」

「意味分からないよ!?」

　うん。分かってくれてるんだな、エル。

　僕は二人の会話を聞きながら、手にしたアメ玉を口に持って行く。

「何してるんだい、心太!?」

「ご主人!?　普段よくキスしてるけど！　アメ玉にもキスするつもり!?」

　アリエヌの言葉に、僕は微笑ほほえむ。

「あぁ、その通りだ。キスはすべてを解決する」

「ええっ!?」

「ちょっと……！　何をっ……!?」

　カシコが僕に向かって叫ぶ。

　しかしそれをまったく意に介さず、僕はそのアメ玉に包み紙の上からキスをする。

「ほ、ホントにっ!?」

　そしてアメ玉を包みごと口にくわえて、そのまま包み紙を少しずつ開く。

　舌先で中身を引き寄せると、アメ玉だけを口の中に入れた。

「ちょっ!?　何、口に入れてるんですかっ!?　出して！　出して見せてくださいっ！」

　カシコも含めて、みんなパニックだ。

　僕はかまわず、そのままアメ玉をゴクンと飲み込んだ。

「ひいいいっ!?」

「ちょおおおおおっ！　何してるんですかぁっ!?」

「何してるのよご主人──!?」

　カシコはもちろん、ハニーやアリエヌたちも驚きの声をあげる。

「フッ……！　見ての通りだ！　アメ玉にキスした！」

「キスどころじゃなく飲み込んだよね!?　ディープにもほどがあるよね!?　何でそんなことするの!?　負けが濃厚だからヤケになったのー!?」

「違う……！　勝つためにやったんだ！」

　僕の言葉に、エルが穏やかな微笑ほほえみを浮かべる。

「その通りですね……！」

「はい!?　何言ってんのエルちゃん!?」

「そう……！　僕は飲み込んでしまったが、何の問題もない……！」

「問題あるでしょ!?　確実にあるよね!?　何色の玉か分からなくなっちゃったじゃない！」

　ハニーが訴える。

　その瞬間。カシコはハッとした顔を僕に向ける。

「フッ……！　気づいたようだな……！　飲み込んでも何の問題もないんだ……！　なぜならこのアメ玉が何色だったかは、もう一つのアメ玉を調べれば分かるからだ！」

「あっ!?」

　ハニーとアリエヌが顔を見合わせる。

　その瞬間、カシコが切り株の上のキャンディを奪おうと手を伸ばしてくる。

「そうはさせませんっ！」

　エルがデコピンの魔法を唱え、その衝撃がカシコの胸と、キャンディを襲う。

「ひんっ！」

　カシコは軽く胸を押さえる。

　同時にキャンディは衝撃で宙を舞い、僕の手にキャッチされる。

　僕はキャンディをカシコに取られないよう、高い位置まで持ち上げた。

「ああっ！　ちょっ！　返してくださいっ！」

　僕が手を上げると、ドワーフのカシコには絶対に届かない位置になる。

「ちょっとー！　やめてくださいっ！　あうっ！　胸の衝撃がまだ残って……！」

　彼女は軽い泣き声を出すが、僕は心を鬼にする。

「そのデコピンの魔法って、結構エグいよね」

　ハニーが呆あきれた顔で呟つぶやく。

「さぁ、とにかくもう一方が何色か、確認しよう！」

　そのとき、エルが言った。

「私のデコピンの魔法は、バスト関連のものにだけ即座に発動することができます。そしてあのアメ玉にも発動できたということは」

「……!?　あれはコーヒー味ではなく、ミルク味……!?」

「その通りだ」

　僕は頷うなずいて、手にしたアメ玉の包み紙を一気に開ける。

　そしてアメ玉を、地面に落とした。

　コロン……！

　白色だった。




「ああああっ！」

「もう、最後まで言わずとも分かるな……！　アメ玉は白色……！　すなわち僕が飲み込んだアメ玉こと、僕が引いた方は、黒だ！　僕たちの勝ちだ！」

「すごいすごいすごいー！　こんな発想があるなんて！」

「やるじゃないか、心しん太たぁ……！」

　ハニーにヌスミが目を輝かせてこちらを見る。

　カシコは食い下がるように言う。

「し、し、信じない！」

「何だって？」

「残った玉が白だからって、もう一つが本当に黒だったかは分からないですっ！」

　それを聞いて、ハニーが呆あきれ顔がおになる。

「何で？　そもそも包んだの、あなたよカシコちゃん!?」

「実際に引いたものを確かめないと、それが黒だなんて言えませんっ！」

　カシコの抗議に対して、ヌスミはふふんと笑う。

「でも、アメ玉は白と黒だったんだろう？　それともなんだい？　イカサマでもして白しか入れてなかったとでも言うのかい？」

「う、ううっ……！」

「それに、もう飲み込んじゃったわけだし、調べようがないよねぇ」

　ヌスミは余裕たっぷりにカシコを追い詰める。

「もし本気で調べたいのなら、これから四六時中、心太を見張ってたらいいんじゃないかい？　消化しきれなかったアメ玉が、出てくるかもしれないねぇ」

「!?　そ、それってっ……！」

　カシコはあっという間に顔を赤くする。

「どうしたんだい？」

　ヌスミの追い打ちに、カシコは絞り出すように声を発した。

「う、うぐっ……！　わ、私の、負けでいいです……」

　カシコの敗北宣言を聞いて、ハニーやアリエヌは喜びの声を上げた。

「やったぁー！　心太くんの勝ちぃ！」

「やったねー！」

　それから、アリエヌは僕を見る。

「でも、どうして……？　どうして、どっちも白になってたって確信が持てたの？」

　その質問に僕は答える。

「さっき、僕は『間違いなく負けない』と伝えた。そのときにほぼ全員が驚き、カシコも一瞬驚いた。人間は驚いたときに、意識にスキが生まれるんだ★13」

「そ、そういうものなの……？」

「あぁ。そして直後、僕は『だって、黒いアメ玉の色が、包み紙から透けてるからね』と言った。もちろんこれはハッタリだ。実際透けてはいない。しかしそう言われたら、不安になって、アメ玉を見てしまうだろう」

「そ、そうね。わたくしがアメ玉を用意したとしても、つい見ちゃうと思うわね」

「で？　カシコちゃんもアメ玉を見たの？」

　ハニーの問いに、僕は答える。

「いや、彼女はどっちも見てなかった」

「えっ!?」

「そう。驚きよう愕がくさせられ、本能が出やすくなっているその状態においてまで、カシコはアメ玉を見ていなかったんだ。これは間違いなく、どちらも白に変えたという確信があり、それがハッタリだと気づいていたからだ」

「くっ……」

　それを聞いて、カシコは悔しそうに口元をゆがめる。

「くわえて彼女は、僕の方を見てニヤリと笑った。おそらく『ハッタリと見抜いている』と誇示したかったのだろうな。本気で相手をダマしたいと思っているなら、このような『勝ち誇り』すら見せてはいけない。それこそ相手の誘導に乗るフリをして、どちらか片方を見つめてさえいれば、完全にダマすことだってできたはずだ」

「うぐっ！」

　カシコはギュッと唇を噛かむ。

「どちらも白いアメ玉だと確信が得られたら、あとは簡単だった。選んだ方がなくなれば、もう一方で判断するしかないからね」




　そして僕はあらためてカシコを見る。

「ではこれで、ドワーフたちが、僕たちの傘下になる……それでいいんだな？」

「う、うっ……！　私の負けですからっ……。それで構いませんっ……！　ただ、お、お願いがありますっ……！」

「お願い……？」

「はいっ！　私をあなたの……！」

　その言葉に、僕は身構える。

「な、何……？」

　ビビる僕の横で、アリエヌが顔をこわばらせる。

「彼女にして、とか？　または私みたいに、お嫁さんにしてとか……？　やーっ！　これ以上ライバルが増えるのいやぁぁぁ！」

　次の瞬間、カシコはこう口にした。

「私を、あなたの軍師にしてくださいっ！」

「はいいい!?」

　あまりのことに、どう反応していいのか分からなかった。

　軍師。そんなワードが、この流れで出るとは。

「えっと、聞き間違いかと思ったんだけども。彼女とかお嫁さんとかではなく、軍師？」

「はいっ！　私ってすっごく知的で賢くて頭がいいから、役に立てると思うんですっ！」

　アリエヌがそれを聞いて苦笑いする。

「少なくとも『知的』と『賢い』と『頭がいい』っていう意味がほぼ変わらない言葉を三回繰り返すことに、違和感は抱かないレベルの知性よね」

「それだけ強く主張したいんですっ！」

「う、うーん……」

　僕は迷ってしまう。

「もしカシコさんを軍師にしたら、どんなメリットがあるんですか？」

　エルが尋ねると、カシコは答えた。

「私を軍師にしてくれたら、この国をこの大陸一の超大国にしてあげますっ！」

「ぐ、具体的にどうやって？」

「それはまたあらためて考えますけども！」

「ノープラン!?　そ、そういえば、賢者検定を持ってるんだよね？　何級なの？」

「聞いて驚いてくださいっ」

「う、うん……」

　息を詰めて待つ僕に向かって、カシコは盛大に意気込んで言った。

「10級ですっ！」

「10級かよ！　いやいやいや！　それって名乗るほどの資格なの!?」

　僕がツッコむと、エルは指先を自分の唇に当ててフルフルと静かに首を振る。

「名乗るほどの資格ではありません……。逆に大半が隠すほどです」

「隠すレベル!?」

「『聞いて驚く』という意味では、それを自信満々に言う時点で驚きました……。ただでさえ評価が危うい資格『賢者』。その中でも10級という『初歩の初歩』ですから……！」

「そうだよな。確か10級って『受けてもないのに、たまたま試験会場付近を歩いていただけで合格になる』とかなんとか言ってたもんな」

「そうです。そのおかげで合格率は奇跡の１０１％で……」

　そのとき、僕とエルの会話を聞いていたカシコがワナワナと震えだした。

「そ、そんな……！　そんな……！」

　それを見てエルが慌てて話をやめる。

「あ、すみません。言いすぎまし……」

「10級が初歩の初歩!?　そんなワケありませんっ！　だって10って一番数が多いじゃないですか！　一番上ですよっ！」

「いやいやいや！　級数って多いほどダメだよね!?」

「はい!?　そうだったんですか!?」

　あぁ、これは間違いなく賢者だわ。彼女こそ賢者検定10級保持者にふさわしい。

「ど、どうりで……。検定所の近くを歩いてただけで賢者に認定されたから、少しおかしいとは思っていたんです……」

「うん。少しどころではなく、即座におかしいと思うべきだそれは」

「私の才能があまりにスゴイから、賢者としてスカウトされたのかとっ……！」

「うん。逆にその自信こそがスゴイと思うよ」

　すると、カシコは顔をぱっと明るくする。

「ありがとうございますっ！」

「あ、ほめられたと思ったなら良かった」

　これは相当なもんだな、と半ば感心するのと同時に、彼女を「リーダー」にしているドワーフの村落が心配になる。

「でも、あれだよな……。村の人たちは、君が『賢者』の資格を持っているから『リーダー』に据えてるってことなんだよな……？」

　賢者検定のことをよく知らないのかもしれない。気の毒な話だ。

「そうなると、幻に踊らされてるも同然ね……」

　アリエヌも村人へ同情的な視線を注いで呟つぶやく。

　そのとき、突然にしわがれた男の声が響いた。

「そんなことはありません！」

「えっ？」

　見ると、白いヒゲを生やし、腰の曲がった老ドワーフが、カシコの隣に立っていた。

　老人に見えるが、体のサイズはカシコとほぼ同じく体型も三頭身で、マスコットキャラのようだ。

「あ、あなたは？」

「ワシはドワーフ村落の副村長、ササエでございます。カシコ様に従っております」

「あ、どうも」

　小さいが長老めいた威厳ある人物から自己紹介を受け、僕はペコリと頭を下げる。

「今、みなさまはカシコ様を軍師にしていいのか迷ってらっしゃいますよね？」

「そ、そうですね。すごく素直に言えば」

　僕は戸惑いを隠しきれない顔で頷うなずく。

「みなさまは、カシコ様の才能にお気づきになりませんか？」

「は？　才能……？」

「はい、才能です」

「どういうことだ？」

　僕にはまったく、話の意図が見えなかった。

「あのカシコ様は長らく村長として務めておられますが、それはカシコ様の賢さゆえ……」

「そ、そうなんだ。10級だけど、実際は賢いんだ……」

「……ではありません！」

「ないの!?」

　僕が驚いたのと同じように、カシコも驚く。

「私の賢さゆえじゃなかったのですかっ!?」

「違います！」

　副村長は叫ぶようにきっぱりと言い切る。

「え───!?」

　カシコはまた涙目になる。

　副村長、容赦ないな。

「お前たち」

　副村長は後ろに控えていた他ほかのドワーフたちに目配せをする。

　すると彼らはカシコに群がってくる。

「カシコ様、あちらで作戦会議をしませんか？」

「えっ？　なになにーっ？　私の賢さが必要なんですかっ！」

　カシコは彼らに伴われ、少し離れた場所に移動した。

　こちらの声が彼女の方まで届かなくなったことを確認すると、副村長は僕たちに向かって話し始めた。

「カシコ様にこの話は聞かせない方がいいかと思い、少し離れていただきました」

「いや結構、聞かせちゃったと思うけどもね!?」

「いえ、高確率で忘れられると思うので、多少は問題ありません」

「そうなんだ……」

　呆あきれを通り越して感心する一方の僕に目をやると、副村長はあらたまった顔つきで口を開いた。

「まず、カシコさまは逆の意味で賢いのです」

「逆の意味で賢い!?　どういうこと!?」

「ではここで、みなさまにお聞きしましょう。ある賭かけ事があったとします」

「う、うん」

「たとえば二つのチームが戦い、どちらが勝つか賭けるものだったとしましょう。そこにＡとＢの予言師がいたとして、Ａは的中率50％、Ｂは的中率20％だとしましょう。さてこのとき、どちらか一人の予言しか聞けない場合、どっちを選ばれますかな？」

「そ、それは……！」

「当然、Ａでしょ!?　Ｂなんてほぼ外れるじゃない！」

　ハニーが笑いながら答える。

　アリエヌもうんうんと頷うなずく。

「それは当たり前よね！　わたくしもＡに決まってると思うわ！」

　そのやりとりを聞いて、エルが静かに首を振った。

「いえ、それは違いますね……」

「ほう。エルフのお嬢さんは気づかれたようですな」

　副村長はにこやかに微笑ほほえむ。

　エルは確信に満ちた顔つきで頷く。

「はい。私だったら、Ｂに聞きます」

「ええっ!?　どうしてエルちゃん!?」

「そうよ！　明らかにハズレたいなら別だけど！」

　ハニーとアリエヌが騒ぐのを見て、ヌスミはニヤリと笑う。

「アンタたち、まだ気づかないのかい？　聞いた予言通りに賭かけをしなきゃいけないワケじゃないんだよ……？」

「へっ……？」

「あ、ああっ！」

　ハニーとアリエヌも何かに気づいたようだ。

「そうですね。答えはシンプル。Ｂに聞いて、その答えと『逆』に賭ければいいんです。『20％で当たる』ということは、ウラを返せば『80％でハズレる』ということ。その点、Ａは50％ですから、ウラ返しても50％。聞くだけ意味がないのです」

「そういえばそうかもー!?」

　エルの解説を聞いて、副村長は頷く。

「その通りです。そのため我々は、何かがあるたびに、まずカシコ様にお聞きします。その結果、カシコ様が判断を下されます。そして、いつもその『逆』を選んでおりました」

「マジで!?」

「そんなことしてたのっ!?」

　こちらの会話に聞き耳を立てていたらしいカシコが、そこで強引に割り込んできた。

「はい……。そうすると、大半のことがうまく進むのです」

「そ、そんなのっ……！　屈辱ですっ……！　私が考えるほどハズレるってことでしょう!?　もっと、もっと全力で考えないとっ……！」

　すると副村長は、僕たちだけに聞こえる声でこっそり囁ささやいた。

「と、全力で考えていただくほど、逆張りの成功率が上がるのです」

「なるほど」

「たとえば今回、すでにお見通しになっていますが、『どちらも白い玉にすり替える』というのも、もちろんカシコ様の発想です」

　そうだったのか。

「自信満々『これなら簡単にあっちを支配できますっ！』と断言する姿を見て、ワシをはじめドワーフは思いました。『あぁ、これは失敗するわ……』と」

「思ったの!?」

「はい。実際に見破られて、負けましたよね。しかもカシコ様の、己の賢さへのおごりがさらなる敗北を招いたとも言えます」

「そうだな……」

「ただそれでもワシは、話を聞いてＧＯを出しました。負けることになっても、いえ高確率で負けるわけですが……。それにより当然の流れとして、貴殿たちの傘下になり、より大きな場所で、カシコ様の発想が生きることになれば、それこそがワシたちにとっての繁栄ではないかと思ったのです」

「ううっ……。そうだったんですか……」

　再びカシコがこちらの会話に聞き耳を立てている。相当ショックを受けている様子だ。

　そんなカシコを見て、エルが感心したように頷うなずく。

「さしずめ、カシコさんは、『逆賢者』ということですね」

　聞いたことないな、そんな称号。

「くっ……。逆賢者なんて、そんなっ……！」

　カシコが歯は噛がみする。

「さすがに傷ついた……？」

　僕がそう言いかけると、カシコは首を振った。

「いえ、どんな形であっても『賢者』って認めてもらえたのが嬉うれしいですっ！」

　大丈夫か、このコは。僕は心から心配になった。

　それを見て副村長が言う。

「ただ、もちろん常に逆張りがうまく行くわけではありません。カシコ様は、たまには『本気でアリな発想』もすることがあるので、注意が必要です」

「あ、アリな発想をすることに注意が必要なんだ」

「はい。くわえて時にカシコ様は、発想に広がりがあるのです」

「広がり……？」

「『え、よくそんなの考えついちゃったね!?』『逆にビックリだわその発想』みたいなことを、色々と考えるのです」

「そんなことを!?」

「もちろん大半が使えないアイディアですが、しかしたまに奇跡的な発想をすることもありますので、それはどこかでお役に立つこともあるかもしれません」

「な、なるほど……！」

　ブレイン・ストーミング★14というものがある。とにかく色々なアイディアを、まったくの否定なしに出しまくるという会議システムのことだ。これを行うと、当然に微妙なアイディアもたくさん生まれるが、その中に珠玉の考えも生まれることになる。

　するとカシコが急に大声を出した。

「そうだっ！　さっきは飲み込まれて負けちゃったので、今度同じ勝負をすることがあったら、絶対に負けないようにしたいですっ！」

「は!?　具体的には!?」

「アメ玉のかわりに、鉛玉を使おうと思いますっ！　鉛玉を飲み込むなんて体に悪いこと、絶対にできないでしょうから、私の勝ちですっ！」

「発想がエグい！」

　村長は、僕に向かって、悟った表情で言った。

「見ての通り、常識的にはあり得ない発想をされるでしょう……？」

「そう……だな……」

　ともかく僕たちは、こうしてカシコたちドワーフを新たな仲間として、希望と不安とともに迎え入れることになった。






★11　優越コンプレックス



　元々は精神医学者かつ心理学者のアドラーが考えた概念。「自分はスゴイ！」という自信は重要だが、それがあまりに強くなりすぎたり、周囲にたいして過剰にアピールし始めたりしたら、この傾向が高いと考えていい。あなたの周りにも、このタイプの人は結構いるはずだ。そんな場合「あぁ、劣等感が強いのかもしれない」と考えて、ソフトに対応してあげることが重要だ。





★12　反動形成



　たとえば小学生が、口論がヒートアップすると「言いましたー」「言ってませーんー」など敬語を使い始めるのも、それが理由だ。敬語だからといってネガティブな感情がないとは限らない。大切なのは、言葉だけでなく、表情などもよく観察して、相手の気持ちを読み違えないようにすることだ。





★13　驚きよう愕がく法



　人間は驚いたときに、心にスキが生まれる。すると次の瞬間に理性でカバーすることができず、本能的な行動を取ってしまったり、暗示にたいして無防備になってしまったりする。よって、たとえば大きなショックがあったり、トラブルがあった直後は、なおさら気をつけなければいけない。

「そのトラブルを何円で解決できます」

　なんてサギに引っかかってしまうかもしれないのだ。そういう意味で「息子さんが事故を起こしてしまった」→「ええっ!?」→「ついては何円で解決できる」という振り込めサギなどは、それが原因でダマされてしまうとも考えられる。

　大ピンチの時こそ、冷静になることが大切なのだ。





★14　ブレイン・ストーミング



　会議などで、参加者たちが、とにかく多くのアイディアを、完全に思いつくままに出すというもの。そして他ほかの参加者のアイディアを決して否定しないというルールがある。

　一般的な会議だと、誰だれもが否定されるのが怖くて、無難かつ典型的なアイディアしか出せなくなってしまう。その点、ブレイン・ストーミングでは、否定されることがないので、それぞれが自由なアイディアを思いつき、発言することができる。そこからアイディア同士を組み合わせたりすることで革新的なものが生まれていくのだ。これは一人でもできる手法なので、あなたもやってみるといい。ノートやパソコンなどに、とにかく思いつくかぎりの方法やアイディアを考えてみるのだ。一つ一つ実行できなそうでもいい。バカらしくてもいい。今はムリでもいつか実行できることになるかもしれないし、またそのアイディアを足がかりにして、さらに素晴らしい方法を思いつくかもしれない。

　思考というのは、自由にさせたときに、もっとも素晴らしい結果を生むのだ。





◆第４章　ゴーゴンとスライム




　カシコたちが仲間になった、次の朝。

　僕たちは「城を三日のうちに造らなければいけないこと」について、砦とりでの外でカシコたちに相談していた。意外と大所帯になってしまい、全員が入れる部屋がないので、青空会議というわけだ。

　ていうか今日が、二日目だ。昨日は大量のドワーフを仲間に加えたことでドタバタしてしまい、まともな話し合いができなかった。

「なるほど……。三日以内に、と。またムチャな話ですねっ」

　カシコは困ったように手を顎あごに当てた。

「何が一番問題だろう？」

　僕の質問に、カシコは答える。

「全部です」

「あぁ……全部なんだ」

「そもそも城建築には三つのポイントがあります。設計と、工事と、材料の問題」

　意外とまともな答えが返ってきた。

「設計は、私が大急ぎで行えば、半日で終わりますっ」

「そ、そうなの!?　半日で!?」

「そうですっ！　私は賢者検定10級の他ほかに、建築士の免許も持っていますっ！」

　カシコは胸を張って誇る。

「そ、その建築士の免許というのは、具体的には？」

「10級建築士ですっ！」

　こっちも10級。そもそも10級まで建築士を認定する意味があるのか。

「10級建築士は、欠陥住宅限定で、建築ができるんですっ！」

　それもう建築士名乗らせたらダメだろ。

「どんな風に欠陥住宅になるんだ？」

「はい。明らかに間違ったデザインになりますっ！」

「間違ったデザイン!?　それは分かっていてもどうしようもないのか」

「はい！　10級ですから！」

「で、具体的にはどんな欠陥が生じるんだ？」

「『片側にしかノブがなくて、もう片方に入った瞬間、開けられなくて閉じ込められてしまうドア』とか」

「最悪だな」

「あとは『昇りしかない魔法エスカレーター』とか」

「昇りしかない？」

「はいっ！　しかもその建物には階段がないため、２階・３階へと上がっていったら、帰りは窓から飛び降りるしかありませんっ！」

「死者続出だな。何て言うか、デザインという域を超えた設計だな」

「えっへん！」

　カシコは自信満々に胸をそらす。

「いや、ほめてない」

「まぁ、そこに目をつぶっていただくか、またはそこだけ副村長のササエに最後に手直ししてもらえば、ちゃんとした建物になっている設計ですっ！」

「目をつぶるのは無理だから、手直ししかないな」

「いずれにしても、手直しした上でも一日ほどで完成しますっ！」

「なるほど……」

　それはたのもしい。

「そして工事。小規模な城であれば、私たちドワーフの技術力を総動員すれば、一日で終わりますっ。すなわち今日と明日で、そこまでが終わるわけですっ」

「二日で!?」

「多少の不備は出るかもしれませんが……」

「そ、そんなゼイタク言わない！　完成するなら！」

　俺の必死の訴えに、カシコはうやうやしく頷うなずく。

「承りました。しかしそうなると、あと一つの問題が……」

「材料の問題か」

「その通りです。材料だけは、何ともしようがありません。城は主にレンガで造りますが、なにぶん、その調達と加工だけは一日では終わりませんっ。どんなに急いでも、一ヶ月くらいは」

「そこだけ時間がかかるんだな……！」

「はい。何らかの形で、材料が手に入ればいいんですがっ……！　加工が簡単で、最後にはガッチリ城を守ってくれるような、そんな夢のような材料が……！」

「そんなものが都合よく手に入ればいいんだけどな……！」

　そうして会議が行き詰まったときだった。




　ふと横の方を見たエルが、叫び声を上げた。

「ああっ！」

「どうした、エル」

　エルは驚きよう愕がくの表情で、視線の先を指さす。

「スススス！」

　エルは上ずった声で言う。

「ススス、スライムが現れました！」

「ス、スライム!?」

「は、はい！　スライムです！」

「そ、それって」

　僕は思い出す。

　スライムなんて、ゲームで序盤に出てくる、一番弱いキャラのはずだ。

　そんなのが攻めてきたから、何だって言うんだ？

　そう思って、僕もエルの視線の方を見てみた。

　そこには赤、青、黄、緑、紫といったカラフルな色の点が、視界の隅々までちりばめられていた。まるで絵の具を広げたパレットのような、幻想的な光景だった。

「えっ？　絵の具たちが動いている？」

「いえ！　絵の具ではありません！」

　エルの言葉に、さらに目を凝らして見てみる。

「うわっ!?」

　それらは一色一色が別々の動きをしている個体の集まりで、スライムのようなゲル状の物質だった。

　ゲームやマンガでよくあるような目や口などはなく、ただの漠然としたグニョグニョのカタマリだ。赤や青など、さまざまな色の違いはあっても、形状は一緒だった。

　その一つ一つは50センチ大ほどではあるが、それが辺り一面を埋め尽くしていた。

「ま、まさかこれが……!?」

「はい！　スライムです！」

「スライムって……基本は青で、せいぜい緑や銀色くらいのバリエーションしかないんじゃないのか？」

「いいえ！　このカラフルな色展開が、この世界でもっともポピュラーなスライムの群れなんです」

「そのポピュラーなスライムが、何でこんなにいっぺんにまとまって出てくるんだ？」

　エルは困惑したように首を振る。

「わ、分かりません。たいていのスライムはそんなに意志を持たず、ただ漫然と生きているモンスターです。そ、それなのに、これだけ大量発生し、この砦とりでの近くに来るからには、何か原因が……」




　その瞬間、スライムの群れの後方から、声が響いた。

「クフフフフッ……。いかが、かしら……!?　驚いた……？」

　見ると、そこには一人の女がいた。

　女はひときわ大きなスライムにまたがり、こちらに向かっていた。

　女はけだるそうな表情を浮かべている。スッと通った鼻筋にバラ色の唇。整った切れ長の目。しかし瞳ひとみの色が変わっている。金色に光っているのだ。

　髪の毛は美しい黒髪で、前髪は眉毛に合わせてまっすぐ切りそろえられている。

　その髪の毛の中に、いくつか動いている束がある。

「寝グセか……？」

　やたらアグレッシブなクセだなと思って見ているうちに、そうではないことに気づいた。

「うわっ！」

　それらは緑色のヘビだった。髪の毛の中から、３・４匹のヘビが頭をもたげて、こちらを睥へい睨げいしている。

「あ、あれは!?」

　エルが叫ぶ。

「心しん太たさま！　あの女の目を見てはいけません！」

「なぜ!?」

　そのとき、ヌスミの部下たちが、彼女に向かって走っていった。

「何だお前は!?」

「俺たちの砦に攻めてきたのか!?」

「返り討ちにしてやるぜ！」

「ダ、ダメっ！」

　エルは慌てて止めようとするが、彼らはかまうことなく向かっていく。

「あぁっ……。やっぱり来る……よね……」

　女は困ったような顔をして、部下たちの方に向き直る。

「来るからには、しかたないよね……」

　そして女は、静かに彼らを見つめる。

「うおおおおっ！　えっ？」

「おおおお！　あ、あれっ!?」

　突然、部下たちの動きが止まってしまった。

「お、お前たち！」

　ヌスミが叫ぶ。

　部下たちの肌は、みるみるうちに灰色に変わり、ゴツゴツとした石のような外見になる。

「な、何だ!?」

「あれが、あの女モンスターのスキルです！」

「ど、どういう!?」

「あの女モンスターはゴーゴンと言って」

「ゴーゴン？」

　聞いたことがある。確かギリシャ神話に出てくるモンスターだ。

「あぁ。ワタシのこと、知ってくれてる人が、いたんだ……。でも、もう遅いよね……」

「は!?」

「これこそがワタシのスキル『ゴーゴン・アイズ』……。至近距離で目が合ったものすべてを『石』にしてしまうの……」
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「な、何だって!?」

　するとゴーゴンは、大きなため息をついて、けだるそうに話した。

「はぁ……。やっぱりこんなときって、名乗るんだよね……。名乗るのあまりスキじゃないけど……。ワタシはセキカ……。ゴーゴンのセキカ」

「セ、セキカ!?」

　するとエルが教えてくれる。

「彼女は魔王軍の中でも、それなりに上位に位置する魔物です！　前にいたアーシランとは比較になりません！」

「そ、そりゃ相手を石にするほどのスキルを持つなら、当然だろうな」

　その言葉にセキカは、少しだけ切なそうな顔をする。

「不思議なんだよね……。ワタシと目が合った男は、みんなカチンコチンになっちゃうの……！　だから誰だれもワタシと目を合わせてくれなくなっちゃった……。ひどいよね……」

「いやいやいや！　石にされるのだから、当然では!?」

　僕は大声で叫ぶ。するとセキカはそれに反応するように僕を見る。

「うるっさいなぁ……。あなたも石にしてあげるね。いえ、あなただけでなく、ここにいるぜーんいん、石にしてあげるぅ」

「ひっ……！」

　アリエヌが体を震わせる。

「ちょっ！　何とかして！　何とかならないの、ご主人!?」

「こんなときだけ頼られても！」

「得意の心理学で、チョチョイと解決してよ！」

「いやいやいや！　ゴーゴンとか石にされるとか、そんな状況にまで対応しろって!?　心理学だけで！」

　そう答えつつも、やるしかないことは分かっていた。

「そう……。ワタシはどんな相手も石にしちゃう……。分かってる……！　分かってるわよそんなのは……！」

　僕は彼女の話を聞きながら、普通に会話できていることを自覚した。

　髪の毛がヘビという人外の姿に、緊張がほどけているようだった。

「ワタシが見ただけで石になっちゃう……。ひどい……。ひどいよね、みんな……。何でみんな、そんなに弱いんだろ……」

　彼女は落ち込んだ顔でため息をつく。ずいぶんと病んでるようだ。

「いや、みんなの弱さのせいかな!?　君の目のせいなんじゃないの!?」

　僕はついツッコミを口にしてしまう。

　するとセキカはこちらをギロッと見る。

「うるっさいなぁ……。あなたも石になりたいってこと……？」

「いやっ！　そ、それは」

　僕は言いながら、無意識に目をそらしてしまう。

「だ、大丈夫です！　至近距離で見つめ合わなければ！　この距離なら大丈夫なはずです。たぶん」

「『たぶん』!?」

　エルに聞き返してから、僕はセキカと会話を試みる。

「セキカ、だっけ？　君のスキルってすごいな！」

「すごいと思う……？　本当にすごいと思うの……？」

　セキカは迫力のある瞳ひとみでこちらを見つめる。

　なるべく目を合わせすぎないように、そして距離を詰めすぎないように。そんな注意を払いながら、僕はセキカに近づく。

　この状況で、何とか心理学を使って、彼女の心に切り込んでいくしかない。

「何か悩んでいるのか……？」

　悩みを引き出す一番のポイント★15は「悩んでいることがある？」と、ズバリと聞いてしまうことだ。人間はたいていの場合、悩みを持っている。悩みがない人間なんていない。




　僕のセリフを聞いた瞬間、セキカの動きがピクッと止まった。

「えっ」

　これは、もしかしてビンゴかもしれない。

「どんな悩みなんだ？」

　ここで、すでに「どんな悩みか」と聞いてしまう。これは「悩みがある」という前提のもとでの質問★16で、すでに相手の悩みが「あるかないか」を問題としていない。その先に進んでいる。これにより相手を、悩みを話す方向に動かすことができる。




「……」

　僕の質問を聞いて、セキカは黙り込む。

　なかなか言いづらい悩みなのだろうか。

　僕は言葉を続ける。

「わ、分かった。言える範囲でいいから、教えてくれないか？」

　人間は「全部教えてくれ」というと、かえって警戒して教えてくれなくなる。特に何かを話そうか迷っているときは、なおさらだ。それより重要なのは「言える範囲でいいから」「ムリのない範囲でいいから」などのように、限定してしまうことだ★17。




　その言葉に反応したのか、セキカの動きが止まる。

「……」

　そして深呼吸をして話し出した。

「じゃあ、少しだけ言うけど」

　僕は緊張気味に頷うなずく。

「ワタシには、いい出会いがないの……」

「は、はぁ!?」

　なんか思ってたのと違うぞ。

「だって見つめ合った男が、みんな石になっちゃうから」

「そのまんま!?」

「デートに誘われるでしょ？　ワクワクするでしょ？　待ち合わせるでしょ？　ご飯食べるでしょ？　お酒飲むでしょ？　夜景の綺き麗れいな場所に行くでしょ!?」

「う、うん」

「そしていい雰囲気になって、見つめ合った瞬間」

「……」

「石よ！」

「そりゃそうだ！」

　セキカはすさんだ目で虚空を見つめる。

「どんなデート段階を踏もうが何をしようが、最後には必ず石……！」

「むしろそのデート段階で、石にならなかった奇跡の方をほめたたえたい！」

「デート中は、何とか目をそらしながら会話するのよ！」

「それはそれで、ものすごく気まずくない!?」

「見つめ合うと、素直におしゃべりできないのよ！」

「どこかで聞いたセリフだね!?」

「石になっちゃうからね！」

「本当にダイレクトな意味でおしゃべりできなくなっちゃうんだな！」

　そこで、セキカがふと顔を赤らめる。

「だから……ワタシたちゴーゴン族が、どうやって子孫を残すか知ってる!?」

「いきなり生々しい話だな!?　いや知らないけども！」

「男か女か、どっちかが目隠ししたまま、すべてが行われるのよ！」

「マニアックすぎるな！」

「でも目が見えないと、お互いの髪の毛のヘビに噛かまれちゃったりもするから、それはそれで命がけなんだけどね！」

「つらいな！　大変すぎる種族だな！」

　あらためて「つらいね」「大変だね」という共感のセリフは、コミュニケーションの王道★18だ。これによって相手は「分かってもらえている」と感じる。

　セキカはため息をつきながら話し続ける。

「とにかくワタシは、さびしいの。好きになった男はみんな石。心を通い合わせられる男も存在しないわ」

「……」

「魔王軍の中でも、みんな目を合わせてくれないし。魔王ジョーカーさまだって、目を合わせてくれないんだもん……。ワタシが功績を挙げた時も、『よくやった』的な雰囲気を出しつつ、目はそらしてるしね」

「魔王も大変なんだな」

　僕はついつい魔王に同情してしまう。

「だからワタシは、もっともっとこのスキルを磨いて、もっと役に立てるように頑張るの！　そうすれば、みんなもワタシを見てくれるはず！」

　高らかに叫んで拳こぶしを振り上げるセキカを見て、エルが呟つぶやいた。

「あのスキルを今以上に磨いたら、もっとみんなが目をそらすんじゃないでしょうか」

「そうだろうな」

「でもあのセキカの目さえ、近くで見なければいいんでしょ？」

　ハニーの質問に、アリエヌが頷うなずく。

「そうね。だから近づかないようにして、何とか遠くから攻撃できれば……。たとえばわたくしの『水流』とかなら……」

　アリエヌの発言が聞こえたらしく、そこでセキカがあざ笑った。

「クフフフッ……。甘いんだよね、それ。だからこそワタシは今回、このコたちを連れてきたんだもの」

　そう言って、彼女は周囲のスライムたちを指し示す。

「えっ!?」

「このコたち、ワタシの言うコトなら、何でも聞いてくれるの」

「スライムって、そういうものなのか？」

「言うでしょう？　『ヘビににらまれたカエル』って。ワタシの頭にあるヘビを通じて、ワタシはカエルに似ているものなら、どんな生き物でも自在に操ることができるの」

「いや、スライムはカエルじゃないだろ!?」

「『似てる』って言ったでしょう？　この緑色のスライムなんて、肌触りといい色といい、すごくカエルっぽいでしょう？」

「そんな大ざっぱな！」

　だが、セキカに言われてスライムを見つめたエルは、ぞっとしたように身を震わせる。

「そ、そういわれてみれば」

「そうかな!?　本当にそうかな!?」

「と、とにかく。たとえスライムであっても、あのセキカが指揮しているとなると、ちょっと厄介です」

　エルの言葉に、僕は戸惑う。

「どうして!?　とりあえずスライムを倒しながら、目を合わせないようにして全員でセキカを取り囲めば、何とかなるんじゃないか!?」

　それを聞いて、セキカは余裕たっぷりに微笑ほほえむ。

「できるものなら、やってみて？」

　そして、周りのスライムに向かって叫んだ。

「ほら、とっととやっちゃって、スライムたち！」

「ピギャーッ！」

　スライムたちはワラワラと動き出して、こちらに近寄ってくる。

「でも、スライムなら、そんなに強くもなさそうだし、大丈夫じゃないか？」

　さっきのエルの言葉が気になって尋ねると、エルは僕を見て答える。

「まぁ、強さという意味ではそうなんですけど。ただ、スライムといえど、これだけの数がいたら、どうなのかは分かりません」

「えっ？　そもそもスライムなんて、攻撃力はほとんどないんだろう？」

「そんなことはありません。スライムにもスキルがあります」

「スキル……『体当たり』とか？」

「そんなものであればいいんですが」

「ピギャーッ！　ピギャーッ！」

　スライムたちは、次々と近寄ってくる。ついには僕たちの目の前までやってきて、戦闘態勢に入る……のかと思いきや。

　スライムたちは僕たちの頭上を飛び越して、後ろの砦とりでに次々とくっついた。

「う、うわっ！」

「な、何あれ!?」

　その様子を見て、ハニーやアリエヌが慌てる。

　その間にも、スライムはさらに砦にくっつき、グニャグニャとまとわりついていく。

「な、何だ？」

　うろたえる僕たちをよそに、セキカはスライムたちに命じた。

「吐き出しちゃって、お前たち」

　は、吐き出す？　何を？

「ピーギャーッ！」

　するとスライムたちの体に窪くぼみのようなものができた。それはまるで大きく開いた「口」のように見える。

「えっ？」

　そしてその口から、ドロッとした液体が流れ出た。

「ピーッ！」

「な、何!?」

　その液体が砦にかかると、砦はみるみるうちに溶け出した。

「な、何だああ!?」

　スライムたちは次々とドロドロした液を吐き出していく。

　液に埋め尽くされた部分の砦の建物は、一瞬で跡形もなくなってしまった。

「あれがスライムのスキル『硫酸ヘドロシャワー』です」

　その様子を息を呑のんで見守りつつ、エルが言った。

「りゅ、硫酸ヘドロシャワー!?」

「はい！　スライムは濃硫酸を体内で製造できます。そしてそれをヘドロ状で吐き出すことによって、金属などを溶かしてしまうのです」

「そ、それって恐ろしくないか!?」

　驚きよう愕がくする僕に、エルは言う。

「ただ、そもそもスライムもそこまで好戦的に『硫酸ヘドロシャワー』を吐くわけではありません。身を守るときや、やむを得ないときだけです！」

「クフフフッ、残念だったね。でも私の命令で、それをいくらでも強制的に出させることができるの。まさに無敵だと思わない？」

　僕たちの様子を見て、セキカは勝ち誇ったように笑う。

　でも、僕たちだってただ手をこまねいて見ているわけにはいかない。

「じゃあ、スライムを止めるか、またはあのセキカを止めれば、何とかなるのか？」

「そうなりますね」

　そこで、ハニーが僕の前にブンと飛び出る。

「そうだ！　こんなときこそ『キスキル』なんじゃない!?　とりあえず、スライムとキスしてくるといいよ！」

「ちょっと待てぇぇぇ！　あの口にキスしたら、それこそ硫酸で溶けるわ！　自殺行為そのものじゃないか!?」

　僕が叫んでいると、アリエヌは言った。

「大丈夫よ！　あの硫酸ヘドロシャワーを吐き出しているのは、口じゃないわ」

「えっ!?」

「あれは、スライムの肛こう門もんよ」

「なおさらイヤだわ！　肛門にキスして硫酸ヘドロシャワーまでぶっかけられるってもう変態マゾじゃないか！」

　するとエルが提案する。

「では、指令を出している、あのセキカとキスをするとか？」

　僕はあらためて、セキカを見た。

　陰いん鬱うつそうな空気をまとってはいるが、美人は美人だ。陰のある雰囲気が不思議な色っぽさを醸し出して、どこか妖よう艶えんにも感じられる。

「……あれはアレで、まぁナシではないんだが。ただ……」

　僕の感想が聞こえていたのか、セキカは不敵に笑った。

「あらぁ？　あなた、ワタシにキスしたいのぉ？」

　からかうように言って、僕に微笑ほほえみかける。

「いいよ。いくらでもキスしてあげる。でも分かってると思うけど、その前にワタシと見つめ合う必要があるよね。その瞬間、『ゴーゴン・アイズ』が発動。カッチカチの石になった上で、キスできるものなら、してくれると嬉うれしいな」

「くっ！」

　歯は噛がみする僕に、アリエヌが囁ささやく。

「目をつぶってキスすればいいんじゃない!?」

　しかし僕は首を振った。

「できない。そもそも目をつぶったまま近寄れないし、また近寄ったとしても、目をつぶったままでは、唇がどこに命中するか」

「クフフフッ。目をつぶってワタシのところに来たら、硫酸ヘドロシャワーを吐く直前のスライムとキスさせてあげるね」

「ぐっ！」

　そういえば、ギリシャ神話の中では、ペルセウスという勇者が盾に鏡のように映るゴーゴンを見ながら彼女に近づき、倒していた。

「か、鏡があれば」

「あれ？　何か探してるの？」

　セキカが僕を見て、芝居がかった仕草で人差し指を片かた頬ほおに当てる。

「クフフッ。そういえば聞いたことがあるなぁ。どこかのゴーゴンさんが、鏡を使って倒されたって」

「!?」

「でも残念……それは別の世界のゴーゴンのお話。鏡なんて使っても、鏡の中のワタシと視線が合ったら、石になっちゃうよ。ムダなの」

「そ、そうなのか!?」

「そう。スカートの中を直にのぞこうが、鏡を使ってのぞこうが、犯罪になるのと一緒よ？」

　そのたとえは何なんだ。伝わるような伝わらないような。

「もし石化を防ぎたいなら、光の一部を遮断したり、屈折率を変えたりしないとダメ。サングラスを使ったり、または光を屈折する、レンズのような何かで目を覆ったりね」

「うっ！」

　そんなものは持っていない……。

「でも残念……。もしサングラスやメガネを掛けても、ワタシが外しちゃえば、やっぱり石になっちゃうもの」

「くくっ」

「まさか、メガネ掛けたままキスするなんて、無粋なこと、しないよね」

「うぐぐっ！」

　うろたえる僕を見て、ハニーが焦った様子で飛び回る。

「ちょっ!?　それって心しん太たくんのキスキルが使えないってこと!?　ヤバいんじゃない!?」

「そ、そう言われると、確かにそうですね。では、スライムと会話をして、信頼関係を築いた上で、硫酸を吐かせずにキスをするとか！」

「それも厳しくないか？　あのスライム、ピギャピギャ言ってるだけだぞ。しかも硫酸を吐いてるのは肛こう門もんだっていうから、口がどこにあるかも分からないし」

「そうですね……」

　そこで、さっきから僕たちの会話を傍そばで聞いていたヌスミが口を開く。

「そもそもキスとか会話以前に、スライムの生態が分かってないんだよねぇ？」

「そ、そうなのか？」

　僕はもちろん分かっていないが、この世界の人間にとっても謎なぞなのか。

「あぁ。そもそも雌雄同体なんじゃないかって言われてるくらいだし。グチャグチャした意味不明な生物として、生物学者たちも解明できてないんだ」

「な、なぜ？　なんかものすごいタブーである理由が？」

「いや、研究のために近づこうとすると、溶かされるからね」

「物理的すぎる理由だったな」

「くわえてそれだけのリスクを侵しても、そもそもスライムの生態なんて、誰だれも興味がないからねぇ。リスクの高さに比して、利益が少ない。それじゃ誰も研究しないよねぇ」

「うーん、そういうものか」

　頭を抱える僕に、ヌスミは諭すように言う。

「残念だけど、これだけのスライムに囲まれたら、もう逃げるしかないんじゃないかい？」

　その言葉に、俯うつむけていた顔を跳ね上げたのはエルだった。

「で、でもっ！　こ、この本拠地を捨てるっていうんですか!?　せっかくこれから国を作ろうとしてるのに」

　だが、ヌスミは静かに首を横に振る。

「命あっての物種じゃないのかねぇ？」

「そ、そうですけど、でも……」

　考えろ。考えるんだ僕。セキカのことも、スライムのことも、何とかしなければいけない。どうする？　どうする？

「困られていますかっ？　心しん太たどの」

　そのとき、足元の方から小さな声がした。

「えっ？」

　カシコが僕の傍まで来て、こちらを心配そうに見上げている。ドワーフはサイズも違うし、さっきからの混乱の中で、なかなか会話に入れなかったみたいだ。

「あっ！　そういえばカシコ、軍師になってくれたんだよな？」

「はいっ！　その通りですっ！」

「じゃあじゃあ、教えてくれ！　こんなとき、どうすればいいんだ？」

　僕は藁わらにもすがる思いで尋ねた。

　すると、カシコは頼もしげな微笑を浮かべて胸を張る。

「スライム全部、食べちゃえばいいんですっ！」

　食えるか。

　量的な意味だけでなく、そもそも硫酸とかヘドロとか出してる生き物を食べられるわけがない。

　いや本当に、このコに救いを求めた自分がバカだった。

　そうこうしているうちに、砦とりではカベの半分ほどが溶けて、部屋や廊下がところどころ丸見えになっている。

　おまけに、スライムたちはそこからどんどん侵入を開始してきて、砦の内側からさらに硫酸攻撃を仕掛けようとしていた。

「どうしよう……。カシコが言うように、食べるわけにはいかないし」

　そう言いかけた瞬間。

　僕の心に、何か引っかかるものを感じた。

　食べる？

　これがもし、「食事」としての意味でないとしたら？　他ほかの意味で「食べる」とするなら？

　一つの計画が浮かんだ瞬間、僕はさっきからひそかに感じていた違和感を口にした。




「……女の子のニオイがする」

「は!?」

　その言葉を聞いたヌスミとエルは、狐きつねにつままれたような顔つきで僕を見る。

「はい？　今、何と？」

「よく理解できなかったから、もう一回、言ってくれるかい？」

「い、いや。あのスライムたちから、女の子のニオイがするんだ」

「うん、二回聞いても理解できないから、説明してくれないかい？」

「そもそも心しん太たさま？　スライムは雌雄同体ともされているんですよ？　繁殖とかはせず、分裂して増えているんです。あれが女の子だったりするわけないですよ？」

「う、うーん」

　僕は今まで、人間の女性に対して吐き気が生じていた。いや、ネコミミなどのサポートがあって、克服しかけてはいるが、それでもいまだに、人間の女性を見ると、気分が悪くなってしまう。

　そんな僕だからこそ、「女性」に対する感覚が鋭敏なのかもしれない。

　たとえば、エルやハニー、アリエヌに対しても、僕は「女性」のニオイを感じる。そこに「亜人」の修飾があるから、その恐怖を抑えこめている部分がある。

　そんな僕が、あのスライムたちに反応している。

「女性」のニオイを、スライムから感じるんだ。

　もしこの感覚が正しいのなら。もしかして、「食べる」ことができるのかもしれない。

　僕は気づくと、その場から走り出していた。

「えっ!?　心しん太たさま!?」

「心太!?」

「心太くん!?」

「心太どのっ!?」

「ご主人!?」

　女の子たちが驚いて、僕を呼び止める。

　しかし僕はもう、思いつくままに行動しないわけにはいかなかった。

「ヌスミ！　できればサポートしてくれないか!?　ちょっとの間でいいから、硫酸ヘドロシャワーを出させる、セキカの指示を止めてほしい！」

「えっ？　わ、分かったよ！　おい、お前たち！」

「へいっ！」

　ヌスミは他ほかの部下たちに号令をかける。

「あのセキカを止めるんだ！　方法は何でもいいよ！」

「了解ですぜ、お頭！」

　僕とヌスミ、そして盗賊の部下たちは、砦とりでに向かって駆け出す。

「あのっ！　お待ちください、心太さま！」

　それでも僕が止まらないのを見たエルは、残った女性陣に声をかける。

「私たちもサポートしましょう！」

「分かった！」

　エルにハニー、そしてアリエヌも砦へ向かう。

　僕たちの行動に気づいたセキカは笑う。

「クフフフッ。スライムたち。あのコたちに硫酸ヘドロシャワーを吐きかけてあげて」

　そこでヌスミは、部下たちと共に、セキカに飛びかかった。

「アタシが何とかしてみせる！　スキル『下着スティール』！」

　ヌスミがスキルを発動した。この緊迫感の中で言うセリフなのか分からない。

　敵にすると、ある意味恐ろしいスキルだが、味方にすると頼もしい……のかは不明だ。

「ああっ！」

　セキカがそのスキルに反応する。そして自分が着ている真っ黒なイブニングドレスの裾すそを押さえる。

「フッ！　下着を奪うことで、アンタを無力化して……。なにぃっ!?」

　ヌスミが呆ぼう然ぜんとする。

「ど、どうした、ヌスミ!?」

　僕の質問に対して、ヌスミは答えた。

「こいつ！　下着をつけてない！」

　そんな愕がく然ぜんとした顔で、何を言ってるんだ。

　するとセキカは勝ち誇ったような微笑ほほえみを浮かべる。

「クフフフフッ。その通り。ワタシは下着なんてつけていないの」

「どうして!?」

　僕の質問に、セキカは心なしか意気消沈した表情で答える。

「だって、いい雰囲気になったら、もう相手が石になっちゃうんだもん……。下着を見られるような段階にまで至らないから、わざわざもう、下着をつけるのをやめたの」

「そういうもの!?　下着って、いい雰囲気のためだけに存在してるの!?」

「ワタシにとってはそうなの。あぁ……ワタシに下着をみせるチャンスをくれない男が憎い。愛が憎いの……」

「男のせいか!?　君のせいなんじゃない!?」

「ワタシだって本当は、自然な出会いに憧あこがれる……。ちょっと入ったお店とかで、さわやかな人と出会ったりしたいんだもの」

　僕のツッコミにかまわず、セキカは勝手に語り出す。

「そ、そう言われても。じゃ、じゃあ、サングラスを掛けたらどうなんだ!?」

「そうね……。確かにサングラスを掛ければ、石にならないで済む。だからワタシもサングラスを掛けて試してみた。でも……それでも不都合が多いの」

「どんな不都合？」

「たとえばワタシが憧れるシチュエーションについて語っていい？　ほら、よく女の子が美容院で、イケメン美容師さんと出会って、ラブロマンスが生まれたりするじゃない？」

「ま、まぁ、よくあるかは分からないけども、確かにありえそうな出会いだな」

「でもダメなの……サングラスをいくら掛けようが、ワタシの場合、髪の毛の一部がヘビなのぉ！　美容院なんて行けるワケがない！　美容師さんが絶対に驚くわ！」

「そりゃそうだろうけども！」

「それにヘビのせいでカットするのも大変だしね!?　シャンプーすらしてもらったことないわよ!?　あぁっ！　みんながワタシの頭を怖がる！　誰だれかがワタシの頭に優しく触れてくれたら、もうその人にすべてを任せてもいいのに！」

「ゆ、夢が叶かなうといいな。ていうか、プロの美容師なら、頼めば何とかやってくれるんじゃないか？」

「無理よ！　それに実はワタシ、美容師が苦手なの！　チャラそうだし！」

「ここに来て!?　憧れてたんじゃなかったのか!?」

「とにかくワタシは、ナチュラルな出会いを求めてるのよ！　誰かワタシにいい男を紹介してくれたら、いくらでも改心するのに！」

「くっ！　他ほかに手はないのか、ヌスミ!?」

　僕の言葉に、ヌスミは応こたえる。

「し、しかたない！　こっちの手段しかないようだね！　お前たち、準備はいいかい!?」

　ヌスミは部下たちに再度号令をかける。

「へいっ！　お頭！」

「よーしっ！　せーのっ！」

「はっ？　ぎゃああっ！」

　彼らは大量の下着をロープのようにつなぎあわせたものを、セキカに投げかけていた。

「ちょっ！　こ、これ！　下着じゃない!?」

「シタギーズ禁断の技！　下着縛り！」

「やめええええっ！　私は女物の下着が大キライなのおお！　男の下着なら大好きだけどおおお！」

　僕はその反応を見て、アリエヌの方へ叫んだ。

「アリエヌにそっくりだな！」

　それを聞いたアリエヌは、頬ほおを膨らませてぷりぷりする。

「い、一緒にしないでよ、あんなのと！　気持ちは分かるけども！」

「やっぱ分かるんだな」

　そんなやりとりをしつつ、彼らの協力に感謝した。

　方法はあまりに微妙だったが、それでもセキカの動きが止められていて、同時に目も隠せているのはファインプレーだ。

　僕はそのスキにスライムに駆け寄って、手前にいるものに顔を近づける。

　クンクン。

「間違いない！　確かに女の子のニオイがする。吐き気を誘うような緊張を強いるニオイでもあり、それでいてどこか引き込まれる、甘酸っぱいような魅惑的な香りも含まれている！」

　僕の言葉に、ハニーとアリエヌが顔を見合わせる。

「心しん太たくんって本当に変態っぽいよね？」

「この状況で『ぽい』って言ってあげるなんて優しいわね、ハニー。わたくしは変態そのものだと思うけどもね」

　やかましい。

「スライムのニオイをかぐなんて……。明らかに変態ですよねっ。すごい人の配下になってしまったわっ……」

　カシコが切なそうに唇を噛かむ。

　いやホント、「逆賢者」のカシコに言われたくない。

　そう心の中で毒づきつつ、さらにスライムの香りをかぐ。そこで気づいた。

　スライム一体一体、微妙にニオイが違う。

　すべての色のスライムに、女の子のニオイがするものもいれば、まったくしないものもいる。特に赤やピンクのスライムは、大半が強い女の子のニオイがする。

「やっぱり！　スライムによって、ニオイが違っている!?」

「そ、そうなんですか!?」

　そこでエルたちもスライムに近づき、俺を真ま似ねてニオイをかぐ。

「ち、違いが分かる？」

「ううん、わたくしにはさっぱり」

「私にも分かりません。そもそも『女の子のニオイ』とかも不明ですし」

　やはりこの感覚は僕特有のものらしい。

「もしかして……スライムには、オスとメスがあるんじゃないか？」

「ええ!?　そんなワケないでしょう!?　スライムは雌雄同体で！　分裂して増えるところが観察されてるんですよ！」

「いやそもそもこのスライム自体、境界があいまいな生き物だし、交尾をしていても『くっついてた』としか見なされなかっただけなんじゃないか!?」

　僕がなおも主張すると、ハニーはだいぶ説得されてきた顔で頷うなずく。

「う、うーん。そ、そう言われたら、そうなのかな？」

「とにかくこのスライムたちにはオスメスの区別がある！　そして僕には、メスがどれだか分かる気がする！」

「……心しん太たくん。ヒヨコのオスメスも見分けられそうだよね」

「スライムのオスメスが見分けられるなら、そんなの楽勝よね」

　ハニーとアリエヌがコソコソと囁ささやき合う。

「うーん。何にしても、オスメスが見分けられたから、何だって言うワケ？」

　ハニーの言葉に、僕はゆっくり首を振る。

「分かってないな。もしこれがメスだとするなら……」

「う、うん？」

「キスができる！」

「頭おかしいの!?」

「それこそ、異性的な意味で！　キス的な意味で、『食べる』ことが可能なんだ！」

　それを聞いて、カシコは嬉うれしそうな顔をする。

「わ、私の的確なアドバイスが、役に立ったんですねっ!?」

「ホントに!?　ホントにそんな意味で言ったの!?」

　ハニーがツッコミを入れる。

　そんな中、僕はさらにニオイをかぎ分けて、メスのスライムだけを次々により分ける。思いついたら実行せずにはいられない。

「ちょっと!?　ほ、本気!?」

　そしてメスのスライムをある程度集めたら、今度はいくつかをくっつけ始めた。

「な、何してんの!?」

「知れたこと！　このままキスなんてできるわけがない！　だから人間の形にする！」

「はぁぁぁ!?　頭大丈夫!?」

　ハニーたちに何て言われても、今は気にならない。

　僕は夢中でメスのスライムを集めて、一つ一つをまるめ、こねて、くっつけ……そして女性の形を作っていった。

「子供のころ、粘土細工は得意だったんだ！」

「そういう問題!?」

「わはははは！」

　やり始めると、楽しくなってくる。

　ボディ部分はなるべく色白な肌になるよう薄い色のスライムを、髪の毛は青や緑などカラフルなスライムを選んで、色合いを調整しながら組み合わせていく。

　そういえば心理学の実験にもあった★19。たとえつまらないパズルで、最初のうちはすぐ飽きてしまうようなものでも、一問二問とこなしていき、百問も行くと多くの人間が楽しくなってきて、休憩も取らずに夢中でやり始めるらしい。

　最初のうちは気が重い作業であっても、「行動」によって気持ちが変わってくるのだ。

　よって重要なのは、「とにかく始めること」なんだ。そうすれば、あとは勢いだけで突き進んでいく。

　くわえてこれは、「女体を作る」という、ただでさえ楽しい作業だ。それが進み、完成が近づいたときの集中力は、まさに無限大にまで上昇していると言っても過言ではない。




「わはははは！　楽しいー！」

　僕はどんどん女体を作り進めていく。

「本気だ！　本気だわあのアホ」

「いまだかつて、スライムで粘土工作をした人っていたんでしょうか？」

「いや、いないと思うよ。しかも女体を作った人間なんて存在するわけないよね」

「それは、そうでしょうね」

　そんな中、セキカは必死に下着のロープをふりほどこうと身をよじっている。

「すまないが、女体を作っているあいだ、何とかオスのスライムをこちらに寄せ付けないようにしてくれないか!?」

「わ、分かりました！」

　深く頷うなずくエル。そこでハニーが言う。

「ていうかハニーたちには、どれがオスでどれがメスかなんて分からないからね!?　とりあえず心しん太たくんが選んだスライム以外のを寄せ付けないようにすればいいんでしょ!?」

「それでいい！　ありがとう！」

　僕の返事を聞いて、ハニーはこちらへ寄ってくるスライムに全力で跳び蹴りを見舞う。

「……ダ、ダメッ！　ハニーサイズじゃ、物理攻撃がほとんど効かない！」

「ぐぐっ……！　いいから硫酸ヘドロシャワーをお吐き！」

　セキカの必死の指示に、一体のスライムが反応する。

「ピギャーッ！」

　直後、アリエヌに向かって硫酸ヘドロシャワーが飛ぶ。

「アリエヌさん!?」

　エルが叫び、アリエヌは飛んできた硫酸に気づいて手を差し伸べる。

「スキル『水流』！」

　アリエヌは手に触れた液体を瞬時に巻き上がらせ、セキカに向かって飛ばした。

「ぎゃうっ！」

　硫酸ヘドロシャワーがヘビに飛んだため、ヘビとセキカはもがき苦しんだ。

「す、すごいっ！　硫酸ヘドロシャワーにも『水流』が使えるんですね!?」

「まぁね。液体だから操れるかもと思ったけど、こんなにうまくいくとは思わなかったわ」

「それでノーダメージなんて、素晴らしいです！」

「ふふっ、これくらい楽勝……熱ゥゥゥ！」

　アリエヌが急に顔をしかめる。硫酸に一瞬触れた指先が、少し赤くなっていた。

「やっぱりちょっとは効くみたい！」

「そうなんですね……！　心しん太たさま、早く何とかしてくださることを期待しております！」

　エルの言葉に、僕は力強く頷うなずく。

「おう！　任せろ！」

「ちょっと!?　『任せろ』って言ったって、心太くんがやるのって、女体を作ってるだけだよ!?　本当にこれって任せられるの!?」

「し、信じましょう。何かが起こることを信じましょう！」

「『信じる』って綺き麗れいな言葉でこの状況がゴマかされてない!?　大丈夫!?」

　そんなハニーに、僕は言う。

「まぁ、見ててくれ！」

「何で!?　何でそこまで自信満々なの!?」

「なぜなら僕は、やり始めると、凝るタイプだからだ！」

「意味が一切分からない！　ていうかそこ誇らないでいいんだよ!?　形を作るだけでしょ!?　やるならもうチャチャッとやっちゃいなさいよ！」

　焦れるハニーに、僕は肩をすくめて言う。

「ただ単に形を作るだけではない。それでは素人だ！」

「素人!?　何をもって素人!?　プロとの差は!?」

「僕は、臓器の一つ一つも再現する」

「変態かな!?」

「幸いにも、このスライムは完全に粘土のような触感なので、臓器も作りやすい！」

「幸い!?　スライムにとっては不幸なんじゃないの!?」

「心臓に肺、腎じん臓ぞう、大腸、小腸、胃に十二指腸。さらに子宮から卵巣まで作る！」

「変態が極まったー！　だいたい、何でそこまで人体構造に詳しいの!?」

「昔から、人体解剖学の本を読むのが大好きだった！　女体への追求心と研究の成果だ！」

「エロいだけでしょ!?」

「対照的に、男の体の構造は一切分からない」

「そうだろうと思ったけども！　ていうか作るなら、もう早く完成させちゃってよ！　見てるだけで頭が悪くなってくる気がするから！」

　急せかすハニーを、僕は手で制して言う。

「いや。待て。これが最後！　あと一箇所だけだ！」

「はい!?」

「僕のいた地球の中国という国には『画が竜りよう点てん睛せい』という言葉がある！」

「が、がりょうてんせい？」

「古代中国、ある絵描きの名人が竜の絵を描くことを頼まれた」

「は、はい!?　何の話よ!?」

「そして絵はほぼ完成したが、その竜には、『睛』こと『目』だけが描かれていなかった」

「何で!?　手抜き!?」

「周囲から理由を聞かれた絵描きは言った。『私の描いた絵には魂が宿ってしまう！　そのため目だけを描いていないのだ！　もし目を描いたら、この竜は命を持ってしまうだろう』」

「グダグダ言ってないで完成させろって言いたい！　その絵描きにも、心しん太たくんにも！」

「それとまったく同じことを言われた絵描きは、仕方なく目を描き入れた」

「やっぱり言われたんだ!?　それで!?」

「するとどうだろう!?　目を描き入れた瞬間！　竜は実際に命を持って、そのまま絵から飛び出し、天に昇っていってしまったのだ！」

「はいい!?　昔話って何でもアリね!?」

「僕が言いたいことが分かるか!?」

「分からないし分かりたいとも思えない！」

　うんざりした様子で叫ぶハニーに、僕は問いの答えを告げる。

「ここでスライムを使って、最後の部分を作ってしまったら、このスライムも命を持ってしまうかもしれない！」

「命持ってるから！　最初から生きたスライムだから！」

「違う！　女としてもっとも肝心な部分を作ってしまうことで、女としての命を持ってしまうかもしれないんだ！」

「それが望みだったんでしょ!?　何ここに来てワケ分からないこと言ってんの!?」

「仕方ない。完成させよう。おっぱいを！」

「おっぱいが肝心な部分だったの!?　そんなので、もったいぶってたの!?」

「画竜点睛ならぬ、画が女じよ点てん乳にゆうだ」

「一気に安っぽい四字熟語になったね!?」

「四字熟語ならぬマジ熟女になったらどうしよう」

「やかましいから！　何でもいいから早くやっちゃってよ！」

「仕方ない！　作ろう！」

「仕方ないって、アンタが始めたことでしょ!?」

　僕はハニーの怒りの声を聞き流しつつ、メスのスライムを二匹手に取り、女体の胸部分の左右に、一つずつ置いた。




　その瞬間だった。

　その体が、一瞬キラリと宝石のように輝いた。

「はっ!?」

「な、何これ!?」

　そして女体は、その姿そのままに、人間のような動きをし始めたのだった。

「ちょっ！　ど、どういうこと!?」

「な、何なんですか!?」

　慌てるハニーやエルたち。人間女性の形をしたスライムは、少しずつ体を起こす。

「こ、これ！　まさか本当に!?　そんなことってあるの!?　ただのスライムのカタマリだよ!?」

「いえ聞いたことがあります」

「エル!?」

　静かに口を開いたエルに、みんなが注目する。

「世の中には、スライムがまとまって、大きな別の生き物になるということもあると」

「そういうのはあるかもしれないけども！　女体になるなんて聞いたことないよ!?」

「いえ普通はそうかもしれません。でも実際、メスのスライムだけを集めたという事例は、古今東西ありません」

「それはオスメスの区別すらついてなかったからでしょ!?」

「何にせよ、メスのスライムが集まることで、スライム内の女性ホルモンが密集・蓄積されて、リアルな女性として完成したのかも」

「はいい!?」

「心しん太たさまの飽くなき女性への情熱が、奇跡を起こしたのかもしれません！」

「そんな奇跡起こってほしくなかった！」

　ハニーの絶叫をよそに、女体スライムは立ち上がった。

「わ、わ、わたシ」

　その口が動いて声らしきものが発せられ、ハニーたちが目を丸くする。

「しゃべった!?」

「スライムであっても、私たちの言葉を聞いて知っていたはず。実際に口という器官がなかったため言葉を発することができなかっただけで。心太さまは、口どころか、臓器すべてまで忠実に再現されてます。そこに生きたスライムの生命が加わることで、一つ一つが完全に臓器として機能し始めたのかもしれません！」

「そんなことってある!?」

　ハニーのツッコミに対して、エルは力強く断言する。

「重要なのは、スライムが一人の女性として動き、言葉を発しているという事実です！」

　僕は目の前で立ち上がったスライムを見て興奮する。

「かわいい！　スライムが女の子として動いてる！　すっごくかわいい！」

「かわいイ!?」

　スライムは言葉を繰り返す。直後、ハニーは叫ぶ。

「いやいやそんなこと言ってる場合!?」

　僕はそれに答える。

「いや、だってものすごく感慨深いんだから、しょうがないだろう！　今まで何度、僕が粘土で女の子の体を作ってきたことか！」

「昔からやってたの!?　変態すぎない!?」

「いや！　でももちろん、その粘土たちは、動くことがなかった！」

「そうだろうね!?」

「でも今、こうして動いている！　これが感動と言わずして何だ!?　他ほかに何て言葉で表現すればいいんだ!?」

「だから『変態』でしょ!?　余すところなくその言葉で表現できるよ!?」

「いや！　『感動』だ！　そうか！　娘が産まれたときの親の気持ちって、こういうものなのかもしれない！」

「そこで親の気持ちに思い巡らされても!?」

「素晴らしい！　最高の娘だ！　親として、ほれぼれするくらい美しい顔！　引き締まった肉体！」

「いやいや、娘のボディを評価する親なんている!?」

　ハニーの言葉に一切耳を傾けず、僕はこの感動を口にし続ける。

「整った胸！　引き締まったウェスト！　そしてプリンとしたヒップに、スラッとまっすぐ伸びる美脚！」

「……！」

　アリエヌがピクッと反応する。そして、少し悲しそうな瞳ひとみで僕を見つめる。それがなぜなのか、このときの僕には分からなかった。

　すると、ヌスミが横から近づいて言う。

「何にせよ、いつまでも全裸というのもかわいそうだねぇ。ほら、手持ちの中で、一番シンプルな下着だよ」

　そして赤い下着の上下を、スライムの体につけた。ビキニ水着のようなシンプルな下着だった。安心したような、残念なような気持ちに襲われた。

　そんな僕に対して、女体となったスライムは好奇心いっぱいのまなざしを向ける。

「？」

　その視線に気がついた僕は、彼女に向かって話しかける。

「僕の名前は心しん太た！　君の名前は!?」

「し、しんタ？　な、なまエ？」

「そうか。この状況で名前なんかあるわけないか！　じゃあ僕が名前をつけてあげよう！」

　僕はあらためて彼女を見る。

　スライムだけに、肌の質感はトロッとしている。美しいラインを描く体は、すべてを包み込んでくれそうな、柔らかな女性の包容力に満ちている。僕好みに仕上げた顔の造作は、美しくありながらもソフトであたたかな雰囲気を漂わせている。

「トロミなんてどうかな？」

「いやいや、どうなのその名前!?」

　しかし女体スライムは、少しだけ目を輝かせて、僕の言葉に反応した。

「トロミ？　トロミ！」

「あぁ！　君の名前はトロミだ！」

「トロミ！」

　トロミは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　そしてトロミは、そのまま僕に近づいて来た。

「えっ!?」

　直後、僕の体に、ギュッとしがみつく。

　そして、僕の顔に自分の顔を寄せてくる。

「!?」

　トロミにしてみれば、親しみを表しているだけなのかもしれない。生き物の本能として、親愛を感じる者に顔を寄せているだけなのだろう。

　しかし。

「か、かわいいな」

「何言ってんの、心太くん!?」

「顔が本当にかわいい。ものすごくタイプだ！」

「いやいやいや！　自分で作ったから当然でしょ!?」

　トロミは目をパチクリさせて、僕の言葉を反はん芻すうする。

「タイプ……？」

　実際、心理学的に『タイプ』や『好み』という言葉は、相手の気持ちをものすごくつかむ★20と言われている。

　周りの反応などお構いなしに、僕は続ける。

「君の顔は、僕のタイプだ！」

　トロミは僕のセリフを繰り返す。

「タイプ!?」

「うん。タイプだ！」

「タイプ！　タイプ！」

　何度も繰り返されると、自分が同じ言葉を言われているように感じる。

「君も、僕がタイプなのか!?」

「言ってないんじゃない!?　そうは言ってないんじゃない!?」

「タイプ！」

　さらにトロミは、僕の顔に近づいてくる。もちろん唇との距離も縮まる。

　人間同士の心の距離感は、実際の距離感に表れるとされている★21。そのため少しずつ距離を詰めることは非常に重要。もしイヤがられないなら、相手の親近感はかなり強く、そしてまた距離が近づくことで、さらに互いの気持ちを近づける効果がある。

　そんなことを思い出している間に、トロミの口は、どんどん近づいてくる。もちろん今の僕に、それを拒否しようという気持ちはない。そして近づくにつれ、ドキドキも高まっていく。

「ごくっ」

　思わず生なま唾つばを飲み込む。

「ちょっ！　まさかそれとキスしようとしてるの!?」

　ハニーの言葉に、僕は答える。

「あぁ！　さっきカシコは、スライムを食べてしまうことを提案した！　それは決して文字通りの意味ではなく、こうしてキスをすることで、異性的に食べてしまえばいいという意味だと悟った！」

　するとカシコは焦った顔になって、ボソッと呟つぶやく。

「いえ、私は純粋な意味で食べることを勧めましたがっ……」

「純粋な意味だったそうだよ心しん太たくん!?」

　僕は首を振る。

「いや！　そこから着想を得て、僕はキスすることを選んだ！　そうしたら、キスキルで何かが変わるかもしれない！」

「あ、もう何言ってもダメなやつだ、これ」

　ハニーがあきらめたようにため息をつく。

「でも心太くん、さっきそのコを娘とか言ってなかった!?　娘とキスするの!?」

「む、娘はたとえだよ！　さすがに本気で娘とは思えないだろ!?」

「急にそんなテンションで来られても！　自分で言った言葉に責任持ちなよ！」

　あらためて、トロミの顔を見る。どこから見ても、可愛かわいらしい人間の女の子だ。

　僕は衝動的に、彼女の唇に口を寄せていく。

　彼女にも拒絶する雰囲気はない。優しく微笑ほほえみ、僕に応こたえてくれる。

　作った僕に対して、感謝や親近感を抱いてくれているのかもしれない。

「ちょっとー!?　本気でキスするの!?　口から硫酸ヘドロシャワー出してくるかもしれないんだよ!?　溶けちゃうよ!?」

「大丈夫だ！　硫酸が出てくるのは、肛こう門もんであって口じゃない！」

「何でそこは冷静なの!?　そもそも肛門から硫酸が出る女とキスできるの!?」

「肛門を気にしながらキスをする人間はいない」

「そうだけども！　そうなんだけども！　ちょっと何か言ってやってエル！」

　ハニーに言われて、エルは期待のこもったまなざしで少しだけ顔を紅潮させる。

「見守りましょう……なんだか私、何か起こる気がするんです。今までのように、何かが」

「ホント!?　本当にそう思うの!?　私にはヤバい雰囲気しか感じられないんだけど!?」

　そのとき、向こうの方からヌスミが叫んだ。

「ちょっと！　こっちはそろそろ限界なんだけどねぇ！」

　見ると、あちらではセキカが下着ロープを引きちぎったところだった。セキカはこちらを見て、よっぽど信じられない光景だったのだろうか、金切り声で叫んだ。

「ああああっ！　もう！　いい加減にしてえええ！　ていうか何なのそれ!?　スライムを女の形にしたの!?　頭おかしいの!?」

　それを聞いて、ハニーが真顔で頷うなずく。

「その点は同感だわ」

　やかましい。

「もおおおう！　そういう男がいるから、ワタシみたいな女に出会いが回ってこないのよ！　この草食系男子めぇ！」

　ハニーも心底疲れた顔をしつつ、深く頷く。

「果たしてこれを草食系と言っていいのかな……。もう雑食系というか、何でもアリな気がするけど」

「とにかくもう、行っちゃって、スライムたち！　次の合図で、全員でありったけの硫酸ヘドロシャワーを吐いて、そこにいるヤツらをみんな、溶かしてしまってぇ！」

「ちょっと！　これヤバいんじゃない!?」

「そ、そうですね!?」

　アリエヌもエルも身構える。

「私のアドバイスのおかげでこうなるなんて、責任を感じますっ……！」

　カシコがブルブル震えながら言う。

「うん、『スライムを食べる』というアドバイスの時点でおかしいけど、それをここまで曲解する心しん太たくんのせいでもあるから、そんなに気にしないでもいいよ!?」

　ハニーがそう叫ぶ。

　そんな中、スライムたちは、ジワジワと砦とりでや彼女たちに向かって距離を詰めてくる。

　時間がない。

　僕はあらためてトロミに向き合う。彼女にもセキカの指示は届いている。

　僕を見つめたまま、体をプルプル震わせている。

　急がないと！

　僕はトロミに唇を寄せて。そしてそのまま、キスをした。

　その瞬間。

　トロミの口から放たれた光が、僕の口の中に入り込んできた。

「ななななな、何でスライムとキスしてんの!?　バカなの!?」

　セキカの金切り声が聞こえるが、僕の耳にはほとんど届かない。

　僕の中で、時間が止まる。キスをしているときに、そのキスより大切なものが、この世界に存在するだろうか。

　唇の感触も、もとはスライムだ。そう考えると少し不思議な感覚がするが、スライムでできた好みの女の子だと思うと、その感触すらも愛いとおしい。

　永遠とも思える時間のあと、僕は静かに唇を離す。

「あっ」

　少し惚とぼけた顔で、彼女が僕のことを見つめる。

「ありがとう！」

　そう言うと、彼女はちょっと恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

　それに対して、セキカが叫ぶ。

「な、な、何が『ありがとう』なの！　スライムたち！　硫酸ヘドロシャワーよ！　特にその男には重点的に浴びせて、骨も残らないようにしてしまってー！」

「ピーッ！　ピギャーッ！」

「せーの！」

　その瞬間、僕は言った。

「キスキル！」

「心しん太たさま!?」

「スキル『硫酸ヘドロシャワー』を変化させ！」

「は!?　何ですって!?」

「スキル『理容師さんヘッドシャワー』！」

「はいいい!?」

　直後、僕の手から、多量の煙が生じる。煙は大きく広がってもうもうと立ち込め……そして、その煙が晴れたのと同時に。




「はい。お呼びになりましたか!?」

　さわやかな雰囲気の中年男性が現れた。清潔感のある身なりや髪型、穏やかな表情が洗練された大人の男を思わせる。

「な、何なの!?」

　それに対して、中年男性は落ち着いた声色で答える。

「私はこのお方のスキルによって呼び出された、理容師でございます」

「どういうこと!?」

　あまりの状況に、セキカはもちろん、エルたちも唖あ然ぜんとしている。

　この状況を理解しているのは僕だけだ。

「理容師！　あの女性に、あれを頼む！」

「承りました！　ご主人さま！」

　理容師はセキカに後ろから近寄る。必然、目を合わせないまま近寄ることができた。

「んっ!?　んんっ!?　何を！」

「お任せください！」

　理容師はそう言いつつ、セキカの髪の毛に触れる。さすがは理容師、髪の毛の扱いは慣れたもので、中にいるヘビをうまくあしらいながら彼女の髪をすき始める。

「ちょっ!?　何する……」

「あー……傷んでおりますね。ストレスの溜ためすぎは髪の毛の健康にも悪いのですよ」

「い、いやっ！　この傷んでるのは、さっきの硫酸のせい……」

「いえ！　すべてストレスのせいでございます！　どうか私にお任せを！」

　そう言う理容師の手には、どこから現れたのかシャワーが握られている。セキカはいつの間にかシャンプー台にセットされている。ホントにどこから出てきたんだ。

「は、はぁ!?　ちょっ！」

　理容師は、椅い子すに座らせたセキカの顔を下向きに倒す。

　美容院では顔は上向き、理容院では顔は下向きだ。

「くっ！　こんなワケの分からない状況に、負けてたまるか！　くらえっ！　スキル『ゴーゴン・アイズ』！」

　そう言うのと同時に、セキカは頭を上げようとする。

　しかし、理容師はにこやかに言う。

「お嬢さんもヘビさんたちも、目をつぶっていてもらえますか？」

　そして、シャワーから出るお湯を彼女の頭にかけた。

「うぁっ！　ちょっ！　これじゃ目を開けてられない！　見つめられないぃ！」

　セキカはそう言いながら目をつぶる。ヘビたちも慌てて目を閉じた。

「シャワー中ですから、目は閉じていていただかないと！　心配されなくても、大丈夫でございますよ」

「ちょおっ!?」

「熱くないですか？」

「あ……熱くはないけど！　で、でも！」

　理容師はにこやかに笑いつつ、セキカの頭にお湯を掛け続ける。

　ヘビたちも、突然のお湯にビックリし、反応ができないようだった。

　しかしすぐに、気分が良さそうに、トロンとした目になった。

　それはセキカも同じだった。

「あ、あぁっ。生まれてはじめて、人にシャワーをかけてもらっているぅ！　それも、若くてチャラい美容師じゃなくて、落ち着いたダンディな、理容師のおじさまに……」

　すると理容師はにこやかに笑い、言った。

「ではシャンプーしていきます！」

「シャンプー!?　ちょっ!?」

　セキカは慌てる。

　しかし理容師は意に介さず、シャンプーを泡立て、頭を優しくマッサージし始める。

「あっ！　ちょっ！　あ、あぁっ！」

　他人のシャンプー、ましてや髪の毛のプロである理容師のシャンプー。

「あっ！　き、き、気持ちいい！」

　セキカはあっという間に、快感の波に呑のまれたようだった。

　心理学的に、人は「リラックス」すると、攻撃心ややる気が減ってしまうことが分かっている★22。特にマッサージでもされたら、なおさらだ。マッサージをされながら、必死に仕事や勉強ができる人間はいない。

　いずれにしても、この状況で、セキカはホネヌキにされていた。

　指示が止まっているため、スライムたちは右往左往している。

「ふわぁ……っ！　気持ちいいっ！」

　身もだえするセキカ。
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「こ、こんなのに負けてたまるかぁ！　ス、スライムたち！　この男に、硫酸を」

「おかゆいところはございませんかー？」

　さらに理容師は、頭皮にマッサージを続ける。同時にヘビの一匹一匹も、うまくなでてやる。気持ち良さそうな顔をするヘビたち。

　それはセキカも一緒だった。

「はぅっ！　あ、ありません！」

「それは良かったです！　ではもう少し続けていきますねー？」

「あうっ！　あはぁっ！」

　巧みに行われるヘッドマッサージに、セキカは体をよじって耐える。

「な、何やってんのー!?」

　ハニーが驚いて叫ぶ。

「フッ。理容師のシャンプーに逆らえる魔物は、いや生命は、存在しない！」

「そういうもの!?　そんなレベルなの!?」

　理容師はにこやかに頷うなずきつつ、シャンプーを続ける。

「この状況なら、セキカもこれ以上指示を出せず、スライムたちはほぼ無力化する！」

「そ、そうならいいんだけど!?　でも、シャンプーったって、無限に続けられるわけじゃないでしょう!?　その後は……」

　ハニーが言いかけたとき、理容師は手を止めた。

「ではシャンプー終わりましたので、またヘッドにシャワーを掛けていきます！」

「あっ」

　セキカはせつなそうな顔をする。

「ほらぁっ！　終わっちゃうよ!?」

　はらはらした顔で言うハニーに、僕は平然と頷いてみせる。

「そうだな」

「終わったらまた攻撃が始まるじゃない!?　どうするの!?」

「いや！　それを防ぎ、セキカの敵意を長期的になくさせる方法が一つだけある！」

「ど、どんなの!?」

　そう言っている間に、理容師のシャワーは、セキカの頭のすべての泡を落としていった。

「あ、あぅっ！　あううっ」

　セキカは呆ぼう然ぜんとしたまま、ヘビと髪をタオルで拭ふかれている。

　最後の最後まで、気持ちが良さそうな表情だ。

　それを見ながら、僕は言う。

「トロミ！」

「ン？」

　トロミは僕の方を向く。それを見て、僕はトロミの唇に再びキスをする。

　光がトロミに向かって吸い込まれていく。

　僕のスキルが失われていくのを感じた。

　それと同時に、理容師は煙の中へにこやかに消えていく。

「では。ありがとうございました！」

「あっ！」

　セキカが名残惜しそうな目を向ける。

　彼女は、はじめて頭を男に洗ってもらったことの余韻に浸っているようだ。

　その目はうっとりと細められ、ほのかに潤んでいる。

　心理学的には、人間は、「はじめてを体験させてくれた存在★23」には深い感謝の念を抱くとされている。

　いずれにしても、セキカにとって、はじめてのシャンプー。それはものすごく衝撃的な体験だっただろう。その気持ちが理容師への愛になったとしても不思議ではなかった。




「ハニー！　こっちに来てくれ！」

「えっ!?　えっ!?　な、何で？」

「いいから！」

「わ、分かった！」

　ハニーは僕の方に向かって飛んでくる。

「よし！」

　僕はハニーに向かって口を突き出す。

「ちょっ！　何を!?」

　僕はそれに答えず、さらに近づく。

「よ、よく分からないけど……」

　ハニーは僕の意志に従ってくれ、目をつぶり、唇をこちらに寄せる。

　スライムのトロミは、目をパチパチさせながら、僕たちを見ている。

　僕はトロミの肩を抱き、自分の方に引き寄せる。

　三人の動きが、一点で交わる。

　僕は、トロミとハニーの唇に、同時にキスをした。

　そう以前と同様の、三人でのキスだ。

　唇が交わった瞬間、先ほどより大きな光が彼女たちから溢あふれ出し……そして僕の唇の中に入り、一つに混ざり合い、さらに大きな光になった。

　それが僕の体の中で渦を巻き、強いエネルギーを湧わき上あがらせる。

「し、心しん太たさま!?」

　エルが心配そうな目でこちらを見る。

　セキカの様子を見ると、彼女は少しずつ快感の余韻から冷めつつあるようだった。

「気持ち良かった……。で、でも、今の理容師さんはどこに行ってしまったの？」

　彼女は周囲を見渡すが、もちろんスキルによって生まれた理容師は、すでに存在しない。

「ううっ……。ワタシの肌や頭に、はじめて触れてくれた男の人だったのに！」

「そうだったの!?」

　ヌスミが驚いて言う。セキカは顔を赤らめている。

「できればもう一度会いたい……！　あの方に、もう一度！　あんなに優しくされたこと、はじめてだったの！」

「はじめてだったの!?」

　ヌスミの言葉に、セキカは顔を真まっ赤かにする。

「わ、悪い!?　あなたたちと違って、ワタシは純粋なんだもの！」

「なっ……アタシだって純だよ!?」

「うるさい！　ちょ、ちょっと中断されたけど！　もう許さない！　あなたたちなんか、完全に溶けてしまえばいいんだ！　スライムたち、今度こそ全開で出してええ！　硫酸ヘドロ……！」

「ダメッ！　し、心しん太たさま!?　心太さまぁ!?」

　エルに呼ばれて、僕は静かに口を開く。

「このスキルで終わりだ！　キスキル！」

　僕はそう言って、深呼吸をする。

「ハニーのスキル『花の蜜みつ集め』と、トロミのスキル『硫酸ヘドロシャワー』を合体・変化させ！」

「合体!?」

「スキル『フラワーシャワー』！」

「フ、フラワーシャワー!?」

　次の瞬間。どこからともなく、風が吹く。

「きゃっ！」

「な、何、この風!?」

　風が強くなり、渦を巻いてひときわ大きく舞い上がる。

　直後。その風の中から、一人の男が現れた。

「な、なに!?」

「私ですよ」

　セキカがそちらを振り返ると……。

　そこには、先ほどの中年の理容師が立っていた。

「あっ！　あ、あ、あなたは!?」

「先ほど、あなたは私に『もう一度会いたい』と話しておられた。どんなご用ですかな？」

「えっ!?　そ、そんな！」

　セキカは慌てて目を伏せる。

　理容師を見つめて石にしてしまうことへの不安。またそれ以上に、恥じらいの気持ちがあるのかもしれない。

「実は、私ももう一度、あなたと話したいと思っていたんです」

「は!?　な、何を!?」

「私は、はるか昔に妻を亡くしましてね。その妻の若い頃ころと、今のあなたが、どことなく似ているんです」

　彼女は顔を赤らめる。

「そ、そ、そんな！」

　そこでヌスミが叫ぶ。

「何だいそれ!?　スキルで出た理容師に、そんな設定があるのかい!?」

　僕はそれに答える。

「ある！　すべては必然だ！」

「必然って!?」

　理容師はさらに言葉を続ける。

「もしよろしければ、これからも、会ってもらえませんか？」

「えっ!?　わ、わ！」

　セキカの顔はさらに赤くなる。

「ワタシそんなこと、言われたことない！　みんなワタシのことを怖がるんだもの！　はじめて頭を洗ってもらっただけでなくて……そんなことまで言ってもらえるなんて！」

　そしてほんのり、目に涙を浮かべた。

「どうか。私のことを見てください」

「えっ！　そ、そんなの！　できない！　そんなことしたら、あなたが石になっちゃう」

「大丈夫ですよ。今なら石にならないはずです。それに万一、石になってしまっても、この瞬間に石になるのなら本望です！」

「えっ!?」

「ほら」

　そう言いながら、理容師はアゴをクイッと動かし、自分の方に向ける。

「あっ！　ダメッ！」

　そのまま、二人は見つめ合う。

「えっ!?」

　理容師は、石にならず、ただ穏やかに微笑ほほえんでいた。

「ど、どうして!?　どうして!?」

　驚きと喜びに、セキカはさらに涙を流す。

　それを見て、僕は言う。

「それはな、セキカ！　お前の目には、今！」

「？」

「涙が溜たまっているからだ！」

「あっ!?」

　驚くセキカに、理容師は静かに頷うなずいてみせる。

「そう。あなたの涙によって、私は石にされずに済んでいる！　あなたの感動が、愛が！　私を守ってくれているんですよ！」

「あぁっ！　あああっ！」

　さらにセキカの目から涙があふれる。

「ずっと！　ずっと望んでいた！　ずっと待っていた！　こんな風に、男の人と、見つめ合えることを！　お願い。ここで今！　時間よ、止まって！」

「私も、同じ気持ちですよ。どうか私と付き合ってはもらえませんか？」

　その言葉に、セキカは身を震わせて、口を開いた。

「わわわわ、ワタシでも！　よろしければ！」

「ありがとう！」

　理容師は、セキカをギュッと抱きしめる。

「あっ……！」

　そんな二人を見守っていたヌスミは、少しの間のあと、困惑した顔で僕を見る。

「これは……感動するところと思えばいいんだね？」

　僕は大きく頷く。

「あぁ。感動するところだ」

　その瞬間。カラーン、コローンという音が響いた。ヌスミは驚いて周囲を見回す。

「何!?　何なのこの音!?」

「教会の鐘の音だ」

「あったかい!?　教会なんて、この近くにあったかい!?」

「この音もスキルによって生み出されている。二人を祝う鐘の音だ」

「ス、スキルって、そういえば……」

　するとどこからか、花びらが舞い散ってきた。

「あっ！」

　花びらは絶え間なく宙に現れ、二人に向かって降り注いだ。

「これこそがスキル『フラワーシャワー』！」

「壮大すぎないかい!?」

　セキカたちも、その花びらに気づく。

「こ、これ！」

「私たちのことを、祝福してくれているんですよ！」

　理容師はそう言って、彼女のことを優しく見つめる。セキカは感極まったように涙する。

「ワタシ！　ワタシ……！」

　舞い散る花びらの中。

　セキカは理容師とギュッと抱きしめ合った。

「おめでとう！」

　僕は二人に向かって、拍手をした。

「おめでとうございます！」

　エルも拍手をする。

「これは、そういう流れなのかい!?」

　ヌスミも仕方なく拍手をする。ヌスミの部下たちも、同じく拍手を始めた。

「ありがとう！　ありがとう！　あなたたち！　ワタシ、本当に生きてて良かった……！」

　セキカは涙を流しながら、今の状況をかみしめるように天を仰いだ。




　僕はそれを見ながら、うっとりとした顔のハニーとトロミに、もう一度キスをする。

　僕の中から光が飛び、二人の中に戻っていった。

「あっ」

「ウン」

　二人はキスに反応しつつ、僕のことを見つめていた。

　それと同時に、理容師は光を放ちながら、消えていく。

「あっ!!」

　セキカは、理容師が完全に消えるまで、熱い眼まな差ざしで見つめていた。

　ヌスミは慌てて言う。

「ええっ!?　ちょっ！　消えた!?　だ、大丈夫なのかい!?　また暴れ出すんじゃないかい!?」

　その言葉に、エルは答えた。

「いえ、おそらく大丈夫だと思います！」

「は!?　ど、どうして!?」

　するとセキカは、静かにつぶやいた。

「消えてしまった……」

　そして目に浮かんだ涙を指でぬぐいながら、僕に言った。

「今のは幻だったの？」

　そんな彼女に、僕は力強く言う。

「いや。幻じゃ、ない」

「えっ？」

「今の男は、確かに存在していたんだ。たとえそれが一時だとしても。彼は確実にそこにいたんだ」

「……」

「どんな思い出にも、幸せもあれば、悲しみもある。それを幻だと判断して世をすねるのも、喜びだと考えて、その記憶を胸に秘めて、一生を生きていくことも君の判断だと思う」

「そうね」

　セキカはそう言いながら、ため息をついた。

「クフッ。感謝するわ……。ワタシには今まで、誰だれかと心が通じ合った経験なんてなかった。でもたとえ一時のことだとしても。こうして他人とつながりあえたことは、ワタシにとって幸せなできごとだったと思えるわ」

「セキカ」

「ワタシはもう、スライムたちを使って、ここを襲ったりはしない。今の思い出を大事にして、もっと前向きに出会いを探していこうと思う。スキル『ゴーゴン・アイズ』解除！」

「あっ？」

「お、俺たち、何を？」

　ヌスミの部下たちが、石から人間に戻った。

「良かった！」

　セキカはそのまま、自分が乗っている、ひときわ大きなスライムに命令をした。

「行くよ！」

　その命令に、スライムは小さく震えて反応する。

「じゃあね。……そこのあなた」

　セキカは僕を一瞬見つめ、遠慮がちに目を逸そらした。

「……ありがとう」

　その言葉に、僕が何か答えようと口を開いたとき。

　セキカを乗せたスライムは勢いよく発進し、そのままスピードを上げて、たちまち遠くに去っていった。




「……結果的に、撃退したっていうことになるのかな？」

　その姿が見えなくなってから、僕は呟つぶやいた。

「そうですね。もう襲っては来ないと思います」

　エルが答えると、アリエヌはおずおずと口を開く。

「わたくしも、もうジョーカーズの恨みを買ってないと思っていいのかしら？」

「いいんじゃないでしょうか」

「良かったわ……。ありがとう、ご主人」

「いや」

　僕は首を横に振って微笑ほほえむ。

「でも、このスライムたち、どうするの？」

　アリエヌに言われて、あらためて辺りを見渡す。

　周りには、相変わらずたくさんのスライムがひしめきあっていた。セキカが乗っていったスライム以外は、そのまんまだ。

「セキカの奴やつ、このスライムも連れて帰ってくれれば良かったのに」

「だよね。指示がないかぎり硫酸は吐かないけど、それでもこれだけいたらジャマだよね」

　ハニーもため息をついた、そのときだった。

「心しん太た、困ってるノ？」

　見ると、トロミが心配そうに話しかけてきていた。

「あ、う、うん」

　僕が頷うなずくと、トロミは言った。

「どうなったら、困らなイ？」

「うーん……。とりあえず、このままスライムがここにいると、城が建てられないんだよ」

「お城？　スライムどいたら、すぐに城が建ツ？」

「そ、そうだな。そうなってくれたらありがたいけど、でもまぁ、すぐには建たないな。レンガとかの材料が、すぐに用意できないから」

　そんな僕に、横からカシコが言う。

「いっそのこと、スライムでお城を建てちゃうとかしたら、一石二鳥ですねっ！」

　ハニーがそれに答える。

「何言ってんのカシコちゃん!?　本当に発想がアレだね!?」

　僕もそれには同感だ。

「さすがにありえないだろ、スライムなんて！」

　だが、トロミはしばらく考えてから、言った。

「それ、あり得ないことも、ないと思ウ」

「えっ？」

　するとトロミは、スライムたちに向かって、何ごとか号令をかけた。

「みんな手伝っテ！」

「ピーッ!?　ピギャッ!?」

　スライムたちはトロミの声に反応する。

「な、何なの!?」

「集エ！　トロミの望むままニ！」

　直後、スライムたちはトロミの前に規則正しく並ぶ。

　そしてそのまま、体を板のように平べったくして動かなくなった。

「えっ!?　ええっ!?」

「トロミたちスライムは、体の形や硬さを、自由に変えることができるノ！」

「そ、そうなのか!?」

「だから、材料にだってなれル！」

「えっ!?　でもそれって、スライムたちが動けなくなっちゃうってことじゃない!?」

　心配するハニーに、トロミは首を横に振る。

「心配いらなイ。冬眠みたいに、体の活動を、止められル」

「で、でも！　それでも動けなくなっちゃうんでしょ？」

「うん、でも、スライムだって、実は誰だれかの役に立ちたいと思ってル。みんな、トロミたちスライムを見ると怖がって逃げてしまうから、そんなチャンスはなかったけド」

　それを聞いたエルは、ハッとしたように言う。

「確かに……！　そもそも、スライムと向き合って、ここまでコミュニケーションを取った例ってありませんでしたものね」

「そう。だからトロミは、すごく感謝してル。他ほかのスライムたちも、それは同ジ。あのままだったら、ずっと、ゴーゴンに使われるだけだったシ」

「そうか……」

「だから気にしないデ！」

　トロミはにこやかに言い切る。

「だったら、ご厚意に甘えて……頼めるかな？　カシコ？」

　僕がそう言うと、カシコと副村長のササエは頷うなずく。

「任せてくださいっ！　スライムを材料にして、お城にすればいいのですねっ！」

「はじめて扱う材質ですが、形が自由になるのなら！　何とかしてみましょう！」




　そしてドワーフたちは、スライムの材質や形状、またどれくらいまで変化できるのかを徹底的に調べ始めた。

　同時にカシコは設計図を作り始めた。




　設計が整い、着工に入ったのは、次の日。

　シルビアたちがここに来てから三日目……まさに約束の最終日だった。

　ササエが手直しして完成した設計図に従って、ドワーフたちが次々とスライムを組み上げていく。

　材料に事欠くことはまったくなかった。スライムは、トロミの号令のもと、次から次へと集まって来たのだ。

「まるで世の中のスライムのすべてが集まってきてるみたいですね！」

　エルの言葉に、トロミは言った。

「これでも１／10もいないヨ？」

「恐るべしですね、スライム」

　作業に当たったのは、スライムとドワーフだけではない。エルやハニーやアリエヌ、ヌスミやその部下たちはもちろん、ここに集まって来た、たくさんのエルフ・フェアリー・マーメイドたちも、作業を全力で手伝ってくれた。




　そして夕方には、完全な「城」が完成していた。

　様々な色合いのスライムを使ったため、ものすごくカラフルな建物ができた。でも形はきちんと洋風のお城になっている。前衛芸術の大作のようだ。

「できたヨ！」

「できましたねっ！」

　一番高い尖せん塔とうのてっぺんで最後のスライムが固まると、スライムに号令をかけていたトロミと、ドワーフたちを指揮していたカシコが嬉うれしそうに叫ぶ。

　僕はそれを見て、日本の歴史を思い出した。

　かの豊とよ臣とみ秀ひで吉よしは、墨すの俣またという場所に、一夜で城を築いたとされている。

「墨俣の一夜城ならぬ、スライムの一夜城か！」

「す、すごーい」

　ハニーたちも、この城の完成に驚いている。

「じゃあ、最後ニ」

　トロミはそう言いながら、城のカベに向かって近づいた。

「えっ？」

　トロミは手をカベにつける。直後、その手が少しずつカベに同化していった。

「ちょっ！　ど、どうするんだ!?」

　僕の質問に、トロミは当然のように答えた。

「トロミも、お城の一部になル！」

「ど、どうして!?」

「みんながお城になったシ。トロミもお城になることで、心しん太たの役に立ちたイ」

「ま、待って！」

「？」

「君は、そのまま僕たちの仲間になってくれないか？」

「エ？」

「城のカベも大切だけど、でも。君の存在は、それと同じくらい僕の力になってくれるはずなんだ！」

「で、でもトロミだケ？　みんなが何て言うカ」

「それなら、心配ないんじゃない？」

　アリエヌが指し示した方を見ると、城壁になったスライムたちが体を膨らませ、文字を作っていた。そこには「ガンバレ」と書いてあった。

「み、みんナ!?」

　トロミの目に、涙が浮かぶ。

「よろしくな。トロミ！」

「よろしくね、トロミちゃん♪」

「う、うン！　がんばル！」

　トロミは涙目のまま、僕たちに近づく。そしてハニーやアリエヌたちと、ギュッと抱き合った。

「じゃあ、お城の中を見てみましょうよ！」

「うんっ！」

　僕たちは笑いながら、城の中に入る。

　エルは安あん堵どの表情で僕を見る。

「女王との約束通り、城が築けましたね。これで女王も、私たちが国を作るのを認めてくれるはずですよね？」

「そうだな！」

　さらにカシコも自慢げに言う。

「このお城、すごいんですよっ！　一階から数えて、最上階の天守閣まで10フロアもあるんです！」

「そんなに!?　登るのが大変そうだな！」

「いえ、心配なくっ！　ちゃんと魔法のエスカレーターがついてますからっ！」

「なるほど！　それなら安心だな！」




　数分後。

　カシコの豪快な設計ミスで、降りる方向の魔法のエスカレーターが設置されていなかったことに気づいた。急な作業だったため、ササエの手直しが漏れていたのだ。

　そしてそのとき、僕たちはすでに天守閣まで登っており、地上に戻るには、飛び降りるしかない状況だった。

　下のドワーフとスライムたちに大声で叫んで、エスカレーターを設置しなおし、無事に地面に降り立つことができたのは、その日の夜中だった。





　　　　＊






　一方、こちらはロンド国。

　王宮の部屋で退屈そうに紅茶を飲んでいた女王エリザのところに、女騎士シルビアが入ってくる。

「女王、ご報告がございます。よろしいでしょうか？」

「それって、いい報告？　悪い報告？」

　その質問に、シルビアは唾つばを飲み込む。

「どちらかと申しますと、悪い報告か……」

　パリーン。

　室内に、陶器が割れる音が響いた。エリザが、己の飲んでいた紅茶のカップを落としてしまったのだ。

「！」

「あーらぁ？　カップが落ちちゃったぁ」

　もちろんミスではない。自ら落とすことで怒りを伝えただけだ。その威圧を感じてシルビアが少しだけ震える。

「どうぞぉ？　しちゃって、その悪い報告ぅ」

「す、す、すみません。あの、新勢力たちが、城を建てたようです」

「何ですって？」

　女王の顔が、にこやかにゆがむ。

「前に女王がご提案されていた『三日以内に城を建てたら国として認める』という約束を、彼らが達成し……」

　バリーン！

　落ちたカップの上に、さらに紅茶のポットが落とされた。さっきとは比較にならない破壊音が響く。

「!!」

　女王は、相当に怒っている。そのことを感じて、シルビアの体が固まる。

　目を合わせないようにしつつも様子をうかがうと、エリザはニヤリと笑っている。そして、その笑った目の奧おくに、強い怒りの炎が燃えていた。

　シルビアは大きく深呼吸すると、何とか言葉を口にした。

「そもそも不可能な約束を飲ませることで、それが守られなかった場合、彼らに徹底的な心的ダメージを与え、また堂々と攻め込む名目を作るための提案でしたが……。まさか本当に築城するとは、どんな手段を使ったのか」

「……」

　エリザは何もしゃべらない。しかしだからといって、報告と確認を止めるわけにもいかない。シルビアは意を決して、その後の言葉を続けた。

「や、約束通り、彼らを国だと認めてやる、ということでよろしいでしょうか？」

　すると女王は口を開く。

「私が。そんな約束を、したっけぇ？」

　それを聞いたシルビアはうろたえる。

「はっ？　で、ですが、お約束が……」

「約束した本人は、私じゃないんだけどなぁ？」

「うっ」

　シルビアが狼ろう狽ばいする。これは、すべての責めが自分に帰すパターンだ。

「それに、世の中の言葉には、二種類あるの」

「……とおっしゃいますと？」

「『私の言葉』と『私の言葉ではない言葉』」

「……」

「前者は絶対的な力を持つわ！　でも！」

　女王は高らかに叫ぶ。

「後者は一切の力を持たないの！　私の言葉に比べたらねぇ！」

「さ、左様でございますね……」

「言いたいコト、分かるかなぁ？」

　その言葉に、シルビアはさらにビクッとする。

「すぐにでもそのお城、壊しちゃえば、約束が守られてないことになるんじゃない？」

「はっ……」

「ていうか攻め滅ぼしちゃって、みんな捕まえちゃえば、国なんてフザけたこと言う気力、なくなるかもねぇ？」

　その発言に、シルビアは身を硬くして頷うなずくしかない。

「あーっ！　それいい～！　そうすれば『エルフのブラ』もゲットできるし、一石二鳥に三鳥かも！　一石で全員ツブしちゃえるかも～！」

　この決定は絶対だ。エリザの持つ権力という石は、確かに鳥を何羽でも殺せるほどに強大だ。

　シルビアは、たった一言だけ……これ以外の言葉は一切許されないと知っている、唯一の言葉を口にした。

「……御意」

「ふふっ！　うふふふふっ！　あははははっ！　楽しい！　何て楽しいんでしょう！　私以外の人間で、好き勝手に遊ぶのは！　オーッホッホッホ！　ホーッホッホッホッホー！」

　女王の高笑いが、王宮の中に響いた。




　僕は、そんなことはまったく知らないまま、できあがった城の中で、つかのまの休息を味わっていた。






★15　悩みへの質問



　誰だれにだって悩みはある。それゆえに、相手とさらに親しくなりたいと思うのなら、その悩みについて聞き出すことだ。

　特に「悩みがあるでしょう？」と言われると、人は動きが止まり、自分の心を言い当てられたような気持ちになる。もちろんそこで「悩みなんてない！」と言われるなら、「あ、考えすぎだったか。ごめんね」と言えば終わる話だ。そうなったとしても、相手は見抜かれたようなドキドキを抱く。そしてそこで、もし「悩みがある」というのなら、それは「自分のことを分かってもらえている」ということになり、会話の主導権を握ることができる。





★16　前提質問



　たとえば悩みについて相手が認めていないときに「悩みがあるよね？」と聞いていては、相手の防御心が強い場合「ない」と言われてしまうリスクがある。こんな時には一歩踏み込んで「どんな悩み？」と聞いてしまうことだ。特に「どんな」と聞かれてしまったときに「悩みがない」というのは答えづらくなるため、悩みの内容について答えやすくなってしまう。これはたとえば恋人について聞きたいときも、「恋人っているの？」と聞くよりも、いきなり「恋人ってどんな人？」と聞いてしまうという方法で応用が利く。同じく、相手はついつい答えてしまうはずだ。

　さらに進めるなら、たとえば「ご飯行かない？」よりも「ご飯行くなら、どんなものが食べたい？」などと聞いてしまう。すると相手は何かを答え、その結果「じゃあ、今度それ食べに行こうよ」などと話を進めることができる。もちろんやりすぎは強引さを感じさせるが、たまに挟み込むくらいなら非常に有効だ。





★17　限定による話の引き出し



「全部話して」というよりも、一部だけに限定して教えて、という方が、相手は話しやすくなる。相手は「言える範囲・言えない範囲」などを漠然とイメージし、「だったらこれくらいは話していいかな……」と思い、口を開きやすくなるのだ。

　そして一度でも口を開き始めれば、あとは大半のことを話してしまう。とにかく話を聞き出したいと思うのなら「言える範囲でいいから」を覚えておくといい。





★18　共感のセリフ



　実際に会話においては、そもそも相手がポジティブな話をしているか、ネガティブな話をしているか、どちらかを見極めるクセをつけておくことが重要だ。たいていにおいて会話はどちらかになる。特に悩み相談なら、大半はネガティブな会話だ。であれば、「つらいね」「大変だね」という言葉は、もう鉄板のフレーズだ。これを使わないで会話を聞くのは不可能に近い。ぜひ覚えておいてほしい。





★19　パズルの実験



　実験者は、被験者たちに、百問あるパズルを解かせた。そして最初の方に「休憩を取りますか？」と聞くと、ほとんどの被験者が「はい」と答えた。しかし九十問目など、残りがほとんどないときに同じ質問をすると「いいえ、休憩はいりません」と答えた。ものごとにたいしてのめり込み、進んでいくほど、それだけに集中していくわけだ。これは宿題などでも同じことが言えるかもしれない。大変なのは、取りかかりや、最初のうちだけだ。進めていけば、あとはいつのまにか最後までやってしまえる。まずは始めることこそが何より重要なのだ。





★20　否定できない好意の伝え方



　たとえば「綺き麗れいだね」「カッコいいね」というセリフであれば「そんなことないよ」と否定されることもある。また誰だれが誰に言っても通じるセリフゆえに、相手は「誰にでも言ってるセリフ」と思ってしまうかもしれない。

　しかしここで「好みなんだ」「タイプなんだ」など伝えれば「いいえ、私はあなたの好みではない」とは否定しづらくなる。また一段、言葉を限定し「私にとってはあなたが好みだ」ということになるため、相手へのインパクトはより強まる。好意は「好み」と伝えることを覚えておこう。





★21　パーソナル・スペース



　物理的な距離と心理的な距離は一致する。これについては以前にも話したが、あまりに重要なのでもう一度伝えておこう。誰だれかと親しくなりたいと思うのなら、一歩でもいいからその人に近づくことだ。足が無理なら、手を伸ばすだけでもいい。もちろん今回のように顔を近づけるだけでもいい。もしそのときに相手が引いたら、まだ親密感が生じていない証拠。その場合はさらに会話をつづけよう。もし相手が引かないなら、そのまま相手に触れて、キスなどを試みてもいい。





★22　リラックスと神経の関係



　人間はリラックスすると、攻撃心などが薄れていく。これは人間の神経には、相反する働きをする二種類のものがあるからとされている。

　一つは「交感神経」、もう一つは「副交感神経」。リラックスするときに働くのは後者、攻撃したりチャレンジしたりするときに働くのは前者。この二種類の神経は同時に動くことはないと言われている。よって、もし勉強したり、何かにチャレンジして成果をあげたいと思うのなら、「リラックスしすぎないこと」を心がけることも重要だ。

　また他ほかにも、音楽を聞きながら勉強をしている人もいるが、そういう意味では、あまり勧められない。なぜなら音楽でリラックスしてしまうからだ。もし重要な勉強をするなら、音楽を消したり、またどうしても聞きたいなら、アップテンポの音楽にしたりすることを勧める。また異性をリラックスさせ、攻撃心を減らしたいと思うのなら、逆に音楽をかけたり、マッサージをしたりするのも手だ。





★23　学習処女理論



　たとえばあなたも、最初に異性と旅行にいったときのエピソードや、最初にキスや手をつないだ異性のことは、鮮烈に覚えているはずだ。「はじめて」というのは、それだけインパクトが強い行為なのだ。

　これを心理学では「学習処女理論」と呼ぶ。僕も名称がマニアックだと思う。処女的な「はじめて」の学習は重要なのだ。

　よって誰か、すごく好きな相手がいるなら、ともに「はじめて」を行うことが重要。たとえば海外に行ったことがないなら海外旅行。アスレチックに行ったことがないならアスレチック。内容は何でもいいので、二人にとって「はじめて」をすることだ。





◆第５章　アリエヌに足を生やせ！




　そうして城が完成した、次の日の朝。

「あしぃっ！　あしあしあし、あしぃぃぃぃっ！」

　よく分からない叫び声によって、僕は強制的に起こされた。

「な、何だ？」

　寝ぼけ眼のまま、声の主を探る。見ると、その声をあげていたのは、僕のベッドの脇に立っているアリエヌだった。

「あしぃっ！　あしあし───っ！」

「いやいやいや、何言ってんの？　落ち着いて話してくれる？」

「わたくしは、足がほしいの！」

「あし？」

「そ、そうっ！　足！　足足足、足がほしいの！」

　アリエヌは声を荒らげ、興奮した様子で顔を紅潮させている。

「あぁ、『足』って言ってたのか。僕はてっきり、『あひぃ』みたいな叫び声のバリエーションの一つかと思った」

「そんなワケないでしょ!?　上品なわたくしが！　ただでさえ上品なものを、さらにグッツグツに煮出した上品さの結晶のようなわたくしが、そんな声出すワケないでしょ!?」

「煮出したというより、煮こごりじゃないのか？」

「あーっ！　もう！　何でもいいの！」

「で、え、何？　足がなんだって？」

「だから！　わたくしは足がほしいの！　足を生やしたい、二本の足で地上を歩きたい！」

　あらためて彼女の体を見る。言うまでもなく、上半身が人間、下半身が魚。いわゆるマーメイドだ。それを再確認した上で、僕は静かに答えた。

「いや、その光輝く個性をあえて捨てなくてもいいんじゃないか？」

「光るのは魚だから！　お寿す司しでたとえるなら光り物だから！」

「別に鱗うろこの光り方について言ったわけじゃないんだけどな!?」

　なだめるためにいい表現をしたつもりが、まったくの裏目になったのを感じた。

「でも、何で今さら？」

　僕の質問に、アリエヌは不服げに頬ほおを膨らませて答えた。

「直接的な原因は、ご主人ね」

「えっ、僕が何かした？　気づかない間にとんでもないこと、した？」

「ほら、一昨日トロミちゃんを作ったとき！　『スラッとまっすぐ伸びる美脚！』みたいなこと言って、足をものすごくあがめてたじゃない！」

「あがめてたってほどかな!?」

「あがめてたわよ！　『美女に何より必要なのは足！　それも美脚だハァハァ！』くらいな雰囲気出してたわよ！」

「そこまでじゃなかったと思うぞ!?」

　それを聞いて、トロミはすまなさそうな表情をした。周りを見回すと、いつの間にか女性陣が勢ぞろいしている。砦とりででも城でも、僕の寝室はこうなってしまう運命らしい。

「アリエヌ……。足がほしいノ……？　トロミの、あげようカ……？」

　そう言いながら、彼女は自分の足をブチッと取った。

「スライムだから、いくらでも取れるノ」

「良かったな、アリエヌ」

「ひいいいっ！　他人の足はイヤぁ！　私だけの足が欲しいのぉ！」

「そんなに興奮するほどなのか」

　まあ僕もトロミが足を取ったのは少しぎょっとしたけど……と思って見ていると、アリエヌは肩で息をしながら、幾分落ち着いた様子で話す。

「何にしても、もうこの魚の下半身には飽きたの！　もっと人間のように生きたいの！」

「いやいや、前に『マーメイドの方がレアだから婚活に有利』って話してなかったか？」

「そうなんだけども！　それでもやっぱり、結婚生活になると不安があるの！」

「不安？」

「そう！　だってそもそも、人間と違って、マーメイドは子供を作るときに、まず女の子が卵を産むの。そこに男の子があとから……って何言わせんの!?」

「お前が勝手に話をしたんだろ！」

　顔を真まっ赤かにしたアリエヌは、恥ずかしさをごまかすように咳せき払ばらいして僕を見た。

「何にせよ、味気なくない!?　人間みたいに、愛とか情熱とかロマンがあふれる濃密な交わりがないのよ!?」

「どの人間のそれも、常に愛と情熱とロマンあふれるかは分からないけどな!?」

「もっと冷めたやりとりとかもありそうですよね……一時のうちの両親のように……」

　エルが切ない笑顔で同意する。それに対して、ヌスミも切ない微笑を浮かべて頷うなずく。

「冷めちゃうからこそ、コスチュームプレイとか、色々な下着とかに需要があるのさ……」

　なんか悲しくなってきた。しかしアリエヌは決して納得しない。

「そんなの！　確かに人間でも冷めた関係はあるでしょう！　でも魚ほどじゃないでしょ!?　『はいそこに卵産んでおきましたー、あとはご自由にどうぞー』みたいなのはないでしょう!?」

「人間でも、そういうことはあるかもしれませんけどもね」

　エルの言葉に、ヌスミも悲しげに目をつぶって頷く。

「そうだねぇ。人間なら『はい寝っ転がっておきましたー、あとはご自由に……』」

　いい。みなまで言わなくていい。

「まぁ！　そのあたりはおいといて！　やっぱり人間と結婚したら、生活の大半は地上になるでしょう？　二人でお散歩とかでも、ピッチピチとハネていくのも限界があるし！　何より結婚式のバージンロードで、わたくしの歩いたあとに、水のあとがついてくのもイヤなの！　参列者のギャルに『あの花嫁、グッショグショじゃんｗ　ウケるーｗｗ』とか言われるのがイヤなの！」

「参列者にギャルを呼ばなきゃいいんじゃないか？」

「そういう問題じゃないの！　ギャルじゃなくてもみんな内心そう思うに違いないわ！」

「そ、そうかなぁ!?」

　そんなアリエヌの嘆きを見かねたのか、ハニーがなだめるように口を開く。

「じゃあ、バージンロードの濡ぬれたところ、後ろからハニーたちが拭ふいてあげるから！」

　それにヌスミも賛同する。

「そうだねぇ！　アタシも拭いてやるよ！　下着で……じゃない、モップでゴシゴシと！」

　するとアリエヌは大声で叫んだ。

「ああああっ！　何それ！　動くそばからモップでゴシゴシって！　カーリングか！　バージンロードでカーリングか！」

「逆！　カーリングで拭くのは、進む先の方向だよアリエヌちゃん!?」

「どっちでも一緒よ！　『逆カーリングじゃんｗ　ウケるーｗｗ』って言われるわ！」

「だからギャルを呼ぶなって！」

　ダメだ。興奮していて話にならない。そもそもこっちの世界でもカーリングはあるんだな。そして地球と同じく、大半の人にとって『モップでゴシゴシ』という印象なんだな。

「こ、困りましたね」

　エルに言われて、僕は彼女に聞く。

「人魚に足を生やすことって、可能なのか？」

「いえ、そんな簡単に行くワケがありません。種族が種族のカベを超えるなんて……。そもそもアリエヌさんが、海から川で生息するようになるだけで魔人魚の力を借りなければいけなかったくらいですから」

「だよなぁ」

　そのとき、ドワーフのカシコがおずおずと言った。

「方法がないわけじゃないですっ」

　それを聞いて、みんながカシコに注目する。

「どんな方法？」

「実は私、聞いたことがあるんですっ。ある神殿のことを」

「神殿？」

「はい。そこは何でも、『足関係ならどんな願いも叶かなう神殿』だそうですっ」

「ちょっと待て！　足関係ってどういうこと!?　足限定の願いしか叶わないの!?」

　するとカシコは困ったように軽く肩をすくめた。

「そうなんですっ……。祀まつられているのが足ゆえに、なぜか叶う願いも足限定のようで」

「たとえばどんな願いが足関係の願いなんだ!?」

「スネ毛をなくしてほしい、とか」

「地味だな！」

　スネ毛くらい脱毛すればいいんじゃないか。まあ、この世界にはそんな科学技術はないのかもしれないが。しかしだからといって、神殿で願うほどの悩みとは思えない。

「他ほかにはどんな足関係の願いが……？」

「扁へん平ぺい足そくを治してほしい、とか」

「負けず劣らず地味だな！」

「何にしても、とにかくその神殿に行けば、アリエヌさんの、足を生やしたいという願いが叶かなうかもしれないんですね……？」

　エルの言葉に、カシコは頷うなずく。

「はい、それが足関係の願いゆえに、おそらく叶うのではないかとっ」

　大丈夫なのか。脱毛をやってるクリニックで、「足を生やしてほしい」と頼んでＯＫされるとは、まったく思えないんだが。病院と神殿を一緒くたにしていいのか分からないけど。

「ちなみに、何て名前の神殿なんだ？」

　するとカシコは、恥ずかしそうな表情で答えた。

「『ア神殿』だそうですっ」

「はい？」

「『足の神殿』だけに、略して『ア神殿』だそうです」

「色々な意味で大丈夫か、この世界は」

「わ、私に言われてもっ！」

「で、どうする？　行く？」

　僕からの質問に、アリエヌは「分かってないわねぇ」とでも言わんばかりに、肩をすくめて言う。

「答えは、『あ』と『た』と『り』と『ま』と『え』で作られる、５文字の言葉よ」

「え、それ分ける必要あるの？　『あたりまえ』以外に『ありたまえ』とか『あまえたり』とか考えちゃったりしてややこしくない？」

「とにかく行くの！　行きたいのー！」

　アリエヌは大げさなくらいにハァハァ息を吐き、顔を赤くしている。もう大興奮だ。

「仕方ない、その神殿に行ってみるか」

　この流れだと、とにかく行くしかないだろう。

　僕たちは、カシコに詳しい場所を聞き、その神殿に向かうことにした。




　ア神殿は、僕たちの城から数キロほどのところにあるようだ。

　アリエヌはとにかく急いで向かおうとしてビッチビチと跳ねる。

　僕たちも、行きがかり上彼女に同行することになった。

　道中は、ずいぶんと傾斜が多い道だった。

　野山を上り下りし、歩き始めてから二十分もしたころだろうか。

　カシコが唐突に声をあげた。

「あっ！　あちらに見えますのが、その神殿ですっ！」

　その言葉に彼女の視線の先を見ると、大きな神殿があった。

　ギリシャのパルテノン神殿のように、大きな柱が何本も直立して周囲を囲った、荘厳な建物だった。

　ただ普通の神殿と違ったのは、柱のデザインが、すべて女性の足だったことだ。一本一本の柱が、そのまんま、女性のフトモモから足先までをかたどったような形をしていた。

「いやいやいや！　何だよあのデザインは！」

「そんなこと言われましても！　足関係の神殿だから、しょうがないのでは!?」

　その柱の有り様を見て、ヌスミがやれやれというようにため息をつく。

「センスを疑うねぇ」

「下着にまみれた砦とりでをアジトにしていた、下着専門盗賊団の首領にだけは言われたくないと思うけどな……」

「何にしても、向かってみようか」

　ハニーが言って、僕たちはその神殿に進む。

「……足の神殿に、足を踏み入れるんだね」

　ハニーがふとつぶやく。

　うまいのかうまくないのかまったく分からないが、ともかく僕たちは中に入った。




「ようこそ、ア神殿へ。何か、ご用かな？」

　神殿に入ると、神官らしき人物が出迎えてくれた。

　その人は、白いシャツに、大きな前掛けをつけている。

　パッと見からして、神事を司つかさどるような、非常に荘厳な雰囲気の男性だった。

　ただ前掛けに描いてあった絵が、女性の足である点だけをのぞけば。

　その姿をしばらく見つめてから、僕はエルの顔を見て言った。

「この大陸って、変態しかいないの？」

「まったく違います！　ごく一部だけです！」

「ごく一部が変態であることは認めるんだな」

　僕はあらためてその神官の方を見る。神官は頭にターバンのようなものを巻いていた。

「頭の装束はまともなんだな……」

　と言おうとした瞬間、そのターバンが、ストッキングであることに気づいた。

「……まともなところが、一つもないな」

「私も同感です」

　エルとそんなことを言っている間に、アリエヌは大急ぎで神官に向かって跳ねていく。

「神官さま！　神官さまー！」

「よくあれを目の前にして『神官』だと認められるな」

「それだけ必死なのでしょうね」

　僕たちの会話をまったく気にせず、アリエヌは神官に助けを求める。

　それに対して、神官は静かに言った。

「どうかしましたか？　迷える小魚よ」

　あ、そこ、子羊じゃないんだ。マーメイドだけに、ちゃんと合わせた言い方するんだ。

「神官さま！　とにかくわたくしは足が欲しいの！　人間のような足を！」

「ほほう」

「人間のモデルのように美しくて、スラッと伸びて、足を組み替えるだけで男たちが集って『なんて美脚！　今すぐ僕と結婚してください！』『いいえ私の顔を踏んでください！』『いやいや僕の体中をその足の裏で』とか懇願してくるような足をちょうだい！」

　どんな願望なんだそれは。もうすでに婚活から目的が離れてきてないか。

　すると神官は、厳かに頷うなずきながら答えた。

「なるほど……。足を生やしたいのですね……？」

「その通りよ！　可能なのかしら!?」

「もちろん、不可能ではありません。こちらの神殿では、足に関するさまざまな願いを叶かなえております」

　神官の言葉に、アリエヌは息を詰めて聞き入る。

「そして確かに、『足を生やす奇跡』も起こすことができます」

「やったぁ！」

　アリエヌは満面の笑顔で飛び跳ねる。それを見て、思わず僕は口を出す。

「そ、そんな都合のいい奇跡が!?」

「はい。どんな生き物にも、足を生やすことが可能です」

　神官は頼もしげに頷うなずく。

「ただ、その奇跡を起こすに際して、条件がございます」

「条件……？」

「実はこのア神殿では、『足こそが神』という教義のもと『ア神教』を信仰しております」

「……」

　アホ神教の間違いなんじゃないか。

　僕はそう思いつつも、何とか言葉にするのをこらえる。

「そのア神教の中で、我々が聖なる存在としてあがめているものがあります。それが何かお分かりでしょうか？」

　分かるような気がするけど、分かりたくないような気もする。

「それこそが『クツ』！　女性のクツは、足の魅力を最大限に高めるのです！」

　うん。本当に頭おかしい。

「そんなクツの中でも、もっとも素晴らしいものが何か分かりますか!?」

　何だこれは。足クイズが目白押しか。

「ハイヒールです！　女性の足をさらに美しく見せる、最高のクツ！　それこそがハイヒールなのです！」

　あれ僕、何でこんな講釈を聞かされているんだろう。

　すると神官はさらに言葉を続ける。

「そして我々は、いわゆる『究極のハイヒール』を作りだそうと努力してきました！」

「究極の……ハイヒール……」

「そう……！　それをはいている姿を見ているだけで、周囲の男たちに、恍こう惚こつとした、ハイな気分を感じさせるハイヒール……！」

「はくだけでハイな気分を感じさせるハイヒール……？」

「名付けて『ハイフィール・ハイヒール』！」

　え、本当にバカなのかな、この世界の人。

「で、とにかくそのハイ何とかがどうしたの？」

「はい……！　『ハイフィール・ハイヒール』こそ、わが神殿が誇る神器なのです」

　今すぐ神殿を破壊したくなってきた。いや、さっきから破壊すべきかなって思ってたけど、今やっと確信に変わった。

「この神器さえあれば、儀式に使うことによって、当神殿は、あらゆる奇跡を起こすことができるのです」

「ハイヒールで……儀式が……」

　何ともいいようのない切なさがこみ上げる。

「ま……まぁ、とにかく微妙な神器であることは分かったけど、それを使って奇跡が起きて、わたくしに足が生えるなら、ぜひお願いしたいわ」

　アリエヌのセリフに、神官は静かに首を振った。

「ただ一点だけ、問題があります」

「一点だけとは思えない問題だらけの状況だと思うけども、どんな問題が？」

「実はその神器『ハイフィール・ハイヒール』は、当神殿が、ある工房に製作を依頼している最中なのです。しかしその工房の仕事が遅く、いまだにまったく完成しておりません」

「そ、そんな大変なものなのか……？」

「はい。何でも、作るのに命を削るレベルの集中力を使うようで……」

　命を削って作るのがハイヒール。それでいいのか。

「とにかくこの神器ができあがるまで、儀式を行うことができません」

　そのあたりで、僕は神官の言いたいことを察した。

「なるほど……。僕たちは、その工房に行って、神器を催促して作らせればいいんだな？」

「その通りです」

「何て言う工房なんだ？」

　すると神官はうやうやしく答えた。

「ドワーフのハイヒール工房です」

　何て言うか、すべての思考を放棄させるインパクトのあるワードが出た。

　その直後、みんなの視線が一斉にカシコに集まる。

「は、はいっ!?」

「え、まさかカシコ？」

「違う違う、違いますよっ!?　私たしかにドワーフですけどっ！　うちの村落ではそんなの作ってませんよ!?」

「でも、ドワーフって」

「ドワーフをみんな一緒にするのはやめてくださいっ！　確かに技術力が高いから何でも作りますけどっ！　ハイヒール作れるドワーフなんて、ほんの４割ですよっ!?」

「え、意外に多くない？　ハイヒールに関して、みんなすごいポテンシャル持ってない？」

「で、でも、工房を構えてまでハイヒールを作ってるドワーフなんて、私の知るかぎり、一人しか……」

「どんなドワーフなんだ？」

「ドワーフの長老です」

　長老なのにハイヒール作ってんだ。

「私たちの村落にも属さない、伝説の長老で。世の中に流通してるハイヒールの９割は、彼が作っていると言われていますっ……！」

　すさまじいエネルギーだな。長老なのに。そこまでハイヒールにかける情熱は何なんだ。

「その長老がここの神官になればいいんじゃないの？」

　すると神官は憤慨して言った。

「何てことをおっしゃいますか！　ここの神官になるには、足に関する総合的な知識と情熱が必要なのです！　それはハンバーグだけを作るプロのコックに『総料理長になればいいじゃん』と言うようなものですよ!?」

「言いたいことは分かるし軽はずみな発言をして大変申し訳なかったのだけど、ハイヒールをハンバーグにたとえるのはやめてくれ」

　僕はそう言いながら、あらためて状況を整理した。

「で、その長老ドワーフがハイヒールを作っている、と。なら、その長老のところに行って、ハイヒールを完成させてもらえばいいんだな？」

「そうです！　ハイヒールさえ完成すれば儀式も可能ですし、そのマーメイドの方も……」

「足をゲットできるのね！　素晴らしいわ！」

　アリエヌは足が生えた自分の姿を想像して、喜びでピチピチ跳ねる。

　するとカシコが心配そうに言う。

「うーん。でもそう簡単にお願いを聞いてくれるかは分かりません。ドワーフ仲間の中でも、結構、気むずかしい堅物の長老として有名ですし」

「堅物なのに作るのはハイヒールなんだな」

「職業と性格は別ですっ！」

「まぁ、そうなんだけど」

「そうと決まれば話は早いわねっ！　ではそのハイヒール工房に行きましょう！　場所は？」

　アリエヌは神官に案内を求めた。

「ここから、パンプス川を越えて、ミュール平原を進み、ロングブーツ山のふもとに」

　聞いているだけで頭が痛くなるような地名ばっかりだった。




　二時間後。

　僕たちはドワーフのハイヒール工房の前についていた。

　小さな小屋の前に、看板代わりに、大きなサイズのハイヒールが置かれていた。

　しかも小屋の数倍はあろうかと思われる巨大サイズだった。

　なぜそこまでハイヒールを強調するのか。その材料費で、小屋をもっと大きくできたのではないか。そんなことを思いつつも、それをツッコんでもムダな気がしたので、そのまま中に入ろうとした。

「あ、あの、すみません……！」

　そう声をかけようとした瞬間。

　中から、大きな声が響いてきた。

「あ──っ！　ダメだダメだダメだあああっ！」

「な、何ごと!?」

　僕たちはドアを開けて、中に入る。

　すると中には、白ヒゲのドワーフがいた。頭髪はないが、その代わりに白い眉毛が長く伸びていて、目元が隠れている。顔はシワが多く、老人であることがうかがえた。

「ダメだあああっ！　こんなハイヒールではダメだあああっ！」

　老人ドワーフは、ハイヒールを全力で噛かんでいた。

「な、何されてるんですか、あれ!?」

　エルがたじろいだ様子で僕に聞いてくる。

「ここまでの情報をすべて考えあわせるに、ハイヒールを製作するのが彼の仕事で、そして理想的なハイヒールを作ろうとするもそれがうまく実現できず、その憤りにより失敗作のハイヒールを破壊しようとしているのだろうけども、ただ、単なるハイヒールを食する変態にしか見えないのが玉にキズだな」

「あ、あぁ……すごくよく分かった気がします」

「ハイヒールでも、産みの苦しみというものが存在するんだな……。しかし、あそこまで興奮しているとは思わなかった。カシコ、いつもああなの？」

　するとカシコは首を振って言った。

「いえ、いつもは、もっとヒドいです」

「あれより、もっと」

「たぶん長期間にわたってハイヒールを作り続けてきた疲労もあるんだと思います」

「そ、そうか。とにかく話してみよう」

　僕は、長老ドワーフの苦悩の叫び声にかき消されないように、大声で彼に話しかけた。

「あの！」

　すると、長老ドワーフはこちらに気づいて振り返る。

「誰だれじゃ、お主らは！」

「ぼ……僕たちは、変態神殿から依頼を受けて来た者です」

　それを聞いて、トロミがエルを見る。

「『変態神殿』じゃなくて『ア神殿』じゃないかナ？」

　直後、長老ドワーフは叫ぶ。

「あぁ、あの変態神殿からの使いか！」

「ちゃんと通じてるみたいだから、大丈夫のようですよ、トロミさん」

　エルがトロミに言って、トロミは納得したように頷うなずく。

「そっカ」

　そんな周囲の声を聞きつつ、僕はあらためて長老ドワーフに言う。

「あの、とにかく究極のハイヒールを仕上げてもらいたいのですが……」

　すると長老は、両手を挙げて僕を制する。

「分かっておる！　しかしそう簡単に行くなら苦労せん！　とにかくカンペキなハイヒールを作らなければならんのじゃ！　完全無欠のハイヒールを！」

　そのまま頭を押さえてうなり声をあげる。

　カンペキなハイヒールか。

　その瞬間に思い出した。

　心理学では、完璧主義の人間ほど、うつになりやすいと言われている★24。

「おそらくですが、あなたはかなりの完璧主義なんじゃないでしょうか」

「フッ……。完璧主義で当然じゃろう……。このハイフィール・ハイヒールは究極の製品じゃ……！　くわえてそもそも、ハイヒールは、なぜハイヒールと言うか知っているか？」

「な、何でですか……？」

「ハイ（最高級）のヒールだからじゃ！」

「いやいや！　そこは普通にカカトの高さの話だろ！」

「何でもいい！　ワシがそう考えたらそうなんじゃ！」

「そうかなぁ!?　それでいいのか!?」

　全力で首を傾かしげる僕に、エルは穏やかに言う。

「制作者がそう言うなら、そうなんでしょう」

「まぁ、それはあまり重要ではないな……。しかし」

　僕はあらためて考えた。何とか説得しないと、いつまでたっても神器を得られない。

「あぁっ！　とにかくこれ以上ない、最高のハイヒールを作りたいんじゃ！」

　老人は頭を押さえてのたうち回る。

「……。ハイヒールのことでここまで興奮できるのは本当にすごいことだと思う」

「そうですね」

「しかし、長老。あまりに完璧主義だと、仕事は終わらないんじゃないだろうか」

　僕が言うと、長老は頭から手を離して顔を上げる。

「むむ、まぁ、そうじゃが」

「完璧主義もほどほどにして、適当なところで妥協して、作品として発表してしまうのも手じゃないか？」

「む、むむむ……」

　僕の言葉に、少しだけ心が動かされているようだ。

　それを見て、アリエヌが僕に声援を送る。

「もっと押して、ご主人！　私に足をつけて、私をカンペキな美人にするために！　最高でカンペキな殿方をゲットできるために、カンペキな説得をお願いするわ！」

「うん、完璧主義はダメという流れの話だから、ちょっと黙っててくれるかな、アリエヌ」

　そして、あらためて長老に話しかける。

「とにかく完璧主義はあまりいいことではないんだ。たとえ80点でも70点でも、いやそれ以下でも、求めてる人間がいるわけだし、発表してしまうのがいいんじゃないかな」

「むむむむ……。そう言われたらそんな気もしてきたぞ……」

　おっ……。説得されてくれたようだ。

「しかしもう一歩だけインスピレーションが足りないんじゃ……！　あと少し、何かヒントになるものがあれば……」

　長老は苦悩の表情でそう言う。

「ヒント、か……。ヒントさえあればいいんだな。何かアイディアないか、みんな？」

　僕はハニーやヌスミたちに聞いた。

「わ、分からないよ、ハイヒールのインスピレーションなんて。ハニーたちフェアリーは空を飛ぶから、クツにそんなにこだわらないんだよね」

「アタシも、クツは専門外だからねぇ……」

　まぁ、そうだろう。そもそも何をもって専門と言えるのかは分からないが、こんなハイヒール作りに際して、適切なアドバイスを行える人はレアな気がする。よっぽどファッションに関心があるか、頭のいい人間でないと……。

　いや、待てよ？　頭のいい人間……。

「閃ひらめきましたっ！」

　声をあげたのは、カシコだった。

「おお、カシコ！　やはりそこは賢者……！　素晴らしいアイディアがあるんだな!?」

「はいっ！　究極のハイヒールのために、材質にこだわってはいかがでしょうっ？」

「材質に……!?」

　カシコの提案に、長老は興味を示したようだった。

「はいっ！　ハイヒールの材質といえば革ですよねっ!?　それを思い切って変えてみてはいかがでしょうかっ!?」

「なるほど、ハイヒールは革で当然と思っていたが……。そもそも材質を変えるとは思ってもみなかった……。何がいいんじゃ？」

　するとカシコはにこやかに言った。

「木なんてどうでしょうかっ？」

「木!?」

「はい！　しかも最高級のヒノキをゼイタクに使うのです！　樹齢千年くらいの！」

　最高級のヒノキも、千歳にもなって、ハイヒールの材料に使われるとは思ってなかっただろうな。そんなことを思いつつ、二人の会話を聞いていた。

「おおっ！　面白いアイディアじゃな！　それで!?」

「しかも形を、通常のハイヒールとは大きく変えてみてはいかがでしょうか？」

「形を変える!?」

「はいっ！　そもそもハイヒールは、カカトがとがっていますよね？　すると転びやすくなるため、思い切って、カカト部分を、横に細長い『板』にしてはいかがでしょう？」

「えっ!?　板!?」

「はい！　しかもさらなる安定のため、前にも同じものをつけてみてはどうでしょうっ？」

「前にも!?　し、しかしそうなると、ハイヒールにならないような……」

「もちろん、ヒールだけでなく、つま先部分も高くなりますっ！　しかしハイヒールのつま先も高くなってはいけないと、誰だれが決めたのでしょう!?　カカトさえ高ければ、ハイヒールの定義に入っているのではっ!?」

　何だ、ハイヒールの定義って。

　僕はそう思いながらも、黙って聞いていた。

「なるほどーっ！　面白い！　今までなかった発想じゃな！」

　長老はとても喜んでいる。

「さすが賢者……いえ、逆賢者ですね……。想像もつかないアイディアが目白押しです」

　エルが驚きながら呟つぶやいた。

「そうと決まれば、さっそくヒノキを手配し、制作に入るぞ！」

「お手伝いしますっ！」

　二人はすぐに工房から飛び出して行った。

　うん。これは果たしていい結果になるのだろうか。僕は不安になりながら彼らを見守っていた。

　まあ、過程がどうであれ、ちゃんと素晴らしいハイヒールができるなら、結果オーライではないかと思うのだが。

　カカトがとがっていなくて、細長い板で、さらにそれが前にもあって、そして材質は木。

「……？」

　心の中にちょっとした違和感が湧わき上あがったが、僕はそれに気づかないフリをした。




「できたぞー！」

「できましたねーっ！」




　しばらくの後。

　彼らは大喜びで、一足のクツを持って来た。

　足の裏くらいのサイズの、長方形の板。その上には、指を入れるヒモが二本、Ｖの字を逆さまにした形についている。

　そしてその下には、細長い二枚の板が、前後にくっついている。

「……」

　僕は少しの沈黙のあとに、大きな声で、こう叫んだ。

「いやこれ、ゲタじゃない!?」

　そこにいた全員がキョトンとした顔で、僕の方を見る。

「ゲタ……？」

「ゲタとは何ですか、心しん太たさま……？」

　なるほど、この世界にはゲタが存在しないのか。そして今、ここでこうして、ハイヒールの新種として、ゲタが発明されたのか。

　世界一貴重なのか、世界一どうでもいいのか分からない瞬間に立ち会ってしまった。

「とにかく、まぁ、このゲタ……じゃなかった、究極のハイヒールを持っていこう」

「おぉ。転びやすいから、はくときは気をつけるんじゃぞ」

「そうだな……。いつかこのゲタの構造が改善されることを願ってるよ……」

「ゲタ？　じゃからそれはハイヒールじゃと、何度言ったら」

「分かった本当にごめんなさい」

　僕はそう言いながら、そのゲタを持って、アリエヌたちと神殿まで戻った。




「おおっ！　これこそが究極の！」

　神官は僕たちの持って来たそれを見て、嬉うれしそうに叫んだ。

「……？　究極の、ハイヒール……？」

　そうだよな。そりゃ疑問形になるよな。持ってきた僕もこれをハイヒールと言い切れないから本当に困る。

「これは正真正銘、長老の作った究極のハイヒールだ」

　とりあえず言い張ってみると、神官はようやく納得した顔になる。

「あ、あぁ！　それがハイフィール・ハイヒールですな！」

「うん。もうそれでいい。その名称でいい。とにかくこれで儀式を頼む」

「そうですな！　お任せください！」

　神官はそのゲタを手に持つと、アリエヌに向けて、祈りの言葉をつぶやく。

「天に足ます我らの父よ」

　天にまします、じゃないんだ。やっぱりそこも足なんだ。

　そもそもその流れで出てくる父って最悪なお父さんだな。

「この者に、この神器に見合うほどの、究極の足をお授けください……！」

　その直後、天からゴゴゴゴ……！　という大きな雷のような音が響いた。

　そして次の瞬間。神殿の天井を貫通するかのように、ピカッ！　と稲光が落ちてきた。




「あぁっ！」

　その光はアリエヌの下半身を直撃する。

　光でくらんだ目をしばたたかせ、ようやく戻ってきた視界の中にいたアリエヌをよく見ると……。




　彼女の下半身には、人間の足が生えていた。

「これで！　これでわたくしも普通の人間に！」

　彼女の目が一瞬にして輝く。

「良かったね！　良かったね、アリエヌー！」

「えぇっ！」

　ハニーに祝福され、嬉うれしそうに笑うアリエヌの顔。

　しかしそれは、すぐに困惑の表情になった。




「……」

　確かに、まっすぐ伸びた、この世の物とは思えないほどの美脚が二本、そこにはあった。

　しかしそれは、彼女の魚の下半身と入れ替わったわけでは決してなくて。その魚部分から、ただ太ももがニョキッと二本出ている形だった。

　つまり、普通の人間が、お尻から魚のシッポを生やしているような状態になっていた。

　マヌケなコスプレみたいだった。




「え、何これ……」

「そう言われても」

「何でお尻にでっかいシッポ生えてるの？」

「だから、そう言われても」

　アリエヌは呆ぼう然ぜんとした顔でその現状を確認している。

「……」

　全員、無言でアリエヌの姿を見つめる。

　何とも言いようのない静寂から、何とか立ち直って第一声をあげたのは、ハニーだった。

「す、す……素す敵てきだよ。シッポが残ったまま、足が生えたばかりのオタマジャクシみたいで」

「握りつぶされたいの？」

　怒りに満ちた声で、アリエヌが容赦ない返答をする。ストレスがマックスなのだろう。

　僕は神官に向かって言った。

「さすがにこの状態はあまりにアレなので、この足をなくしてもらえますか？」

「何と！　せっかく得た足を戻すというのかね!?」

「そうなりますね」

「まぁ、放っておいても数日で戻りはするが」

「できればこの瞬間に戻ると嬉しいようです」

「そうなると、逆の儀式をせねばならん」

「は？」

「そのために今度は、必要な神器である『至高のサンダル』を取ってくるがいい」

「……」




　数秒後。

　近くの川に飛び込んだアリエヌが起こした激しい水流が、神殿を水没させていた。






★24　うつと全か無かの思考



　オール・オア・ナッシングの思考（日本語では『全か無かの思考』）をする人間ほど、うつになりやすい。その理由はこうだ。まずその思考をする人間は「１００点でないとダメ！」と考えてしまう。そのため少しでもうまく行かないと、「１００点じゃないなんて、０点と同じだ！」なんて考える。そのため必要以上に心の負担が強く、うつになりやすいというわけだ。よって重要なのは「80点や70点でもいいんだ」と思い込むことだ。そうすれば気持ちがリラックスし、うつになりにくくなる。
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◆第６章　女騎士たちの襲来




　アリエヌの騒動から、一週間。

　僕たちの国には、たくさんの人々が集まってきた。

　人間はもちろん、エルフにフェアリー、マーメイドがたくさん。

　期日中に築城を成し遂げたこともあって、僕たちの気持ちは上がりに上がっていた。

　群衆を前にして、バルコニーに立ったエルは言う。

「これで私たちは、ロンドにも正式に認められた国です！」

「おおおおおっ！」

「みなさんも、全力で城下町をお作りください！」

「お────っ！」




　そうなると話は早い。

　心理学的に、集団心理というものは、何よりの力を持つとされている★25。

　実際、城下にはたちまち多くの建物が造られ、少しずつ街の形を成していった。




「こちらの区画には病院を建てましょう！　そちらには飲食の店舗を！　あ、こちらには保育所を造りましょう！　そのため酒類を扱う店は、ここから１００メートル以上は離れた距離に配置するべきです！」

　エルはテキパキと指示をしていった。

「ハチミツ製造工場は!?」

「プールがほしい！　すごく広くて、泳げる場所！」

「こっちには、織物工場とかどうだい？　下着専門の」

「トロミはゆっくり休めるところだったら、何でもいいヨ」

　ハニーにアリエヌ、そしてヌスミにトロミまで、好き勝手なことを言う。

　さらにトロミは笑いながら言う。

「トロミ、あなたたちと過ごして良かったヨ。こうしてみんなと一緒に何かを決めるの、とっても楽しいナ」

「ふふ。トロミさん、言葉がとても上手になりましたね！」

「うん、エルが教えてくれたからネ」

　エルはトロミに、毎日言葉の教育をしてくれた。

　発音から単語の意味まで、一つ一つ丁寧に教えていたのだ。

「何でそんなことまでしてあげてるの？」

　僕の質問に対して、エルは答える。

「だって。人と人の間で、何より大切なのは言葉ですもの」

「そうか……そうだね！」

　僕はエルに同意しながら、心理学知識を思い出した。

　実際、語ご彙いというのは何より重要だ★26。

「語彙が少ないほど、知性も低かった」という調査もある。

　つまり、知性と知識量は、ものすごく強く関連している。

「僕は頭が悪いんだ」なんてあきらめているよりも、とにかく一つでも多くの知識を吸収してみることを勧めたい。

　くわえて語彙が少ないほど、何かを表現するのが難しくなる。その結果、コミュニケーションが取りづらくなってしまって、どんどん気持ちが落ちてしまう可能性だってある。

　大切なのは、色々なことを学び、そしてそれを積極的に活いかそうとすることだ。

　その繰り返しで、コミュニケーションだって、現実生活だって、少しずつ変わってくる。

　僕自身も、心理学の知識を学んで、そしてそれをこの世界で実践しつづけて、今の自分がある。

　そのことを日々実感していた。

　今の僕に比べたら、現実世界での僕は、ただ世の中の不満を述べるだけで、何も行動してこなかった。

　あのときの自分に、今の自分がこれだけ楽しくやっていることを教えてあげたい。

　たった一歩を踏み出すだけで、世界というのはこんなに大きく変わるんだと。




　そして、こちらに来て数か月が過ぎた。

　みんなの協力で、城を囲うように、さまざまな施設が完成した。まさに城下町だ。

　サイズは小さい。おもちゃの街みたいだ。でも人々は楽しそうだった。

　それを見ているエルたちも、とても幸せそうだった。もちろん僕自身も。

　この喜びがずっと続けばいいのに。

　そんな風に思っていた。

　しかしそんな平穏な生活は、一つの声によって一気にかき乱された。




「心しん太たさま！　ロンドの方向から、大勢の人間がこちらに向かっております！」

　ある日、エルが僕のところに駆け込んできた。

「えっ？」

　僕は、事態がよく飲み込めずに聞き返した。

「ロンドの方向？　まさか？」

　僕は城の窓から、ロンドの方向を見る。

　しかしそこには、いつもの光景が広がっていた。変わった様子はうかがえない。

「どこに？　何も見えないのだけど！　そもそも何で分かったの？」

「以前と同じく、『エルフのブラ』でパワーアップした魔法力で、周囲のバストの動きを毎日偵察しているのですが」

「そんなこと毎日やってるんだ。それ男がやってたら変態だよね」

「それを言わないでください。とにかく私は、その魔法で偵察していたんです」

　エルは恥ずかしそうに顔を赤くして言う。

「う、うん。それで？」

「そうしましたら、申し上げた通り、ロンドの方向から、たくさんのバストが！」

「えっ？　もっと詳しく話してもらえない？」

「はい、順番にＥカップ、Ｄカップ、Ｃカップ、そしてＦカップ」

「いやいやいや！　サイズじゃなくて！　そのあたり聞いてどうなるの!?」

「あ、サイズは重要ではないですか。とにかくその千近くのバストが、こちらにすさまじい勢いで向かっているのです！」

「えっ!?　それって千人が向かってきてるってこと!?」

「心しん太たさま。人間一人の乳房は基本的に二つですから、二で割って五百人に決まってるじゃないですか！」

　エルは怒ったように声を大にする。

「どうでもいい！　心底どうでもいい！　ていうかこれから、おっぱいの数で報告しないでもらえる!?　いちいち２で割るの面倒くさいから！」

「いえ、たまに乳房が四つとか六つとかのモンスターもいますから」

「そういうときだけ例外として説明してもらえるかな!?」

　僕が言うと、エルは深呼吸をして頷うなずく。

「わ、分かりました。ただ、とにかく重要なのは、バストの報告ではなく……」

「そうだな。五百人がこちらに向かっているということだよね？」

「その通りです。しかもバストサイズから推測すると、五百人全員が女性のようです」

「性別まで判明できるという意味では、バスト把握にも意味があるんだな」

「いえ、ただ時に豊胸した男性だったりした場合は、区別がつきませんけども」

「それはけっこうレアだから、無視してもいいと思う」

「とにかく五百人の女性がこちらに向かっているんです。しかもすごい速さで」

「すごい速さ？　全力で走っているということ？」

「いえ、それよりも速いので、おそらく馬のようなものに乗っているのではないかと。残念ながら私が感知できるのは人型生物のバストだけなので、馬の存在は感知できないんですが」

「五百人の女性が、馬に乗っている!?」

「はい」

　僕たちは見つめ合って息を呑のむ。

「それって、まさか……」

「そうですね、おそらく！」

　僕たちの脳裏に、以前のできごとが蘇よみがえる。

　そうしているうちに、窓を見ていた僕の目にも、その異変が見えてきた。

　最初は、何か分からなかった。

　はるか地平線の彼方かなたから現れた無数の白い粒が、少しずつ大きくなって近づいてくる。

「あれは？」

　窓辺に近づき、身を乗り出してよく見る。

　それが、白馬に乗った女性たちであると分かったのは、彼女たちがだいぶ近づいてからだった。

　女性たちは白銀のヨロイを身にまとい、額にツノの生えた白馬に乗り、こちらに向かって走ってきていた。

　エルは静かに言う。

「やっぱり……あれはユニコーン騎士団です。あのシルビアが率いる軍団です！」

　ヌスミも僕の部屋にやって来て、窓の方を見る。

「ユニコーンは珍しい生き物だから、そうそう手に入らないんだけどね。五百人が乗っているのなら、五百頭だよね。そんな数を集めて乗りこなしてるなんて、ロンドくらいの国力がないとムリだね」

「そ、そういうものなのか？　ううううーん……。ちなみに参考までに聞きたいのだけど」

「何でしょうか……？」

「僕たちの仲間は、全部で何人？」

「バストから推測するかぎり……」

「いやいや！　僕たちのことはバスト無関係に把握できてるよね!?」

「もちろん、バストでも実人数でも把握してます。乳房はちょうど二百五十、すなわち」

「百二十五人か……。最初から実人数だけ言ってほしかったが……。何にせよ百二十五対五百。約四倍の兵力なんだな」

　カシコもこちらにやってきて、僕に告げる。

「くわえてあちらは、全員が訓練された騎士団で、なおかつユニコーンに乗っていますからっ！」

「考えれば考えるほど、気が重くなってくるな」

　そうこう言っている間に、騎士たちは僕たちの城門の前に到着した。

　すべての白馬には、女性が乗っていた。みなそれぞれに、白銀に輝くヨロイをつけている。全員、顔面まである兜かぶとをつけており、顔は見えない。

　僕たちの姿を見つけた白馬軍のうち、ひときわ強そうな身のこなしの騎士が叫んだ。

「全軍、止まれぇーい！」

「はっ！」

　白馬軍が、整列して動きを停止させる。

　そこで今しがた叫んだ騎士が兜の顔面部分を開けると、見覚えのある顔が出てきた。

「シルビア！」

　忘れることのできない、美しくも冷酷な顔だ。

　彼女は城の前に立つと、よく通る大きな声で、僕たちに呼びかけてきた。

「ここの主と話をしたい！」

「は？」

　僕は城の窓から顔を出し、発言しようとする。

「ぼ、僕……？」

　そう言いかけた瞬間。

　猛烈な吐き気が襲って来た。

「うぷっ！」

　まただ。明らかに人間の姿をした女と話すことで、胃の内容物がせり上がってくる。

　それを見て、シルビアはバカにしたように笑った。

「はっ。弱々しいのは、以前から変わってないようだな」

「わ、私が代わりにお話しします！　どんなご用件でしょうか？」

　エルが僕の体を支えながら返答する。

「ほう。あのときのエルフか。では話をさせてもらおう」

　すると、僕たちの後ろでハニーとアリエヌが目配せをする。いつの間にか、僕の周りに女性陣が全員集合していた。

「きっと、ここを正式な国と認めてくれるんだよ！　だってそういう約束だったもん！」

「そうよね。それ以外、考えられないわよね」

　しかし、女騎士シルビアの言葉は、信じられないものだった。

「我がロンドは、直ちにこの城を明け渡すことを要求する」

「えっ？」

　エルはもちろん、僕たちはみんな何を言われているのか理解できなかった。

「はっ？」

「何て？」

　キョトンとしたまま、お互いの顔を見る。

「す、すみません！　もう一度お願いできますか？」

「直ちにこの城を明け渡すことを要求する」

「は、はぁぁぁぁ!?　何をおっしゃってるんですかぁ!?」

　二度目の要求に、エルは即座に言い返した。

「こ、ここを明け渡せと!?　なぜですか!?　そもそも以前の約束通り、三日で立派な城を建てました！　ここは正式な国と認められるはずです！」

「フッ？　私の発した遊び文句を真に受けたのか？」

「は!?　あ、遊び文句!?　確かに約束されましたよね!?」

　すると女騎士はさらに言葉を続けた。

「まぁ、言った・言わないをこれ以上論議してもしかたなかろう」

「いえいえいえっ！　たいていにおいて、『言った・言わない』という言い方を先に持ち出す方が、ウソをついてるというのはお決まりですよ!?　これ以上の追及を避けるために、そっちの論理に持っていこうとしてるだけですよね!?」

「フフン。それはただの推論にすぎん！　何にせよ『言った・言わない』だ」

「また言いましたね!?　また『言った・言わない』って言いましたね!?」

「言っていない」

「はいい!?　言いましたよ!?」

「これも『言った・言わない』だな」

「あ───っ！　また言いましたねー!?」

　聞いていてもエンドレスだ。頭がクラクラしてきた。

「それに。万が一にも言っていたとしても、約束したのは私だ！　女王陛下エリザ様による約束ではない！」

「は、はい!?」

「私が国家承認などできるわけがないではないか！」

「ちょっ！　そ、それは……！」

　エルは食い下がるが、ヌスミはあきらめたように嘆息する。

「まぁ、そんな感じだろうね。都合のいいことだけ切り取り、都合の悪いことは、なぁなぁにする。ロンドはいつもそういうやり方だよ」

「そ、そんな！」

「許せません！」

　エルは激しい怒りを秘めた目でシルビアを見る。

　シルビアもそれに応こたえるように、挑発的な目でエルを見つめる。

　お互いの目線で、火花が散っているかのようだ。

　こんなとき、何て言えばいいのだろう。しかし何かを言おうとしても、吐き気が止まらず、ままならない。

「何にせよ、とりあえず女王はそんな約束は『していない』と言うんだねぇ？」

　ヌスミが皮肉な微笑を浮かべながら言う。

「そうだな。その通りだ」

「で、それとこの場所を明け渡すことと、何の関係があるのかね？　まさか『ウザいから』とか『ジャマだから』とかの理由じゃないだろうねぇ？」

「もちろんだ。エリザ様は、ここをジョーカーズと戦を構える場合の重要な拠点とすることを決定した。そのためここを明け渡してもらう」

　それを聞いて、エルは慌てて言う。

「そんなことを勝手に決定されても、こちらがそれに従う義務はありません！」

「ん？　貴様らは独立国でも何でもない、我がロンドの国民だろう？　国民は女王に従う義務があるだろう！」

「いえいえいえっ！　ですから私たちはロンド国民ではありません！　独立した国だとエリザ様に認められた……」

「『言った・言わない』」

「うわあああん！　ハラ立つ！　その論理を出してくること自体がハラ立ちますー！」

　エルは泣きべそをかきながら怒っている。

　気持ちは分かる。さんざん苦労して作った国が、約束を無視して取り上げられようとしてるんだ。その気持ちは、僕自身もまったく同じだ。

「大層な理屈つけて、結局は横取りしたいだけだろう？　この城を！」

　ヌスミの口調にも怒りが感じられる。一方のシルビアは、相変わらず余裕の表情だ。

「まぁ。ハナから素直に従うとは思っていない。でも情けない城主さまはどうかな？　この城を明け渡せば、一人だけは助けて……」

　その瞬間。

「そんなこと！」

　僕はたまりかねて、ついに叫んだ。

「させてたまるかああああうおえええええええ！」

　しかし言うまでもなく、言い終わる前に、吐いてしまった。後半の声はその音だ。

　城の窓から放物線を描いて、吐いたものが飛んで行く。

　ピシャッ。

　そんな音を立てて。

　それは城のカベにぶつかって跳ね返り、下にいたシルビアの顔にかかった。

「……」

「……」

　辺り一面に、沈黙が広がる。

　彼女はあまりの状況に、プルプルと唇を震わせる。

「あ、あの。シルビアさま……？」

　部下の騎士が様子をうかがう。

「スーッ」

　シルビアは一度深呼吸をしてから、空気を揺るがすような大声で叫んだ。

「許さああああん！　者ども、かかれえええええええ！」

　シルビアの指示により、ヨロイに身を包んだ白馬の騎士たちが、一斉に城に襲いかかってきた。城門はもちろん、城壁の至るところに取り付いて崩しにかかる。

　騎士はそれぞれヤリを持ち突撃する。その破壊力も相当なものだが、それ以上にすさまじいのが、ユニコーンの力だった。

　ユニコーンが城壁に頭突きするたびに、ドオオオン！という音が響いた。戦車のような勢いで、一本ツノが突き刺さるのだ。

　これを五百頭で行えば、あっという間に城壁にヒビが入る。

「だ、大丈夫でしょうか……？」

　不安げなエルに対して、トロミが答える。

「う、うーン……。スライムでできた城壁は固くて丈夫なんだけド……。でもやっぱり限界はあるかラ……。あまりにダメージが続いたラ……」

　ダーン！

　そんな音と共に、城壁の破片が飛散する。それと同時に、一つ一つの部品になっていたスライムたちが、元の姿に戻り、周囲に向かって飛び散るように逃げ出した。

「やっぱリ……。限界はあったネ……！」

「うわあああ！　城壁が壊れちゃったの!?」

　ハニーの泣き声をまったく無視して。

「進めぇー！」

　ユニコーンに乗った騎士たちは城の中に突入してくる。

　僕たちは、城の入り口のすぐ目の前にある、大広間で迎え撃とうとした。

「お前たち！　やっておしまい！」

「へいっ！」

　ヌスミは部下たちに指示をし、そしてスキルを発動する。

「スキル『下着スティール』！」

　しかし白馬の騎士たちは、まったく気にせず向かってくる。

「……くっ！　こいつら、下着を身につけていない！」

「は!?」

「前回のゴーゴンにしても、こいつらにしても、最近の女は、変態ばっかりなのかい!?」

　ヌスミの言葉に、僕は思わず言う。

「いやいや！　下着を取ろうとしてる人間に変態呼ばわりされたくないだろうけどな！」

　そんな僕たちを見て、シルビアは嘲るように笑う。

「よく気づいたな！　我々ユニコーン騎士団は、この聖なる白銀のヨロイのみを身につけている！　下着など身につけていれば、それが汗などで汚れてしまうこともある！　そうなるとユニコーンの乗馬資格を失ってしまうのだ！」

　ユニコーンの乗馬資格、厳しすぎじゃないか。

「ユニコーンは『乙女おとめの下着は汚れない』と思っているからな！　汚れた下着をつけるくらいなら、そもそも下着をつけていない方が、まだユニコーンは喜ぶのだ！」

　そんなユニコーン、全部馬刺しにして食べてしまえ。

　そう思ったが、もちろん吐き気により言葉にすることはできない。

　シルビアはなおも笑いながら言う。

「それだけではない！　万一にもこのヨロイが外れることがあればまさに全裸！　その背水の陣とも言える覚悟が、我々をさらに強くするのだ！」

　その背水の陣はどうだろう。露出狂と大差ないんじゃないか。

「では、トロミが行くネー！」

　トロミは体を大きく反らし、口をすぼめて力をこめる。

「スキル『硫酸ヘドロ……』」

　そんなトロミを見て、ハニーが驚く。

「ちょっ!?　トロミちゃん、口から!?　お尻から出すんじゃなかったの!?」

　そのツッコミに、エルが静かに答える。

「それはさすがに絵的にヤバいと思いましたので、口から出せるように訓練させました」

　訓練してたのか。

「とにかくスキル『硫酸ヘドロシャワー』！」

　トロミの口から、大量のヘドロがほとばしる。

　それらは騎士たちのヨロイに降りかかる。

「フフッ！　そんな液体、効きはしない！　私たちのヨロイは、表面を特別コーティングしているからな！」

「くっ！　二人のスキルが使えないのなら、私が！」

　アリエヌは大広間の横に置かれていたアリエヌ用のバスタブに飛び込み、素早くスキルを唱える。

「スキル『水流』！」

　次の瞬間、水は大きく巻き上がり、騎士たちに向かって突き進んでいく。

　しかし。ユニコーンが大きく口を開け、その水流をゴクゴクと飲み干した。

「!?　そ、そんな!?」

　シルビアは勝ち誇ったように笑う。

「ユニコーンは大の女好き！　処女であるマーメイドが入浴していた水なんて、全部飲み干すに決まっている！」

「そんなぁっ！」

　やはり変態か。もう馬刺しだけでなく桜鍋にでもするべきなんじゃないか。

　そう思っていたとき、ハニーが僕の前に飛んでくる。

「じゃ、じゃあ、心しん太たくんと私の、合体スキル『鼻の水集め』で！」

「うぷっ！」

　しかし僕は、それに答えられない。

　シルビアの存在による吐き気で、会話をすることもできない。それに実行できたとしても、顔まである兜かぶとをかぶっている彼女たちの鼻水をどれだけ集められるかも不明だ。

「くっ！　ど、どうしよう、カシコちゃん!?」

　ハニーに助けを求められたカシコは、しばらく考えてから言った。

「分かりませんっ！」

「はい!?」

「あまりに予想外すぎて……。さすがの私も、この状況ばかりは、お役に立てませんっ！」

　じゃあ、お前はどの場面でならお役に立てるんだ。

「うぐっ！」「うわあああっ！」「ぎゃああっ！」

　ヌスミの部下たちは、あっという間に、ユニコーン騎士団に蹴け散ちらされていく。

「はははっ！　ユニコーンの力は通常の馬の六十九倍とされている！　まさに赤子の手をヒネるも同然よ！」

「くっ……。このままじゃ……！」

「そ、そうだよ！　アタシにやってるみたいに、あのシルビアの頭にも、ネコミミを生やしたらどうなんだい!?　そうしたら心しん太たも会話できるんじゃないかい!?」

　ヌスミの提案に、エルは困り顔で答える。

「そ、それが……。先ほどから何度もそうしようとしているんですが。なぜか私の魔法が通用しないんです！」

「えっ!?」

「くくっ。この集団にエルフがいるということは聞いていたわ！　だから私様たちはこのヨロイに、『エルフの魔法よけ』の魔法を掛けてきている！　残念だったな！」

「そ、そんなぁ……！」

　困惑するエルに、ヌスミが叫ぶ。

「でも『エルフのブラ』で魔法がパワーアップしたんじゃないのかい!?　ネコミミの魔法だって当然、パワーアップして……」

「それが、バスト関連ではない魔法は、大差ないんです」

　ヌスミの顔に苛いら立だちが浮かぶ。

「今から『エルフのブラ』、もう一度盗んでやろうかい!?」

「そ、そう言われましても！　それに、デコピンの魔法をバストに放とうにも、ヨロイに阻まれまして……！」

「くっ！　こうなったら、もう力押ししか！　お前たち！　下着で足止めを……」

　ヌスミがそう言いかけた瞬間。

　シルビアは余裕ありげに微笑ほほえみながら言った。

「フフッ！　それがそうは行かないのだよ！　神よ！　世界中に起こる悲しき罪を、すべて浄化するための力を我に与えたまえ！」

「えっ!?　えっ!?」

「スキル『ギルティ・キル』！」

　次の瞬間、シルビアがすさまじい勢いで突撃を始め、ヌスミの部下たちが攻撃用に持っていた下着を、目にもとまらぬ速さで片かたっ端ぱしから切り裂いた。

「は!?　はいい!?」

「な、何ですかこれ!?」

　戸惑うエルたちを見て、シルビアは高笑いをする。

「あーっはっは！　これこそが私様のスキル『ギルティ・キル』！　女王に忠誠を誓い、日夜訓練を積み重ねたことで生みだしたスキルだ！」

「ギ、ギルティ・キル!?」

「そう！　私様は、私様の目の前で行われる罪深い行いすべてを、即座にこのヤリで突き刺し、無効にすることができる！　まさに神の加護を受けた、私様にふさわしいスキルだと思わないか!?」

「フ、フン！　そんな戯ざれ言ごと！」

　そう言いながらヌスミがナイフを構える。

「『ギルティ・キル』！」

　直後、瞬間移動のごとき速度で突進してきたシルビアが、そのナイフをはじき飛ばす。

「きゃあっ!?」

「何度でも言おう！　私の前で、罪深い行為はすべて禁じる！」

「それを言うなら、この侵略行為はどうなのですか!?　もし罪深い行為が禁じられるなら、この侵略そのものを無効に！」

「フッ！　法はすべて女王陛下のためにある！　我々のこの行為は、至極、適法である！」

「そんなっ!?」

「まぁ、どんな時代でも、権力ってそういうもんだよねぇ」

　ヌスミが冷笑し、あきらめたように呟つぶやく。自分や部下の攻撃をことごとく止められたことで戦意を喪失してしまったようだ。

「だ、だからって！」

「全軍、進めぇ───！」

　シルビアのかけ声と共に、五百人もの騎士団が僕たちに襲いかかる。

「キャーッ！　し、心しん太たさま！　ご指示を！」

「うっ！　うくっ！」

　僕は、いまだ吐き気が治まらない。

「ははははっ！　城主さまはグロッキーのようだ！　さぁ、このスキに生け捕りにしてしまえ！　抵抗したら殺しても良いぞ！」

「はーっ！」

　そのとき、ハニーが言った。

「し、心太くん!?　こんなときこそ、アレじゃないの!?」

「えっ!?」

「キスキル！　キスキルだよ！」

　そうだ。

　もうキスキルしかない。

　何か奇跡が起こることを信じて、キスをするしか……。

　僕はそう思いながら、シルビアの方を見る。

「うっ！」

　しかしあらためて目を合わせようとすると、やはり吐き気が生じる。先ほどよりマシになってきているような気はするが、それでも大きく動くと吐いてしまいそうだ。

　この状態でキスなんてできるわけがない。しかし、何とか！　何とか今！

「ははっ。今、私の唇を見つめているな？」

　シルビアがゾッとするほど冷たい笑みを浮かべながら言う。

「聞いているぞ！　お前は唇を奪うことによって、その相手の力を奪う能力があると！」

「！」

「まったく汚らわしい能力だ！　アハハ。それが最後の希望と言ったところか？」

「うっ！」

「その最後の希望を、絶望に変えてやろう！」

「えっ!?」

　直後。シルビアは兜かぶとの顔の部分を下ろした。

　彼女の顔が完全に隠される。

「うぐっ！」

「ははははははっ！　白銀のヨロイと兜で顔までカバー！　これで間違ってもキスなんてできないなぁ！」

「うぁぁっ！」

　アリエヌやヌスミの顔に、絶望の色が浮かびかける。

「くっ！　せめて一矢でも……」

　彼女たちが最後の抵抗として剣を持とうとした瞬間、再びスキル『ギルティ・キル』が発動し、二人の武器は弾はじき飛とばされた。

「あ、あぁっ！」

　すると、あっという間に、ヌスミとその部下やアリエヌ、ハニーの他ほか、多くのドワーフやフェアリーたちが捕らえられた。

「み、みなさん!?」

　その瞬間、カシコが言った。

「閃ひらめきました！」

「は!?」

「この超ピンチな状況において、心しん太たどのが取り得る策が、一つだけありますっ！」

「どんな!?」

　するとカシコは一瞬ためらってから言う。

「一昨日、トロミさんを『食べ』ましたよねっ？」

「あ、あぁ」

「今度は逆に、トロミさんに食べられるってどうでしょうかっ!?」

「えっ、どういう意味で!?」

「いえ、今度も私としてはそのまんまの意味ですっ！　食べられることで自決しちゃうっていう」

「だあああっ！　世界一意味ないな！」

　その瞬間、エルが何かを悟ったかのように目を見開いた。

「それ、悪くない考えですね、カシコさん」

「えっ!?」

「トロミさんに食べられる……。食べられる……。いい考えです……」

「どういうこと!?」

　僕はエルのことを見つめる。不思議なことに、エルは『いい考え』と言うが、表情はとても悲しそうだ。何かの覚悟を決めたかのような……そんな顔をしていた。

「トロミさん。今から言うようにお願いします！」

　エルはトロミに向かって、何ごとかつぶやく。するとトロミは、静かに頷うなずいた。

「う、うン！　心しん太たのため、だよネ……！」

　トロミはすぐにカベに向かって歩くと、そのままカベに溶け込んだ。

「!?　な、何を？」

「心太さまも、そちらのカベに！」

「えっ!?」

　僕はエルに押されて、トロミが消えたカベに近づいた。

「ちょっ!?　何を!?」

　するとエルは首を横に振る。

「今まで、楽しかったです。心太さま」

「は!?」

「異世界からこちらに来た別世界の方ですのに、色々と巻き込んでしまって、すみませんでした。これ以上、お世話になるわけには行きません。それに国作りというのは、そもそも私の望みでしたし。その結果がこれなら、心太さまが巻き込まれる理由はありません」

「な、何言ってるんだ!?　僕は！　僕は……！」

　僕は──。

　心の中に、様々な思いが渦巻いた。

　エルとの出会い、キスキルを得たときのこと、ハニーやアリエヌ、ヌスミ、カシコにトロミが仲間になった日の思い出……それらを走馬灯のように思い出す。そして、目の前で悲しげな表情を浮かべているエルの顔を見ていると、言葉にできない、熱い何かが湧わき上あがってくる。

「ほら、そこに城主さまがいるぞ！　すぐに捕まえろ！」

　シルビアが騎士たちに指示を出すのを見ると、エルは僕へにこやかに微笑ほほえみかけ、手を合わせて呪じゆ文もんを唱える。

「エ、エル？」

「何かがあったときのために。この魔法は、短時間で唱えられるように訓練していました！」

「えっ？」

「移動するものの中に胸も含まれていますから、『エルフのブラ』のおかげでちょっと効果が増したのもあるかもしれません」

「な、何を？」

　僕たちの方を見て、シルビアが叫ぶ。

「何かしているぞ！　急げっ！」

「はっ！」

　勢いよく走って来る騎士たち。それと同時に、エルが詠唱し終えた。

「どうかご無事で！」

「エ、エル!?」

「はーっ！」

　直後。僕の視界は、真っ暗になり……そして一切、体を動かせなくなった。




　それから、何時間が経たっただろう。

　何も見えず、何も聞こえず。ただ呼吸だけを繰り返す。

　今までのことは、すべて幻だったのではないだろうか。そんな思いが僕を襲う。




「大丈夫カ？」

　不意に、トロミの声が頭上から響く。

「えっ？」

　目を開けると、僕はなぜか先ほどの大広間に倒れていた。

　目の前に、心配そうに僕のことを見つめているトロミの顔がある。

「……こ、ここは？」

「さっきと同じところだヨ」

　やはりそうか。僕はゆっくり起き上がって、あらためて周囲を見渡す。壊れたカベや、一面に散らばる武器が、先ほどの侵略が夢や幻ではなく、現実であることを物語っていた。

「いったい、何が起こったんだ？」

　するとトロミは、さびしそうに言った。

「エルがネ。助けてくれたノ」

「えっ？」

「まずトロミが、カベに同化したノ。カベはスライムでできてるから、トロミもその中に入るのは簡単なノ。そのあとにトロミが形を変えて、カベの中に人間大の空間を作ったノ」

「う、うん」

「そこでエルが魔法を使っタ。何か、人を少しだけ瞬間移動で動かせる魔法みたイ」

「えっ？」

　そのとき思い出した。確か、ハニーの森に向かう途中に言っていた……人間を１メートルだけ移動させる魔法。あのときはまったく役に立たないと思ったけど……。

　それをカベの近くで使い、カベの中にワープさせたのか。

「小さな穴をカベに空けてたから、空気は大丈夫だったけド」

「そうか……」

　僕はそこでハッとした。

「そ、そうだ！　みんなは!?」

　するとトロミは静かに首を振った。

「みんな、捕まったヨ」

「えっ？　ハニーも、アリエヌも、ヌスミも、カシコも、エルも!?」

「うン。あとヌスミの部下の人たちも、他ほかのフェアリーやマーメイドにドワーフたちも、みんナ」

「あぁっ！」

　周囲を見回す。何度見ても、トロミの言葉通り、あたりには誰だれもいなかった。

「心しん太たが消えて、シルビアたちは怒って周囲を探してたけど、どこにも見つからなかっタ。エルも『どこにやった!?』と詰め寄られてたけど、答えなかっタ。魔法で遠くに飛ばしたんだと思われてタ。まさかこんな近くのカベの中にいるとは考えなかったんだと思ウ」

　結果的に、カシコのアドバイスが役に立ったことになる。もちろんエルの発想と機転があってはじめて意味を持ったのだが。

「そうだ、エル！　僕のことを守ってくれた、エル……！　そこまでしてもらいながら、僕は彼女のことを守ることができなかった！」

　僕は自分を責めるように、つい口にする。トロミはそんな僕をいたわるようなまなざしで見つめる。

「……そのまま、みんな連れられていったノ。ロンドの王宮へ行くんだと思ウ」

「!?　た、助けに行かないと！　すぐに助けを！」

「シーッ！」

　トロミは僕の口を押さえた。

「まだこのお城の入り口に、騎士が残ってるノ。この城を落としたから、見張りのためニ。騒いだら、見つかっちゃウ」

「し、しかし……そうすると、この城から出ることもできないのか？」

「そうなるネ」

「でも、助けないと！　エルたちを助けないと！」

「そうだネ。トロミもそう思うけド。でも万が一ここから抜けられたとしても、またシルビアに会ったら、同じことだったりしなイ？」

「うっ」

「シルビアのスキルでどんな攻撃も無効にされテ。それだけじゃなくて、心太はシルビアと話すこともできなイ。それにキスしようにも、兜かぶとでキスできなイ。何より圧倒的な力のユニコーンの軍隊が五百騎もいル。くわえてみんなが人質になってル」

　確かに。考えれば考えるほど、絶体絶命だ。トロミはすべてをあきらめたかのように力なく首を振る。

「分からなイ。私にはどうしていいのか分からないヨ」

　でも、どうにかしなくては。考えろ！　考えろ僕！

　まずは入り口の騎士を何とかするしかない。どうする!?　どうするんだ僕!?

　……ダメだ。あまりの混乱と疲労感で頭がグルングルン空回りして、何も思い付かない。

　心理学的には、精神力と体力は「共通」しているとされている★27。

　今の僕は、精神的にも、そして閉所で何時間も体を動かせなかったこともあって肉体的にも疲弊していた。こんな状況では、いい考えが浮かぶとは到底思えない。

　しかし、考えないわけにはいかないんだ。

　みんなが！　みんなが……！

　その瞬間だった。

「ぎゃっ！」

「うわぁっ！」

　城の入り口から、女性たちの叫びが聞こえた。

「!?　な、何だ？」

「えッ？」

　僕とトロミは、声がした方に目をやる。

「あら、まだ元気そうじゃない……？」

　入り口から、けだるそうな女が入ってくるのが見えた。

　女の頭には、数匹のヘビが生えていた。

　そう、忘れるわけがない。

　そこに立っていたのは、ゴーゴンのセキカだった。

　目にはサングラスをしているため、石にされずその顔を見ることはできる。しかしその分、表情は一切読めない。

　先ほどの悲鳴は、見張りの兵士が彼女にやられたのだろうか。

「セ、セキカ!?」

「あらあらぁ？　二人だけで、こんなところで何してるのかしら？　デート？」

「そんなワケがないだろ！　この状況を見れば分かるだろう！」

　するとセキカは、ニヤリと笑って言った。

「フフフッ。ワタシはね、今しかないと思ったの」

「は!?」

「今このときしか、チャンスはないの。あなたから、されたことを返すチャンスは」

「!?」

　復ふく讐しゆうに来たのか。

　僕は身構え、トロミと共に後ずさりする。

　しかしセキカは、同じだけ、僕たちへと距離を詰めてくる。

「し、心しん太たァ！　ど、どうすル!?」

　トロミが怯おびえた表情で僕を見る。

「ど、どうするって言われても……」

　セキカは僕に向かって、さらに一歩一歩近づく。同時に、サングラスに手を掛けた。

　そうか。僕はここで、エルたちを奪われて取り戻すこともできないまま……セキカに復讐として、石にされてしまうのだ。

　彼女はもう僕の目の前だ。

「心太。もう何かを恐れたり、心配したりする必要なんて、なくなるのよ？」

「！」

　そしてセキカは、僕の顔に手を当てる。

　あまりに色々なことが起こりすぎて、すでに抵抗する気力は失われていた。

　セキカはそのまま、ゆっくりと、サングラスを外した。

　そして──僕は、固まった。






★25　集団心理と勢い



　集団が同じ方向に動き始めると、大きなものを生み出す。特に、かの兵法家である孫子は、「善く戦う者はこれを勢に求めて、人に責もとめず」と話した。

　何より大切なのは、「集団の勢いが増すこと」。これによって、才能のある人間一人の努力より、ずっと大きなものが成し遂げられる。

　もちろんネガティブな方向に行くこともあり、その代表例が「イジメ」や「ネット炎上」だろう。しかし誰だれかの力で、うまくポジティブな方向に力をまとめることができれば、その集団は恐るべき発展を遂げることができる。





★26　語ご彙いと知性の関係



　本文にもあるように、語彙と知性は関係している。何かを表現するときに、ワンパターンな言い方しかできない人間は、あまり知性が高くない。逆に言えば、色々なことを「記憶」していくだけでも、知性は上がっていく。よくあまり勉強ができない人が「あの人は受験勉強だけできても、知識だけじゃねぇ。根本的に頭が良くないとダメだよね」なんて言うが、それは違う。勉強し、知識を得ることは、「根本的な頭の良さ」にもつながるのだ。とはいえもちろん、「インプットだけしていればいい」というものではなく、何かを学んだら、積極的にアウトプットした方が、より生きた知識になり、生活にもハリが出ていく。「とにかく学び、そして積極的に人に話す」ことが重要なのだ。





★27　精神力と体力の泉



　精神力と体力は、その源泉が「共通している」と考えてもらうといいかもしれない。

　たとえば色々なできごとがあって、精神的に疲れているときに、マラソンするなんて不可能だろう。逆に朝から晩まで全力で働いたあとに、難しいことを考えるのもムリだ。よって思考があまりできないときは、「これは体力も落ちているからでは？」と考えて、ゆっくり休むというのも重要だ。疲れているときに何かを考えることほど、意味のないことはない。





◆第７章　キスとゲームと最終決戦




　エルたちが捕まってから、二日後。

「あとどれくらいで、ロンドの王宮につく？」

　ユニコーンと馬車の大名行列を率いる女騎士が、後ろにいる部下に尋ねた。

「はっシルビアさま。このまま進めば、本日中には」

「そうか、思ったよりも時間がかかるな。まあ、この者たち全員を生け捕りにして運んでいれば、さすがにユニコーンもそこまで速度を出すことはできないか」

「はっ。しかも捕虜には男も混じっておりますから。ユニコーンもやる気を失っている部分があるようです」

「いい加減、ユニコーンに乗るの、やめたくなってくるな」

「はぁ、ただユニコーンの馬力あってこその我々騎士団ですし」

「そうだな。それにしても、あの城主は情けなかったな」

「はっ！　その通りでございますね。何もできず、ただ吐くだけ。しかも最後にはエルフの魔法でどこかに逃げる。最悪の男でした」

「ははははっ。その通りだ！　なぁエルフよ？」

　そう声を掛けられたエルは、悔しそうに身を震わせる。縛られて馬車の中に入れられた彼女は、施錠された格子窓から顔を出して女騎士をにらむ。

「くっ……」

　そんな彼女の様子を見て、シルビアは鼻で笑う。

「名は確かエルと言ったか？　いい加減に言うがいい。あの男をどこに飛ばしたのだ？」

「い、言いません！」

「まぁ、そう言っていられるのも今のうちだ。ロンドの王宮についたら、どんな手を使っても口を割らせてやる！」

「くっ」

「そして最後には、そこにいる首謀者全員、反逆罪で処刑してやろう！」

　馬車の中には、同じく縛られたハニー・アリエヌ・ヌスミ・カシコがいた。

　ヌスミの部下や他ほかの国民たちも、別の馬車に入れられて、護送されていた。

「……エル。心しん太たくんのこと、どこに飛ばしたの？」

「安全なところですよ」

　ハニーに答えたエルの言葉に、アリエヌはさびしそうに笑う。

「無事ならいいわね。あの人は、わたくしたちとは別の世界の人だから」

「そうだねぇ。心太なら、たとえ逃げても、アタシはまったく責める気ないよ。そのまま無事にいてくれるなら」

　ヌスミの言葉に、全員が優しい微笑ほほえみを浮かべた。

　そんな馬車内の会話を聞いて、シルビアは高らかに笑う。

「ははははっ！　まぁ、そうやって世間話でもしながら、あと少しの旅を楽しむがいい！　王宮についたら、そんなことを言っているヒマなんてなくなるだろうからな」

　すると近くにいた騎士が、シルビアに小声で報告をした。

「あのシルビアさま。一点だけ、気に掛かることが」

「何だ？」

「我々の最後尾にいる騎士隊が、少しずつ減っているようなのです」

　それを聞いて、シルビアは後ろを振り返った。騎士隊はシルビアを先頭にして、遠くの方までまっすぐ一列に並んでいる。

「何だと？　ただ単に遅れているだけではないのか？」

「その可能性も考えましたが。ただその数、すでに百を超えています」

「百!?　五百騎のうち百も!?　そこまでの数が、遅れていると!?」

「そのため私が、後方に向かって状況を調べにいったところ……騎士たちは遅れているわけではなく、サッパリ姿を消していたのです。そして地面に書き置きが残されておりました」

「書き置きだと？　何とあったのだ？」

「それが……」

　騎士は、言いづらそうに口ごもる。

「む？　早く言え！」

「はい。『もっと楽しいことができたから』だそうで」

「!?」

　シルビアの顔に、怒りの表情が浮かぶ。

「どういうことだ？　職務よりも楽しいこと？　栄光あるユニコーン騎士団が、職務を放棄するほどの何かがあったのか!?」

「わ、分かりません。いったい何なのか」

「しかも百騎も！　信じられん！　王宮についたら、断固として処分してくれる！」

　そのとき、さらに別の騎士が報告に来た。

「シルビアさま！」

「何だ!?」

　シルビアはいらだちを抑えきれず、その報告を促す。

「さらに百人の騎士たちが消きえ失うせました」

「な、何だと!?　さらに百人だと!?　残るは三百か!?」

「その通りでございます。さらに道端の葉っぱにこんな書き置きが！」

　そう言って、騎士は一枚の葉を見せる。

「ええいっ！　何と!?　何とあるのだ!?」

「そ、そ、それが、パ、パ」

「パ!?　あああっ！　まどろっこしい！　よこせっ！」

　シルビアはその騎士から、葉っぱを取り上げた。

　そこには、こう書いてあった。

『パーリーピーポー』

　それを見て、シルビアはワナワナと震える。

　そして次の瞬間、葉っぱを破り捨てて、叫び声をあげた。

「ワケ分からん────！　何じゃこれはあああああ！」

「わ、わ、分かりません！　私たちにもまったく分かりません！」

　騎士たちは焦って言う。

「た、ただ一点、『何かよく分からないけど、楽しそうだな』ということしか」

「言ってる場合かああああ！　な、何かが！　何かが起こっている！　何かよく分からないが、恐ろしいことが！」

　その会話を耳にして、馬車の中のハニーたちは顔を見合わせる。

「!?　こ、これって、まさか」

「そんな……まさか、ですよね？」

「でも、こういうときは、彼しかいないんじゃないかい？」

　ヌスミの言葉に、エルは息を凝らしてから、大きく吐き出すように言った。

「まさか。まさか!?」

　次の瞬間。

　スライムのトロミの上にまたがって、騎士たちの先頭に躍り出る男がいた。

　トロミの下半身はバイクのような二輪車に変わり、タイヤを回転させることで地面を疾走していた。

　それでも通常ならユニコーンの速度にはかなわないほどのスピードだが、ユニコーンたちも、今は捕虜の馬車を引いている分、遅くなっている。スライムバイクの全力疾走でも充分に追いつける範囲だった。

　上に乗った男の衣服はボロボロで、全身から疲労感が漂っていた。

　しかしそれでいて、その目には、『男の自信』がみなぎっていた。

「お、お、お前は!?」

　シルビアの言葉に、男は答える。

「僕だあ！　心しん太ただあああああ！」

　そう、その男こそが、この僕なのだ。

「心太さま!?」「心太くん！」「ご主人！」「心太ぁ！」「心太どの！」

　馬車の中の五人が喜びの表情を浮かべる。

　シルビアは怒りに唇を震わせて言った。

「お、お前はあの情けない城主かああ！　まさか、まさかお前が、後続の騎士たちを!?」

「そうだ！　すべて僕がやった！」

「くっ！　ど、どうやって！　どうやってあの者たちを!?」

　そのとき、ハニーが僕を見て叫んだ。

「し、心太くん、今までと少し、雰囲気が変わってない!?　何か堂々としてるって言うか!?」

「そうかな!?」

　さらにアリエヌが、信じられないという表情を浮かべて口を開く。

「それに！　ほら！　シルビアと普通に会話できてるわ！　人間の女性なのに、吐き気はないの!?」

　その言葉に、僕は笑いながら答えた。

「あぁ！　まったくもって、大丈夫だ！」

　そんな僕を見たエルの目に、ほんのり涙が浮かぶ。

「心太さま！　心太さま!?　変わられたのですね!?」

「あぁ！　僕はもう、今までの心太とは違う！　ニュー心太だ！」

　僕の宣言に、ヌスミがほがらかに笑う。

「その名称は決してカッコよくないけど、カッコいい！　カッコいいよ心太！」

「な、何が!?　何があったの!?」

　ハニーの疑問を押しのけるように、シルビアが叫ぶ。

「あーっ！　もう！　その男が、人間以下から並みの人間レベルになったから、どうだっていうのだ!?　いったいどこに!?　どこにやった、二百もの騎士たちを！」

　それに対して、僕は答えた。

「彼女たちは今！　酒と雰囲気に酔って、メロメロのはずだ！」

「!?　何だと!?　我がユニコーン騎士団が、職務中に酒など飲むわけがない！」

「それが、飲むんだよ！　いや、たとえ飲まなくても、その場にいれば、雰囲気だけでも十分に酔ってしまい、仕事に戻る気力なんて生まれないはずだ！」

「は!?　はぁぁ!?　いったい何を言っているんだ!?　どんな場だ！　そんな場がこの世に存在するわけがない！」

「それが、存在するんだ！」

「何だ!?　いったい何だと言うんだ!?」

　僕は深呼吸してから、言った。

「男と女が集う、あの宴うたげだ！」

「な、何を言ってるんだあああ!?」

　シルビアは今までで一番の大声をあげる。

「クフフフッ。まだ分からないのぉ……？」

　そこで、後ろから、別のスライムに乗ってゴーゴンのセキカが現れた。

「セ、セキカ!?」

　ハニーたちが一斉に驚きの声を発する。

「き、貴様！　ジョーカーズのモンスターだな!?」

「クフフッ。よく知ってるね、ワタシのこと……。そう、ゴーゴンのセキカとはワタシのこと……！」

「ま、まさか！　加勢したのか!?　その人間に！」

　驚くシルビアに、別の騎士が目を押さえつつ言う。

「シルビアさま！　ゴーゴンの目を見てはなりません！　『ゴーゴン・アイズ』で石に！」

「はっ！　し、しまっ……！」

　シルビアは慌てて目を逸そらす。それを見てセキカはおかしそうに笑う。

「クフフフッ。まぁ実際、さっき目が合ったから、もう遅いんだけど……。でも安心しなよ、石にはなってないはずだよ……？」

「!?　そ、そういえば！　な、なぜだ!?」

　エルが僕に向かって言った。

「ま、まさか。『キスキル』で!?」

「クフフッ。そっちのお嬢さん、ご明察……。その通り！　ワタシのスキル『ゴーゴン・アイズ』は、彼にあげたの……。口づけしながらね……」

「な、何だってぇ!?」

「それにアンタ、さっき『加勢した』って言ったけど、それは間違いだよ……。ただ単に、返したくなっただけ……。この人は、ワタシに愛の記憶をくれたから！　その喜びを、返してあげたくなったの……」

「な、何を!?　何を言ってるんだ!?　そもそもこの男は、なぜ話せるようになっているんだ!?　そして部下の騎士たちは、どうして職務を放棄して酒を飲んでしまったんだ!?」

「その答えを教えてやろう！」

　僕は大きく深呼吸をする。

「それは！」




　二日前のこと。

　城の大広間。

　セキカは僕に近づき、そして顔に手を当てた。

　彼女はそのまま、サングラスを外す。しかし、同時に、僕の目を閉じさせた。

「!?」

「サングラスは外さないと、できないからね……。それに恥ずかしいから、目をつぶってて……？」

「そ、それって！」

「もーう。こんなときに口数が多い男は、嫌われるよぉ……？」

　セキカはそう言いながら、僕の口に、唇を寄せてきた。

　突然の状況に、僕は固まった。

　その瞬間、セキカの口から怪しい光が発され、僕の口の中に飛び込んでくる。

　妖よう艶えんでなまめかしい、トロッとした感覚がする。

　そのまま光は僕の中で渦を巻き、ピンク色の輝きを増す。

「んん。もっと……」

　セキカはさらに強く、唇を押しつけてくる。

「ちょっ！　も、もう！」

　僕は慌てて後ろに身を引く。

「もういい！　もう大丈夫っ！」

　僕は唇を離す。チュポッという音がして、お互いの唇が離れた。

　トロミは顔を真まっ赤かにして、僕たちを見守っていた。

「……もういいの？」

　セキカは名残惜しそうに微笑ほほえみながら僕を見つめる。

「あ、あぁ」

　彼女の目を見ても、もう石になることはない。

　なぜなら、彼女のスキルが、僕の中に流れこんできたからだ！

「ありがとう。セキカ」

「クフフフッ。お礼はいいの。前にワタシが、理容師との愛の思い出を作れたときの恩返しだし……。それに十分、気持ち良かったから……」

「……そうか」

「だ、大丈夫ゥ!?　大丈夫なノ、心しん太たァ!?」

　トロミは心配そうに僕の方を見る。

「あぁ。心配ないよ、トロミ」

　そして僕は歩き出す。

「さぁ、トロミ。そしてセキカ。エルたちを、助けに行こうか！」

　トロミは慌てて言う。

「で、でもッ！　そもそも心太、あのシルビアや、人間の騎士たちと、話なんて、できないでショ!?　会話どころか、吐き気がして、顔だって見られなイ！」

「それは、今から克服する！」

「え、えッ!?」

　その瞬間、入り口から、騎士たちがなだれ込むように入ってきた。

「おい！　どうした!?　あっ！」

「クフフッ。入り口にいた数人は石化させたんだけど。まだまだたくさんの騎士が残ってたみたいだね……」

「ちょうどいい。僕の新たな変化スキルの実験台に！　そして、練習台になってもらう！」

「れ、練習台!?」

　僕は、ある知識を思い出した。

　精神医学の中に「段階的感作療法★28」というものがある。色々な恐怖に対して、少しずつ少しずつ、段階的に慣らしていく方法だ。

　人間、段階的に慣れていけば、たいていの恐怖症は克服できるのだ。

　僕にとって、今まで人間女性と接するのが恐怖だった。しかし今まで、多くの亜人たちを相手に、会話を繰り返してきた。それだけでも、どんどん話すことに慣れてきているのは事実だ。実際、症状は少しずつ軽くなってはきていた。

　さらにここで、実際の人間女性との会話も、ソフトな空間から少しずつ慣らしていくことができれば！　僕だって、人間女性への恐怖感を、克服することができるかもしれない。

　この「段階的感作療法」は数回から十回程度で終わる。もちろん、軽い症状の人間もいれば、重い症状の人間もいるため、一概には言えないだろう。しかしもし、百人と話せば！　いや二百人と話せば!?　改善していく可能性は限りなく高まるだろう。

「行くぞ！」

　僕はそこまで考えると、向かってくる騎士たちを見つめて、言った。

　たとえ兜かぶとを顔までかぶっていても、視界のためのスリットは空いている。すなわち、目は合っているはずだ。

「輝く明かりの下！　男と女の、愛と権謀にまみれた、桃色の宴うたげよ、今こそ開かれよ！」

「えっ!?　えっ!?」

「スキル『ゴーゴン・アイズ』を変化させ！」

　僕の言葉に、女騎士たちが戸惑う。

「スキル『ゴーコン・アイズ』！」

「な、何それえええええっ!?」




　直後。

　僕たちの周囲に、どこからかソファとテーブルが飛んでくる。

　さらにそのテーブルの上には、たくさんの料理と、ワインやビールにカクテルなど、色とりどりのお酒が並んだ。

　料理の質はそんなに良くないが、まぁ、一般的な『ゴーコン』なら、こんなものだろう。リーズナブルでも雰囲気が「それっぽい」なら、それで十分だ。

　女騎士たちは、兜かぶとを脱ぎ捨てて、フラフラとソファに座る。

　そしてそのまま、酒のグラスを手に持って、顔の上にかかげる。

　僕とセキカも、そこに座る。トロミも状況が飲み込めないまま、僕たちの隣に掛けた。

　僕は言う。

「僕たちの出会いを祝して！」

　人間女性たちを前にして、吐き気に襲われる。

　しかし、これはただの第一歩だ。まだまだ、慣れるまで僕は進んでいく。

　僕は未成年ゆえに、目の前に置かれたのはウーロン茶のグラスだ。

　それを彼女たちに向かって、高く捧ささげる。

「カンパーイ！　うおええええっ！」

　カンパイをしつつ、盛大に吐く。こんな『ゴーコン』は、いまだかつて、ないだろう。

　しかし女騎士たちは、その雰囲気に酔っているのか、そんなことは一切気にしない。

「あはははっ！　何で開始直後に、吐いちゃうんですかー!?」

「普通は、飲み過ぎで吐くんじゃないんですかー!?」

　セキカが笑いながら言う。

「ワタシや、あなたたちの魅力に酔っちゃったんじゃないの……？」

「あははは！　それいーい！」

　全員がユルい雰囲気で笑い、そして酒を飲み、料理を食べる。

　僕が何をしても、場のノリで包んでくれる。この感じがいい。

　なぜなら、この場が！




「合コンだからだ！」




　僕はシルビアに向かって、大きな声で言った。

　あたりが静かになる。

　直後、シルビアがその沈黙を突き破る。

「何が合コンだああああ！」

「説明するまでもない！　セキカのスキル『ゴーゴン・アイズ』を変化させた僕のスキル『ゴーコン・アイズ』！　見つめた相手すべてを、強制的に合コンの場に引きずりこむ！」

「そ、そんな！　そんなスキルが!?　それは説明しないと分からないと思うぞ!?」

　律儀にツッコんでくれたシルビアは、そこでハッとする。

「まさか、後続の騎士たちが消えていたのは!?」

「その通り！　彼女たちに後ろから近づき、片かたっ端ぱしから合コンに誘い込んでいたんだよ！」

「ど、どうりであんな書き置きを！」

「一度でも合コンに引きずりこめば、あとはひたすら酒を飲み、そして当たり障りのない会話をする！　こういう戦闘場面と違って、目的意識がそこまで強くない会話なら、僕の緊張も多少は緩和される！　いやそれでも緊張と吐き気は、十分にあったけどな！」

　そこで、ヌスミが言う。

「し、しかし、合コンってそんなに緊張が少ないかい!?　男と女の値踏みの場だよ！　吐いてる男なんて、女に冷笑されて、さらにストレスがたまるんじゃないかい!?」

「そうとは限らないわ」

　アリエヌがそれに答える。

「ユニコーンに乗る女騎士たちは、全員、清らかな乙女おとめのはずよ！　人生初合コンともなれば、男性に対してそんなに冷たく当たることはなく『そういうものだ』と思うんじゃないかしら!?　それに合コン慣れした女と違って、より優しく接してくれる可能性も！」

　僕は同意する。

「その通りだった！」

「なななな、何が『その通りだった！』だ！　私様の大切な部下たちを、合コンなんかに参加させるとは！　いったい何人が!?」

「フッ！」

　僕の笑いを見て、シルビアが震え始める。

「ま、まさか!?　二百人、全員か!?」

「その通りだ！」

「きききき、貴様ああああ！」

　シルビアは顔を真まっ赤かにして怒る。

「完全に慣れるためには十人では不十分かもしれない！　しかし百人と会話をすれば!?　そしてさらに、二百人と合コンをすれば!?」

「そんな!?　そんな人数と、合コンを!?」

「あぁ！　一回につき十人ずつ！」

　それを聞いて、ハニーが反応する。

「男は心しん太たくん一人でしょ!?　ハーレムすぎる合コンだね!?」

「それを約二十回！　一回の合コンをちょうど二時間として！」

「時間は律儀に二時間するんだね!?」

「総計、約四十時間！　ほぼ丸二日だ！」

「そそそ、それだけの時間、ただひたすらに!?　一切の休みなく!?」

「あぁ！　合コン三昧だった！」

「うおおおおっ！」

「ありえない！　ありえないわ、ご主人！　そして、わたくしも行きたかったわ……！」

　アリエヌが驚きよう愕がくしつつ悔しがって叫ぶ。

「だからそんなにボロボロに！」

「そう！　不眠不休で、ただひたすら合コンを繰り返していた！　こんな苦しみは！　そして同時に、こんな楽しみはなかった！」

「何を言ってる!?　何を言ってるんだああ！　だが、酒を飲んだくらいで何だ!?　合コンが終わり、酔いが覚めた部下たちは、すぐにユニコーンに乗って戻ってくるはず！」

　シルビアの言葉に、部下の騎士は言った。

「そ、それはムリです、シルビアさま！」

「なぜだ!?」

「だってユニコーンは、清らかな乙女おとめしか乗せませんから！」

「どういうことだ!?」

「『合コン』なんてした女は、ユニコーン基準では『汚れてる』と判断されますから、乗せないかと」

「変態オタク童貞ユニコーンがああああ！　全員馬刺しにしてくれるうううう！」

　その絶叫に、シルビアの乗っているユニコーンが、「ビクッ！」と震える。

　そんなシルビアに、僕は大きく頷うなずいてみせる。

「気が合うな。僕もそう思うよ。とにかく、騎士団の女性たちの協力で、僕は変われた」

「協力と抜かすか！　スキルで強引に合コンに引きずりこんでおいて！」

「いや。最後は僕も会話できて、楽しんでもらえた自信がある！」

「やかましい！」

「心しん太たさま……！」

　エルは感極まった面持ちで、僕の方を見つめている。

「そう。僕は変われたんだ！　人間女性との会話に慣れ！　吐き気を克服し！」

　僕の言葉に、エルの体が感動で震え出す。

「こうしてどんな人間女性と会話をしても、問題ない男になったんだ！　シルビア！　お前を倒すために!!」

「心太さまああああ！」

　エルの目に大粒の涙が浮かぶ。

「どどどど、どこまで我々騎士団をナメれば気が済むんだあああ！」

　シルビアの言葉に、僕はたしなめるように言ってやる。

「おやおや？　先ほどまでの礼儀正しさはどこに行ったのかな？　そんなんじゃ、合コンに参加しても、モテないぞ!?」

「はっ！　お、お前まさか！」

　シルビアは慌てて顔をそらそうとする。

「もう遅い！　スキル『ゴーコン・アイズ』！」

「はぁうううっ！」

　直後、目の前にテーブルやソファが飛んできて、料理や酒が並んだ。

「クフフッ……。高潔で誇り高いユニコーン騎士団の、シルビア隊長さまが参加されるなんて、貴重な合コンだね……」

　セキカが笑いながら、席につく。

「う、うるさいっ！　うるさい！　何で私様がこんなものに！」

　シルビアは口ではそう言いつつも、体が逆らえない。

　気力だけでの抵抗もむなしく、彼女は何かに操られるようにユニコーンから降りて、フラフラとソファに座ってしまう。

　僕は彼女に向かって言った。

「一応君の立場を考えて、少し高い店に設定してある。ほら、ソファも料理も豪華だろう？」

「やかましいやかましいやかましい！　この状況で、そんなことで喜ぶと思うかあああ！」

「せっかくだから、あなたたちも参加したら？」

　セキカはそう言いながら、エルたちの入っている馬車のカギを開ける。

「お、お前！」

　止めようとした騎士に対して、セキカは不敵に微笑ほほえみかけた。

「クフフッ。あなたもシルビア隊長と仲良く、合コンに参加したいの……？　もうユニコーンにも乗れなくなっちゃうから、ユニコーン騎士団を名乗れなくなっちゃうよ……？」

「くっ！」

　騎士が足止めされたのをいいことに、セキカはそのまま馬車のドアを開き、エルたちを解放した。

「ああっ！　あ、ありがとうございます！」

「わたくしたちも合コン、参加するわ！」

「そうだねぇ！　『あのシルビアさま』と一緒に合コンなんて、なかなかある機会じゃないからねぇ！」

　エル・ハニー・アリエヌ・ヌスミ・カシコ、そしてトロミとセキカもソファに腰掛け、それぞれグラスを手に取る。

「さぁ、飲み物を手にしたら、カンパイの時間だ！」

「くっ！　ぐぐっ！」

　シルビアも、飛んできたカクテルグラスを、自分の意志に関係なく握らされる。

「さぁ、それを掲げて！」

「こ、こんなっ！　こんな屈辱、許してたまるか！　貴様だけが！　貴様だけがスキルを使えると思うなよ!?」

　そう言うシルビアの様子を見て、ハニーが叫ぶ。

「!?　まさか！」

「その通りだ！　スキル『ギルティ・キル』！　こんな冒ぼう涜とくは決して許すことができない！　罪深き行為よ、我がスキルの前に！」

　僕らは一瞬息を呑のむ。

「……って、あ、あれっ!?」

　彼女の手から発しかけた光は、大きくなる前に少しずつ消えていく。

「な、なぜ!?　なぜ発動しない!?」

　その疑問に対して、僕は答えた。

「教えてやろう！　合コンは、違法行為ではないからだ！」

「ああああああっ！」

「それが分かったところで、カンパーイ！」

「いやっ！　いやいやいやぁっ！　カ、カンパーイ！」

　シルビアのグラスを持つ手が強制的に高くあげられ、僕たちは全員でカンパイした。

「ああああっ！　で、でも！　でも、だから何だ!?　合コンしたからって何なんだ!?　見てろ！　これが解除されたとき！　どんな手を使ってでも、お前を！」

　僕は手にしたウーロン茶を飲み干してから、言った。

「分からないか？　こうなった時点で、お前はすでに負けているんだ！」

「な、何だとおおお!?」

　そう叫んでから、シルビアはハッとした。

「こ、ここでキスを！　あの『キスキル』を使うのだな!?　くっ！　残念だな！　前みたいに、口は隠させてもらう！」

　そう言いながら、彼女は兜かぶとの顔面部分を、前と同様に下ろした。

　その顔は完全に隠れてしまう。

「これでキスをできるものなら、してみろ！　あっ！　私様の意志と関係なく、強引にこの兜を外してキスをするなら、それは明らかな違法行為だ！　スキル『ギルティ・キル』でツブさせてもらう！」

「ちょっ！　心しん太たくん!?」

「さぁ！　お前たちも今すぐに兜を下ろせ！　この男が間違ってもキスなんてしないようにな！」

　シルビアのその言葉に、状況を見守っていた女騎士たちは次々と兜の顔面を下ろす。

「さらに目を閉じろ！　合コンに決して参加させられるんじゃないぞ！」

「はっ！」

　騎士たちはその指示に忠実に従い、兜の内側で固く目を閉じる。

「はははっ！　これで『キスキル』は封じられた！　さらに『ゴーコン・アイズ』もな！　どうにかして私様にキスをしたとしても、他ほかの騎士たちにキスすることはできない！　物理的にな！」

「ど、どうするの、心しん太たくん!?」

　ハニーの言葉に、僕は言う。

「やれやれ。さっき言ったはずだ！　こうなった時点で、お前はすでに負けていると！」

「な、なにっ!?　どういうことだ!?」

「僕がこうなることを、読んでいないと思ったか？」

「な!?　なんだと!?」

「一個だけ、ヒントをやろう！　合コンにはつきものである、『ゲーム』がある！」

「ゲーム？　ゲームだと!?」

「さぁ！　このワリバシを引くがいい！」

　僕はシルビアに向かって、いきなりワリバシの束を差し出す。すると、シルビアはスキルによって強制的に、そこから一本だけ引かされる。

「う、うぐっ！」

　それから順番に、エルやハニー、アリエヌ、ヌスミ、セキカにカシコ、トロミが引いていった。

　残った一本のワリバシを、僕が手に取る。

「さぁ、みんな行き渡ったかー!?」

「はーい！」

　女性陣が元気に答える様を見て、シルビアはハッと口を開く。

「ま、まさか！　まさかこれは!?」

「そう！　スキル『ゴーコン・アイズ』、オプションスキル！」

「まさか！　まさか!?」

「『王様ゲーム』!!」

「何じゃそれはあああ！」

「『ゴーコン・アイズ』で合コンに引きずりこんだ人間に、ほぼ強制的に王様ゲームを行わせる！　この場の雰囲気的に、断ることはできない！」

「うおおっ！　うおおおお！」

「さぁっ！　王様だーれだ!?」

　僕の言葉に、ヌスミが手をあげる。

「おお、アタシだ！　はーいっ！」

　僕は彼女に言う。

「じゃあ好きな命令を出してくれ！　さぁん！」

　ハニーやアリエヌたちも、僕に続いて次々に言う。

「何でもいいよ！　ろくぅ！」

「わたくしも何でもやるわ！　いちぃ！」

「トロミもだヨ！　ごォ！」

「ドキドキしますねっ！　はちぃ！」

「クフフッ。楽しみだな……。ななぁ……！」

　最後にエルも言った。

「期待してますね、ヌスミさん！　にぃ！」

　シルビアがグラスをバリーンと割る。

「ふふふふふ、ふざけるなぁ！　貴様らあああ！　明らかに番号を明かしてるじゃないかあああ！　私様が４だってバレバレじゃないかああああ！」

「クフフッ、４なの、シルビアさまぁ……？」

「い、いやっ！　ち、ちがっ！」

　慌てふためくシルビアを見て、ヌスミは満面の微笑ほほえみを浮かべながら、言った。

「じゃあ王様から命令を出してあげるよ？」

「ま、待て！　待てぇ！」

「心しん太た……じゃなかった、３番と」

「待て！　待ってくれ！」

「シルビアさま……じゃなかったぁ、４番がぁ」

「待て！　待てえええ！」

　さらにヌスミは、ニンマリと笑いながら、言った。

「キ・ス♪」

「待てってばああああああ！」

　しかし、言葉での抵抗もむなしく、彼女の手は兜かぶとに伸ばされる。

「ああっ！　あああっ！」

　そして、兜を持ち上げる。

　言うまでもない。キスすることがゲームによる「命令」なら、彼女はそれに従わなければいけない。そしてそのためには、兜を外さなければいけない。

　僕は彼女の近くに寄っていき、隣に座る。

「ま、待てぇ！　こ、こんなの！　こんなの卑ひ怯きようだ！　許さん！」

「え～？　だって王様ゲームは平等だよぉ？　今だって、たまたまアタシが王様になっただけで、アンタが王様になってた可能性だってあるだろ？　そういう意味では、適法バッチシの『フェア』だよ？」

「そ、それはそうかもしれんが！　ただ確率的に私様が王様になる確率は１／９じゃないか！　……でもそうだ、もし私様が王様になってたら、貴様らはどうしてたんだ!?」

　僕は答える。

「そのときは、負けを認めてたな」

「ぐっ！　あくまでフェアを貫き通すつもりか!?　し、しかし８／９で貴様らが王様になる！　そうなったら絶対に私様の負けじゃないか！」

「えー？　ハニーが王様になったら、他ほかの命令をしてたかもしれないよー？」

「私もそうかもしれません！」

「ウソをつけえええ！　たとえフェアでも！　確率的に私様が不利なのは、決してフェアでは……！」

「クフフッ。少人数に五百人の騎士団で襲いかかった隊長さんの言葉とは思えないね……！」

「ぐっ！」

　セキカの言葉に、シルビアは声を詰まらせる。

　さらに、エルが追い打ちをかけるように言う。

「それにシルビアさんには、神の加護があるんじゃないのでしょうか？　もし本当に神様に守られているのなら、１／９くらいの確率に関係なく、王様を引けていたと思いますよ」

「あぐぐぐうっ！」

「クフフッ、じゃあ準備のために……」

「そうだな。セキカ、来てくれ」

　セキカは僕に近づく。そしてそのまま、キスをした。

「！」

　僕の口から光が飛び出し、そしてそのままセキカの中に入っていく。

　同時にセキカはサングラスを掛けた。戻った『ゴーゴン・アイズ』が、不意に発動しないようにするためだ。

「えっ!?　大丈夫なの？　シルビアへのスキルは解除されない？」

　ハニーの疑問に僕は答える。

「大丈夫！　このスキル『ゴーコン・アイズ』にオプションスキル『王様ゲーム』は、一度発動したら、たとえ僕がキスでその能力を失っても、二時間の合コンの間は効果が持つ。もう何十回も実証済みだ」

「あ、あぁ……。それだけたくさん合コンしたもんね」

「そして、スキルを戻したのは、もちろん……」

　アリエヌはそう言って、シルビアの方を見つめる。

「新たなスキルを奪うためよね？」

「ひっ！」

　シルビアはビクッと体を震わせる。

「それ、キース♪　キース♪　キース♪」

　ヌスミがはやし立てる。

「キース♪　キース♪　キース♪」

　他のみんなも、手拍子を取る。

「いやだっ！　いやだあああっ！」

　わめき散らすシルビアの目を、僕は静かに見つめる。

「待て！　待ってくれ！　待ってくれぇ！」

　そこでシルビアは軽く涙目になる。

「うっ！　うううっ！　こ、これは違法だ！　たとえ合法の場であっても、こうして酒を飲ませてこんなことしたら、違法なんだぁ！」

　するとセキカは笑いながら言う。

「クフフッ。あなたのカクテル、実はノンアルコールだったんだけど……？」

「は!?」

「飲んでないのに、酔ったような気分になっちゃった……？　この場の空気に酔っちゃったのかな……？」

「そ、それは！」

「じゃあ、問題ないってことで♪」

「キース♪　キース♪　キース♪」

　さらにコールが響く。

　僕はシルビアに近づき、そっと顔を寄せる。

「あっ！　うぁぁっ！」

　シルビアが体を硬くする。

　そして、僕は……。

「ちゅっ」

　僕は指を二本、シルビアの唇に当てた。

「は!?」

「な、何で？　心しん太たくん？」

「強制的にキスをするなんて、僕の趣味じゃない！」

「えっ!?」

　それを聞いたヌスミが声を上げた。

「アタシは何だったんだい？　強制的にされた記憶があるんだけどねぇ」

　僕はそれに対して答えた。

「あれは緊急事態ゆえの不可抗力だ！」

「何だいその屁へ理り屈くつ！　ま、まぁ、アタシは嫌いじゃなかったけどねぇ。ああいうのも！」

「何にせよあえて聞こう。シルビア、君はどうしたい？」

「え、えっ？」

「このままキスをせず、このスキルを解除して、ロンドに帰してやってもいい」

「え、ええっ!?」

「ただその場合、敗北を認めてもらう。そして部下たちを連れて、二度と我が国に攻め入ることはしないと約束してくれ」

「う、ううっ！」

　シルビアは少しずつ、自分の今の立場を分かり始めたように唇を噛かみしめる。

「断ったら、強引にでもキスしちゃえばいいんだよ！」

　ハニーが言う。

「いや。その必要もない」

「えっ？」

　全軍の動きを封じられ、敵と共に酒盛りをし、そしておめおめと帰国する。

　どう考えても、負け以外の何物でもない。どんなに口止めをしても、騎士の誰だれかが漏らすだろう。

　シルビアもそこまで考えたのだろうか。ため息と共に、静かに口を開いた。

「そうか。こうなった時点で、どうなっても、こちらの負けは確定していたのだな」

　そう言って、僕を見る。

「ここでスキル『ギルティ・キル』を使い、あいまいな解釈によって、この状況を何とか無効化することはできるかもしれない。でもそのためには少なくとも『ムリヤリキスされる』という事実を作らなければならない。合コンに参加したのも自分、ゲームに参加しているのも自分、なおかつキスも未遂では、明らかに違法性はゼロだからな。……しかしキスをした瞬間、スキルは奪われる。八方ふさがりだな」

「そうなるな」

「たとえ万が一ここから何らかの逆転劇があったとしても、一度は『見逃された』状態だ。それを裏切って勝ったとして、それが果たして名誉と言えるのか」

「あぁ。誇り高い騎士らしく敗北を認めて、降伏してくれるか？」

　僕は諭すように言った。

「一生に一度の、大切な最初のキスだ。誰か別の相手に取っておけばいいだろう」

　その言葉を聞いて、ハニーたちは顔を見合わせた。

「ハニーたちは、大切にできたのかな？」

「さぁ。でも私は、相手が心しん太たさんで良かったと思いますよ」

「あーっ！　それを言うなら、わたくしもよ！」

「アタシもだよ！」

「トロミも、心太でよかったヨ」

　シルビアは、僕に向かって、静かに頭こうべを垂れた。

「降伏……」

　その顔が少し赤らんでいる。

「……しない！」

「はい!?」

「さ、さ、最後まで戦って！　そして散る！」

「は、はい!?　話を聞いてたか!?　降伏しないなら、キスされてしまうんだぞ!?」

「ッ!!　か、覚悟の上だ！」

「は!?」

「キスするがいい！　勝手にするがいい！」

「ええっ!?」

　それを聞いていたハニーが、エルに尋ねる。

「あれ、何？　ヤケになったの？」

　エルはハニーの質問に答える。

「いえ。おそらく、自分からは言えないんでしょう」

「え、何を!?」

　そんな会話を聞き流しながら、シルビアは過去のことを思い出していた。




　ユニコーン騎士団に憧あこがれて、男を遠ざけ、ただひたすら訓練に明け暮れた十代。

　その美び貌ぼうゆえに何度となく告白を受けた。また自ら好きになった男もできた。

　しかしそのすべての恋の機会を、ユニコーンに乗る資格のために遠ざけ、諦あきらめてきた。

　彼女の夢を壊してまで、その唇にキスをしようとした男はいなかった。

　そんな己の高潔な生き方は、シルビアにとっての誇りであり、同時に、さびしさの源でもあった。

　汚れなき乙女おとめしか乗せないユニコーンのことも、最初は気高い存在だと思っていたが、いつのまにか、粘着質な変態男と同じような存在にしか見えなくなっていた。

　昔からずっと憧れていた自分になっているはずなのに、なぜこんなに、気持ちが満たされないんだろう。

　常にそんな疑問を抱きながら、ただひたすら、女王のために戦っている日々だった。唯一の心のよりどころは、築き上げた地位への誇りと、職務へのやりがいだった。

　もし一度でも誰だれかに敗北することがあれば、そのプライドは、粉々に壊れてしまうだろう。もう二度と、立ち上がることはできないだろう。

　そんなガラスの城のようなもろい自尊心で自分を守ることで、さらに気持ちが追い詰められていた。周囲にたいしての大上段な発言も、冷たい態度も、すべて、か弱いプライドの裏返しだった。

　しかし、今。

　この男は、シルビアに打ちのめされ、すべてを奪われ、全部を否定されたあとでも。

　こうして復活し、シルビアのことをここまで追い詰めた。

　それは自身には、決してできないことだった。

　そんな男に……。




「『心奪われた』ということを、です」

　エルの言葉に、シルビアはボッと顔を赤くする。

　そういうことか……と僕は心理学の知識を思い出した。

　心理学的に、一番モテる要素★29というのは、何か知っているだろうか。「知力」？　「経済力」？　「ルックス」？　「運動能力」？

　どれも違う。答えは「達成能力」だとされている。何かのピンチがあっても、負けず、へこたれず。そして成長し、ものごとを成し遂げる。それができる人間こそが、一番「魅力的」だと判断されているのだ。今、僕自身がこうして変化し、成長し、今までできなかったことを達成できている。シルビアはそこに、無意識に魅力を感じているのかもしれない。

　とにかく、シルビアが僕に惹ひかれてくれているなら、僕はするべきことをするまでだ。

　僕は静かに、シルビアの唇に、顔を寄せた。

「ダメェッ……！」

　シルビアはそう言いつつも、決して顔を背けることはない。僕は、みんなが息を詰めて見守る静けさの中、シルビアの唇に、キスをした。

「!!」

　真っ白に輝く光が、僕の中に流れこんでくる。

　彼女の中に今まで秘められていた何かが爆発したような、すさまじく大きな光だった。

　シルビアはおずおずと口を開ける。

　はじめてのキスですべてを味わおうという気持ちなのだろうか。それが探求心なのか好奇心なのか、または恋心なのかは僕には分からない。
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　そこから舌を侵入させる。口の奧では、彼女の小さな舌が、僕のことを待っていた。まるでずっと迷子になっていた少女が、やっとのことで親に会えたかのような。長く続いた恐怖におびえているような佇まいだった。

　僕の舌が、彼女の舌に触れる。その瞬間、シルビアの体がビクッと震える。僕は舌で、何回か彼女の舌をノックする。『大丈夫だよ』そんなメッセージを伝えるかのように。直後、彼女は大きく舌をからめてきた。

　今までたった一人で感じていた孤独から、やっと解放されたかのような。自由と喜びを心から味わっているかのような、そんな動きだった。もちろん僕も全力でそれに応こたえる。

　永遠とも思える時間のあと、僕は彼女の唇から離れた。

「はぁっ……はぁっ……」

　シルビアは肩で息をしていた。気力を使い果たした顔で、焦点の合わない眼まな差ざしをこちらに向けている。しばらくは動けないだろう。

「シ、シルビアさま？　あっ！」

　女騎士たちは次々とこちらに目を向け、状況を悟り、怒号をあげる。

「何をしていた貴様ああ！　こ、こうなったら、全員でたたきのめしてしまええ！」

「そうだ！　たとえ数名が、この男の合コンに参加させられても、多勢に無勢！　こちらは三百人いるのだ！　蹂じゆう躙りんしてくれるわ！」

　その様子を見て、ハニーが焦って飛び上がる。

「ひ、ひいっ！」

「心しん太たさま！」

　エルが僕を熱い眼差しで見つめる。それは決して不安や緊張や恐怖ではなく、『信頼』の目だった。

「心太さまなら。この状況でも、何とかできますよね？」

　僕はエルの目を熱く見つめ返し、言った。

「あぁ、もちろんだ」

　僕は三百の騎士団に向かう。僕の妙な落ち着きを見て、騎士だけでなく、ユニコーンも、僕の方を見て体をぞっとしたように震わせた。

「神よ！　世界中に起こる悲しきできごとを、すべて溶かし、忘れられるほどの口づけを与えたまえ！」

　女騎士たちが、それをかき消すように叫ぶ。

「な、何だ!?　また何か奇妙なことをするのか!?」

「心配ない！　我々には無敵の、この白銀のヨロイがある！」

「さらに顔も兜かぶとで隠しているから、キスすらもできない！」

「負けるわけがない！　行けぇ！　踏みつぶせぇぇぇ！」

「キスキル！　スキル『ギルティ・キル』を変化させ！」

　僕はまったく動じず、詠唱を続ける。

「スキル『メルティ・キス』!!」

「何言ってんのー!?」

　僕の言葉と同時に、僕の唇から、ひときわ大きな光が放たれる。女騎士たちは目がくらんだように顔を押さえる。

「!?　な、何だ!?」

「ひ、光が……！」

「あぁっ！　さ、逆らえない！」

「あの唇に！　キスしたい！」

　フラフラと、騎士のうち数名が、何かに導かれるようにユニコーンから降りる。

「は、はぁ!?　そんなことしたら！　あっ！　で、でも私もキスしたい！」

「トロけそう！　あの唇とキスできたら、どんな気持ちになるんだろう！」

「もうガマンできない！」

　女たちは次々とユニコーンから飛び降り、僕に向かって近づいてくる。

　そのまま僕の方に向かってきて、一番近くの女が、兜かぶとをつけたまま僕に口づけした。兜を外すことすらも忘れてひたすらにキスを求めているようだった。

　アリエヌが叫ぶ。

「あっ！　キスしたわ！　でも、兜がジャマなんじゃないかしら!?」

　しかし、それは心配の必要すらもなかった。

　僕の唇と接した兜の顔面部分が、少しずつ溶けていったのだ。

「溶けてるー!?　何!?　何なのあれ!?」

　兜が完全に溶けて、うっとりした女の表情が、そして口元があらわになる。

　僕はそのまま、彼女の唇にキスをした。

　ガクン。

　その瞬間に、女の体がくずおれる。

「な、何ごと!?」

　ハニーの言葉をよそに、女は地面に倒れたまま、ピクピクと体を震わせる。

「と、と、溶けた……」

　女はそんな言葉を最後に発すると、意識を失った。

「何あれ!?　何あれ!?　そこまでスゴかったの!?」

「スキル『メルティ・キス』！　すべての女にキスをさせたくなるほどのオーラを発し！　そしてそれをジャマするあらゆるものを溶かす！　そして言うまでもなく！」

「『キスした女は、極限までトロける』とかですよね？」

　エルの言葉に、僕は頷うなずく。

「その通りだ」

「あぁっ。次は私！」

「私なのぉ！」

「私だってばぁ！」

　女騎士たちが、次々と僕の前に来る。

　そして一人一人にキスをすると、彼女たちはそのまま倒れていった。

「ゴ、ゴクッ。見てると、うらやましいって言うか。こっちまでキスしたくなってきちゃうんだけど」

「それはガマンしましょう」

　ハニーたちは必死に口を押さえている。

「でも、キスすることで、スキルが移らないの？」

「それは大丈夫です。能力の持ち主には、キスでスキルが返りますが、その持ち主でない人間や、最初から能力を持たない人間には何も行きません」

「そうなんだ」

「とはいえ、あれだけのキスでしたら、何らかの形で、その余韻は残るでしょうね」

「えっ？」

　そんな会話の最中にも、僕は女たちと次々にキスをする。

　チュッチュッチュッチュッ。

　キスのたびにスキルのオーラも上がるのか、女たちは次第に瞬時に気を失うようになっていく。

　順番交代の時間も入れて、せいぜい一人三秒。一分で二十人もとキスを繰り返す。

　そして約十五分後には、すべての女が僕の周りに折り重なるように倒れていた。

　トロミがその光景を見て、言った。

「前にエルが教えてくれた四字熟語の『死し屍し累るい々るい』って、こういうことを言うのかナ？」

　エルはそれに答える。

「『死屍累々』は死体の話ですから。この状況だと、女騎士さんたちみんな、キスを『してルンルン』なんじゃないですか？」

「うまいのかうまくないのか、ぜんぜん分からないヨ」

　ユニコーンたちは、その状況を見て、体を震わせていた。

「あっ！　こ、これ！　ユニコーンが怒るパターンじゃない!?」

「そ、そうよね！　さんざん乙女おとめの清純さにこだわってきた馬でしょ!?」

「ブチ切れて、心しん太たくんや、私たちに襲いかかってくるかも!?」

　ハニーがそう言いかけた直後。

「ヒヒーンッ！」

　シルビアが乗っていたユニコーンが叫ぶ。それはまるで号令のようだった。

　それをきっかけに、すべての馬が僕に向かって走り出す。

「わ、わぁぁぁ！　心太くんが！」

「やめてぇええ、話せば分かるわ！」

　アリエヌたちの言葉も耳に入らないかのように、ユニコーンたちは走ってくる。

　そして、倒れている女騎士たちに囲まれた僕の近くまで来ると。

「ヒヒン！」

「えっ？」

　すべての馬が、僕の方を見て頭こうべを垂れた。

「何これ!?　どういうこと!?」

　混乱して叫ぶハニーに対し、エルは悟ったように言う。

「おそらく、崇拝しているのでしょう」

「はい!?」

「一人や二人の女を落とした男は、嫉しつ妬との対象になる。しかし三百人もの女とキスをした男は、もはや伝説となり、経験のない男たちにあがめられる！　それはまさに、種族の垣根を越えての感情でしょう」

「そういうものなの!?」

「しかも、心しん太たどのはその前に二百人の女性と合コンまでしてますしねっ！」

「心太って、すごいネ！」

「さすがです心太さま。馬まで心酔させるとは」

　女性陣に賞賛されながら、僕は服従姿勢のユニコーンたちを見て額の冷汗をぬぐう。

「あぁ……良かった」

　そして、惚とぼけた顔のままのシルビアに近づくと、体を抱き寄せた。

「ほぇっ？　えっ」

「ありがとうシルビア」

「んぇっ!?」

　僕は再び、シルビアに口づける。

　その瞬間、彼女の体は、ビクビクンッ！　と震えた。

「んーっ！　んんんーっ！」

　瞬間、僕の体の内側から光が湧わき上あがる。そしてそれは、またシルビアの体に向かって進んでいった。

「んぐっ！　んむむむむ──っ！」

　シルビアの体は、ビクッ！　ビクッ！　と痙けい攣れんするように動き続ける。

　目はほぼ白目をむき、口からはダラダラとヨダレをたらしている。

「んへぇ!?　ぷぇくっ!?　ふぇっぷるん!?」

　その声はほとんど声になっていない。

「あ、あれ何だい？」

　固唾かたずを呑のんで尋ねるヌスミに、エルは答えた。

「あれは、スキルを返しているのかと。返すまでキスを止められないんでしょうね。それでいてキスそのものは、女性の気を一瞬で失わせるレベルの『メルティ・キス』ですから。それを長時間にわたって味わわされているわけです」

「お、お、恐ろしい。一瞬で気を失うくらいの電気ショックを、ずーっと当てられてるようなものかい？」

「電気ショックのような痛みはないですし、むしろかなり気持ちいいでしょうけど……」

「ちゅるっ!?　ぷるんぽっ!?　ほんぐしゅぷっ!?」

　口をだらしなく開き、ヨダレをたらし続け、ビクンビクンと体を震わせ続けるシルビアを見て、ハニーは顔をひきつらせた。

「さっき『うらやましい』って言ったけど、前言撤回するわ」

「さすがにあそこまでは、ちょっと引くわよね」

　そんな会話を聞きながら、僕の光が、完全にシルビアの中に戻ったことを確認すると、僕はそっと唇を離した。

　シルビアは完全に恍こう惚こつとした顔で、まだ体がビクンビクンと動いていた。

「ごめん、シルビア」

　そのまま彼女を横たえる。

「たぶん、数時間もすれば、目が覚めるだろう」

「そんなに!?」

　僕にツッコんでから、ヌスミは辺りを見回して言う。

「これって……勝ったんだよね!?」

「そうですよ！　勝ったんです！」

　エルが答えると、ヌスミの顔に安あん堵どと喜びの色が浮かぶ。

「やった！　やったぁぁぁぁ！」

　そうこうしている間に、ハニーとアリエヌ、カシコとトロミが馬車に閉じ込められていたフェアリーにマーメイド、ドワーフやエルフたちを助けていた。

「みんな、すまない。大丈夫だったか!?」

　僕が頭を下げると、解放された人々は力強く答えた。

「はい！　大丈夫です！」

「僕の力不足で、一時とはいえ、苦しい思いをさせてしまって、申し訳なかった！」

　僕は自分の弱かった部分を素直に伝え★30、そして謝った。

「い、いえ！」

　人々は口々に言う。

「最初は頼りない城主さんだな、と思ってました」

「うっ」

「ユニコーン騎士団に攻め込まれたときも、そう思っていました」

「……」

「でもこうして己の危険を顧みず、私たちを助けてくれて。とても立派な方だと思います」

「そうです。私たちの判断は、間違ってなかったんだと思えます！」

　その言葉に、僕は自分自身の存在意義をかみしめた。

　こんなに大勢の他人から感謝されるのは生まれてはじめてだった。

「まぁ、キスしてるだけなんだけどね？」

　ハニーがからかうように言う。

「それは言うな」

　僕の言葉に、人々はどっと沸く。

「さぁ！　私たちの国に戻りましょう！」

　エルの言葉に、ハニーが頷うなずく。

「うんっ！　とっても楽しみ！」

「あぁ、帰ったら城壁を直さないといけないねぇ！　お前ら、大丈夫かい？」

　ヌスミの言葉に部下が応こたえる。

「へいっ！　余裕ですぜ！」

「この騎士たちは、このままで大丈夫でしょうかっ？」

　カシコの言葉に、エルが答える。

「たぶん一番に気を失ってるシルビアさんでも、数時間……他ほかの人は、もう少し短時間で目覚めるんじゃないかと」

「そうですかっ！」

　彼女たちが話してるうちに、ユニコーンたちが、僕たちの後ろに付き従って並んだ。

「あらっ？　ユニコーンさんたち、わたくしたちについてくるの？」

　アリエヌの質問に、ユニコーンたちは、ウンウンとばかりに頷く。

「わたくしたち、清純な乙女おとめじゃないけど、いいの？」

　その質問に、エルが答える。

「いえ、おそらくそれは関係なく、心しん太たさまに付き従いたいんじゃないでしょうか？」

「いやいや！　『清純な乙女じゃない』ってトコは否定してくれないかしら!?」

「ひ、否定してほしかったんですか!?」

「ご主人とキスしただけよ!?　ユニコーン基準でなければ充分清純だわ！」

　僕はそんな会話を聞きながら、エルに話しかけた。

「今回は何とか勝ったけど、またロンドも、ジョーカーズも、攻めてくるかもしれないね」

「そうですね」

　エルは少しだけ不安そうな顔をする。

　するとカシコが手を横に振る。

「安心してくださいっ！　攻めてくるかもしれないのは、それだけじゃありませんっ！　ドワーフの村みたいな小さな勢力や、別の大陸から攻めてくる敵もいるかもっ！」

「一切合切、安心できないんだが」

「まぁ、でも心配しても、しょうがありませんよ、心太さま」

「そうだな」

「前途多難、でいいじゃないですか。その方がずっと楽しいですよ」

「そうだな、前途多難でいい。苦しみを楽しみながら進もう」

　僕の言葉に、ハニーやアリエヌにヌスミ、トロミにカシコにセキカも大きく頷うなずく。

「そうだねっ！　楽しんで行こうー！」

「苦労した方が、得られる男、もとい幸せは大きいわよねっ！」

「あぁ……！　苦労して得た下着はまた格別な喜びでねぇ」

「その気持ち分かるウ！　私もいっぱい色々な下着つけてみたイ！」

「トロミさまが、意外に下着というものを気に入ってるっ!?」

「クフフッ。ワタシも一緒に行こうかな……。人が多くいそうだし、いっぱい合コンできそう……！」




　僕たちは笑いながら、国に戻る。

　将来は決して明るいものではないかもしれない。

　でも、この先に大きな希望があることを感じていた。





　　　　＊






　その次の日。




「きいいいっ！　どういうこと!?　どういうことなのー!?」

　ロンドの王宮に、金切り声が響く。

　敗北の報せを持って来た近衛このえ隊長の男に対して、女王エリザが怒りをあらわに叫んだのだ。

「で、ですので、ユニコーン騎士団が全滅しました」

「何で何で何で!?　おかしくない!?　五百騎いたんでしょ!?」

「は、はい……」

「あっちはせいぜい百人かそこらでしょ!?」

「その通りです……」

「普通に考えたら、負けるワケないじゃない!?　しかも最初、あっちの城を攻め落として、大半を捕虜にしたって聞いたわよぉ!?」

「そのあとで、負けたようです」

「何で!?　さらに人数少なかったんでしょ!?　まったく納得できないんだけど!?　ていうか、こっちの死者は!?」

「死者はゼロです。しかし騎士団の全員が全員、キスをされて再起不能だったようです」

「意ッ味分かんないっ！　何でキスさせたの!?　ヨロイまで着させてあげてるのに！」

「何でも、キスの前に、豪華な宴うたげが行われたからだとか」

「余ッ計分かんないっ！　説明されればされるほど何一つ理解できないんだけど！　とにかく死者がゼロなら、今すぐ騎士団を再編成して」

「いえ、その大半が、あちらの国に帰属していったようです」

「何でー!?　何で何で、何でー!?　でも少しは残ってるのね!?」

「はい……。ただ残った女たちは、キスの味が忘れられず、夜な夜な、街を歩いている男をつかまえては、キスをしているそうです」

「どういうこと!?　何から何まで、どういうこと!?」

「おかげで男たちもホネヌキになり、戦争反対運動まで起こっているようです」

「許せない！　許せないいいっ！　今すぐ！　今すぐ取り締まるのよ！　そして再び戦を仕掛けるのよっ！」

「は、はいっ！」

　そう答えて、近衛このえ隊長はエリザの元から離れた。

　しかし、その取り締まりは、すぐに行われないことは、彼には分かっていた。

　なぜなら彼も昨夜、街中で女騎士に、突然キスをされたからだ。そのキスのあまりの素晴らしさに、彼の心の中は、戦争というより接せつ吻ぷんでいっぱいだった。

　そんなことも知らず、エリザは唇をかみしめながら、固く誓った。

「見てなさい……！　見てなさい、あのチビ集団……！　必ずや……！　必ずや攻め滅ぼして、ブッ潰つぶしてあげるんだからぁ……！」

　そしてその後、小さく呟つぶやいた。

「この世界なら、私の思うがままに振る舞えると思ったのに、何でこうなってるのぉ……」





　　　　＊






　時をまったく同じくして。

　魔物が支配する国、ジョーカーズの魔王、ジョージ・ジョーカーは、ただ静かに眠りについていた。

　彼の寝床は、その体のサイズに合わせて作らせた、木製の棺かん桶おけだ。

　その棺桶のそばに、黒いマントを羽織った、光り輝くような金髪に燃えるような赤い目をした女がひざまずいている。

　女は棺桶に向かって、静かに呟く。

「報告がございます」

　それに対して、魔王は何も答えない。

「ジョーカー様……？　報告が」

　魔王はその問いかけに一切答えない。

「ジョーカー様……。ジョーカー様……？」

　魔王はまったく反応しない。

　すると女は左右の手を目の前で組み、小さく何かの言葉を詠唱する。そして棺桶を指さして言う。

「炎よ」

　次の瞬間、魔王の眠っている棺かん桶おけに火が点ついた。

　火はみるみるうちに大きくなり、棺桶を炎で包む。

　直後、すさまじい勢いで棺桶のフタが空き、黒い影が天井に向かって飛び上がった。

　床に降り立った黒い影は、ゼェハァゼェハァと肩で呼吸をしながら叫ぶ。

「何すんの!?」

「起きられましたか、ジョーカー様」

　女は立ち上がって、静かに微笑ほほえむ。黒い影あらため魔王はさらに叫ぶ。

「起こし方が豪快すぎんか!?」

「ジョーカー様は、これくらいしないと起きませんから」

「だからって燃やしちゃダメじゃないかね!?　死ぬよ!?」

　女は困った顔をして答える。

「でも、ジョーカー様は不死身の肉体をお持ちじゃないですか」

「不死身だったら何やってもいいのかね!?　行きすぎじゃないかね!?」

「えっ!?　不死身だったら、何やってもいいのでは」

「ダメだこれもうどこから説明しよう!?」

「本題と関係のない話はもうこれくらいにして、あらためて報告です」

　そう言うと、女は改まった様子で口を開いた。

「ゴーゴンとスライムたちが倒されました」

「……そうか。寝起きの衝撃がすさまじすぎて、報告のインパクトが霞かすむが……」

「くわえてゴーゴンは彼らに協力し、ロンドを打ち破ったようです。スライムに至っては、城の建築に多大なる貢献までしたとか。結果、彼らは独立国としての宣言を行いました」

「なるほど……。そこまでに至ったか。よっぽど求心力がある人物のようだな」

「『だからといって放置はできん』」

「だからといって放置はできん……。え、何で今、ワシの言葉、先に言ったの？」

「『では次は、あの姉妹に行かせてはどうか？』『御意』」

「では次は、あの姉妹に行かせては……。ワシの発言の意義、奪うのやめてくれんかね？」

「御意」

「それ、どっちに対して？　最初のやりとり？　それともワシのお願いに対して？」

　その言葉にたいして一切の返答をせず、女は二つの黒い影に向かって言う。

「では行くがいい」

　すると影たちは頷うなずくようにうごめき、たちまち外に向かって消えていった。

　その様子を見届けて、女は安あん堵どしたように呟つぶやく。

「……これでジョーカー様の心配のタネがまた一つ減りますね」

「一番の心配のタネはキミなんだけどね!?」

　それに対して、女の瞳ひとみは、さらに真まっ赤かになり、怪しい光を放つ。

「もう、そんなこと言われると悲しいです、ジョーカー様。この世界で、ここまで育てて差し上げたのに」






★28　段階的感作療法



　恐怖を感じるもの、不安を感じる場所など、誰だれかがネガティブに感じるものに対して、段階的に慣らしていく治療法。たとえば高所が怖い人間を、少しずつ少しずつ、一階ずつ高い場所に登らせて、慣らしていく。また電車に乗って職場に行くことで緊張してしまう人なら、「まずは一駅」「慣れたら二駅」など、やはり段階的に慣らしていく。他ほかにも大勢の前で話すのが緊張するなら、まずは一人、次に二人……というように、やはり段階を踏む。これを繰り返していけば、たいていの恐怖症は克服できるとされている。





★29　リチャード・センターズの調査



　心理学者リチャード・センターズが五十組のカップルを対象にして「どんな異性にたいして、もっとも魅力を感じますか？」と調査を行った。その結果、最大の魅力を感じるのは「達成能力」だった。それは「知的能力」や「体力」や「身体的魅力」などより、ずっと重要視されていたのだ。

　現在のレベルなんて関係ない。たとえ今のレベルが１だろうが、50だろうが。「今あらたにレベルが一つ増え、成長できる人間」こそが、もっともモテるのだ。

　あなたも誰かに恋心を抱いたときに、決して「今の俺は○○だから」「自分は◎◎ができないから」なんて思っていてはいけない。不足を悩む前に、進むことだ。進んでさえいれば、必ずそれは得られるし、また進んでいくという姿勢こそが魅力につながるんだ。





★30　弱さとリーダーシップ



　リーダーシップのために重要なのは何だろうか？　おそらく多くの方が、積極性や前向きなエネルギーを、その答えとして挙げるだろう。しかし実は、重要なのは、「一人の人間として親しみを持ってもらうこと」でもあるのだ。そのためには、たとえば失敗や弱みなどがあれば、それを積極的に伝えてしまうことが重要だ。とはいえそれだけだと部下が不安になってしまう。大切なのは、それを伝えた上で、「でもそれを改善し、進んで行っている」という姿勢も見せることだ。そうすれば、もっとも周囲に愛されるリーダーになれる。





◆第８章　二度目のキス




　ユニコーン騎士団との決戦から、一ヶ月が経たった。




　多くのスライム、そして多くの人々の助けもあり、城壁の修理は数日で終わった。僕たちの城は、国民から「スライム城」と呼ばれている。名称は微妙だが、それでもここまで瞬時に修理が終わるのはすごいと思う。無限の防御力を持つ城なんじゃないか。それもすべて、僕のスライム好き、じゃなかった、女好きから端を発していると思うと感慨深い。




　いずれにしても、この名物城の周囲に、各地から多くの亜人が集まった。そのため、家や施設はさらに数を増していた。

　ロンドとの戦いに勝利したことにより、女王エリザの支配に嫌気がさしていた人間族も、僕たちに合流しはじめた。今の人口は、千人近い。人間の女性の数もだいぶ増えた。彼女たちとの会話は少しだけ緊張してしまうが、もう吐くまでには至らない。

　僕たちの国としてのエリアも、以前の倍近くの広さになっている。




　人口が増えてきたことと、ロンドのユニコーン騎士団を打ち破ったことにより、僕たちは「建国」を宣言した。大陸全体に向けて、ここが独立国であることを示したのだ。

　国名は色々な意見が挙がった。僕のキスキルでできた国なので、キスこと「チュー」を入れてはどうか、という意見が多く、そのため「チュー国（ちゅーごく）」という名称を考えたが、どこかの国名に似すぎているので思い直した。

　とりあえずチューといえば、唇で行うもののため、唇の英語名と合わせて「チューリップ」と名付けた。ハニーの提案だ。

　個人的にはもっとカッコいい名前がいいと思ったが、「分かりやすい」「親しみやすい」「心しん太た王の頭に咲いてそう」という評判を得て、とりあえずの国家名になっている。

　そうだ。僕は王になったのだ。まさかこの僕が、一国の王様になるなんて。そして、それだけじゃなくて、こんなにたくさんの女の子に囲まれて、満たされすぎる生活を送れるなんて。少し前の僕からしたら、予想もつかなかっただろう。




　ゴーゴンのセキカは、よく遊びに来る。合コンにハマってしまったらしく、国民相手に、何度となく合コンを開いている。もちろんサングラス着用だ。あまりに合コンが好きすぎて、合コンをセッティングする会社を立ち上げた。連日、多くの合コンを開いている。アリエヌはそこの常連だ。

　いつかイケメンおじさま理容師を集めて超巨大合コンを開くのが夢のようだ。




　ハニーはフェアリーたちを指揮して、花の蜜みつを加工する工場を造った。

　花の蜜クッキー、花の蜜ビスケット、花の蜜アイス、花の蜜ケーキ、花の蜜ジュース。さすがに花の蜜スパゲティや花の蜜ラーメンを作り始めたときは止めた。

　ただ、多くの食品開発のおかげで、我々の食卓が潤うだけでなく、ロンドやジョーカーズからも観光を目的に人々が集まり、そのまま国民として留とどまる者も増えた。




　アリエヌはマーメイドたちとともに、水のレジャーランドを造り、そこで毎日のように泳いでいる。

　特に回転プールや波の出るプールは、スキル『水流』が役に立っている。

　ただ水流があまりに強すぎて、水着を流される人間が続出した。

　それにより「ポロリもあるプール」ということで多くの男性客が押し寄せたが、アリエヌの本意ではないということで今は水流を弱めている。しかし万に一つのポロリを期待する男たちがこの国に残り、それによって男性の国民がジワジワと増えている。アリエヌは「婚活のチャンスが増えた！」と喜んでいるが、果たしてポロリのために集まってきた男から理想の相手が見つかるかは不明だ。




　ヌスミは完全に下着泥棒をやめた。「理想の下着を作りあげる」をモットーとして、部下たちと共に、衣類製造会社「ウニクロ」を作った。名前の由来は「どんな強い波に揉もまれても浜辺から流されないまっクロなウニを見習って、世間の荒波に負けず自分を持って生きられるように、またウニのようなトゲのある刺激的な衣服を作り続けていけるように」だそうだ。意外にそれっぽい理由があってビックリした。

　そうして会社を創設した結果、下着はもちろん、コートにシャツにカバンなど、今ではあらゆるアイテムを製造している。その売れ行きで国庫は多いに潤っている。気を良くしたヌスミは「女性の刺激と護身のため」と、本気でトゲが生えている下着を開発しようとしていたが、さすがにそれにはストップをかけた。




　カシコは、ドワーフたちと共に、国中の建物を造っていった。トロミたちスライムの助けもあり、恐ろしいスピードで城下町が発展していった。

　その後「真の賢さとは何か」を追求するため「真・賢者検定協会」を作り、「真・賢者検定」を設定した。

　新たな賢者検定では、知性だけでなく、人間の総合的な魅力や社会的な成功も測れるのだそうだ。「いったいどんな高度な検定だ!?」と思ったが、純粋に一回の検定料金が、一般人の年収レベルだということが判明した。カシコは「すなわちそのバカ高い受験料を払える時点で、社会的に成功している証っ！　または大金持ちの寵ちよう愛あいを受けられるほど魅力的である証ですっ！」と鼻高々に宣言していた。そのため受けた人間は、その時点で全員合格らしい。

　納得できるはずなのに納得できない気がするのだが。




　トロミはスライムたちを率いて、色々な建築物の材料になっている。

　スライムたちは交代制で、ときどき役割を代わっているようだ。

「一生をそのカベに捧ささげるとかじゃないから、安心して任せテ」と笑いながら言っていた。

　特にトロミはときどき僕のベッドに化けているから始末が悪い。寝ているうちに全身にキスされ、キスマークだらけで朝起きる。幸せなのか恐怖なのか分からない。




　またシルビアは、部下の女騎士たちを連れて、僕たちの国に来てくれた。

「最後のキスは本当に良かった。でももう少し短時間でもいい」

　そんなことを、照れ笑いをしながら話していた。

　女騎士たちと共に警察隊を組織し、スキルも使いながら、国の安全を守ってくれている。







　そして──。




「こちらに、いたんですか？」

　城の屋上で一人、星空を眺めている僕に、エルが声を掛けてきた。

「何されていたんですか？」

「いや、星を見てた」

「星を。結構、ロマンチストさんなんですね」

「ロマンなのかな。なんか、星の並びは、地球の日本にすごく似てるなって思って」

「あ、あぁ。そういえば。心しん太たさま、日本に戻る話、どうなったんでしたっけ？」

「なんか人事異動で単身赴任から戻る話みたいなノリだな。どうなったんだろう。僕にも分からない。一応、ここに来た目的は、心理学を駆使して女の子との会話に慣れて……そして、女の子と親しくなって、自信をつけるって話だったけど」

「その目的は、達成されましたか？」

「あ、う……」

　そう言いかけて、僕は止まった。

　もしここで「目的が達成された」と口にしてしまったら。

　その瞬間、この異世界から、現実に引き戻されてしまうかもしれない。

　それはあまりにさびしい。

　いや、いつか現実に帰らなくてはならないことは分かっている。

　でも今、この世界で。

　ハニーにアリエヌにヌスミ。カシコにトロミ。セキカにシルビア。そして。

「どうされたんですか？」

　エルの大きな目が、僕の心を映し出すようにさびしげに輝いている。

　彼女に会えなくなってしまうのは、あまりに悲しい。

「……い、いや。まだ目的は達成されてない」

「そうですか」

　そう言ったエルは、少しほっとしたような表情をしている。かと思うと、続いてその瞳ひとみにほのかな嫉しつ妬との色が浮かんだ。

「まだまだ、経験が必要なんですね！　壮大すぎますね！　十分すぎるほど、たくさんの女性と仲良くなってらっしゃいますが、まだ足りないのですか？」

「いや、それは……」

　僕は口ごもりつつ、ふと考える。

　たくさんの女の子にモテて、さらにキスをすることは……そして恋愛をすることは、どんな男にとっても、究極の夢の一つだろう。男がそんな節操無しだからこそ……いや、代々の男たちが、節操無しの遺伝子を脈々と残してきたからこそ、僕たちはそんな「モテモテのハーレム世界」を夢見てしまうのかもしれない。

　でも。もしかして。

　そんな夢を思い描くのと、まったく同時に。

「たった一人の、大好きな女の子といれば、それだけで幸せであり、それだけで十分だ」

　そんな気持ちも、確実に存在している。

「……あのとき。僕と話をしてくれて、ありがとう」

　僕はエルに心からそう言った。

「えっ？　な、何ですか、突然。いいんです。私の方こそ、です」

　エルは不意をつかれたようにうろたえて、ほんのり頬ほおを赤らめる。

「あの出会いがなかったら、僕はここにいなかっただろう。この異世界で、たった一人、孤独を抱えて、生きていたかもしれない。いや、死んでいたかもしれない」

「お、大おお袈げ裟さですよ！　心しん太たさまなら、どこでもしぶとく……いえ、たくましく、生き残っていたはずです！」

「しぶといか？」

「いえ！　今のは失言でした！」

　慌てたように手を振って、エルはあらためて僕を見つめる。

「……でも、私はそんなたくましくてしぶとい心太さまだからこそ、ついて来たんです。何があっても決してくじけず、ただただ前向きに進んでいく、心太さまだからこそ」

「エル……」

「それに助けていただいたのは、私だって同じです。心太さまがいなければ、今の私はこんなすごいお城で、こんなに多くの人たちと一緒に過ごすことなんて、できませんでした」

　そう語る口調には、あたたかい真心が感じられる。彼女が本心からそう思ってくれていることが伝わってきた。

「本当にありがとうございます。あのとき、追いかけてくださって。そして……」

　可愛かわいらしい笑顔を僕に向けてくれたエルは、そこでモジモジと体を動かす。

　彼女が何を言おうとしているのか、僕には分かる気がする。

「……あのとき、キスしてくれて？」

　図星だったのか、エルは驚いた様子で僕を見た。

「！　は、はい」

「うわ。その言葉、エルの口から聞きたい」

　僕が言うと、エルは瞬時に首筋まで真まっ赤かになる。

「は、はい!?　そ、そんなこと！」

「言ってほしいんだ！　お願い！」

　僕が強くお願いすると、恥ずかしがり屋だけど心優しいエルは真っ赤な顔のまま俯うつむいて、絞り出すような声で言った。

「……してくれて」

「え？　聞こえない！　もう一度！」

　するとエルは顔を上げ、火照った顔で怒ったように僕をにらむ。

「い、意地悪ですっ！」

「聞きたい！　聞きたいんだ！」

　再びお願いしてみると、エルは顔を下に向けて、恥ずかしそうに目を細めて口を開く。

「あ、あのとき……」

「あのとき？」

「キスしてくださって……」

　そこまで言うと、彼女は赤い顔を上げて僕の目を見つめた。

「本当にありがとうございます」

　その顔には、優しく包み込んでくれるような微笑が浮かんでいる。

「エル……」

　僕はエルに近づき。そしてエルの目を見つめる。

　エルは恥じらいから、一瞬だけ目をそらし、そしてまた、僕の方を見つめてくれる。

　こんなときに、言葉はいらないだろう。

　僕たちの距離は、少しずつ縮まる。どちらも「縮めよう」なんて思っていない。ただ磁石のように、Ｎ極とＳ極が、引きつけ合うように、心と体が、そして唇が、近づいていく。

　そのまま、その距離がゼロになり、

「んっ……」

　僕たちは、キスを交わした。彼女との、二回目のキスだ。

　その感触は、確かに一回目のキスと同じだった。

　でも、あのときと違って、今の僕たちにはここまでに至る様々な思い出がある。

　つらいこと、苦しいこと、大変なこと、楽しかったこと、そして笑い合ったこと。

　その一つ一つが、キスを通じて、思い返された。

「んんっ……」

　静かに、僕たちの唇が離れる。

　離れる瞬間に、さびしさが湧わき上あがる。それは同時に、愛いとしさでもあった。

「あっ、そういえば……」

「どうしたのですか？」

　そこで僕は、今さらながらの疑問を口にした。

「こんな風にもう一度キスをすることで、何か『キスキル』の影響があったりしないの？　キスキルが戻ったり、エルの別のスキルを奪ってしまったり」

「いえ。キスキルの受け渡しは一方通行ですから、それはないと思います。ただ……」

「ただ？」

「ごくごくまれに、再度のキスによって、キスキルが変化してしまう可能性があるそうで」

「もしキスキルが変化してしまったら一大事だね」

「そうですね。今まで、ほとんどキスキルで解決してますから。でも、もしその変化が起こったら、キスのあとに唇が光ることで分かるそうです」

「そうか。でも今は唇が光ってないよね？」

　僕が聞くと、エルは微笑ほほえんで頷うなずく。

「はい。ごくごく、まれだそうですから」

「安心した！」

　僕はそう言いながら、再びエルの唇に、自分の唇を重ねる。

「んっ……」

　僕が少しずつ口を開くと、彼女もそれに合わせて、おずおずと口を開く。

　そこから先は、もう止まらない。僕の舌が彼女の口の中に侵入する。すると新妻が、待ちわびた夫を迎え受け入れるかのように、玄関口で待っている。そしてそのまま、その位置で抱き合う。そんなイメージで、二つの舌が重なりあった。

　舌先が一瞬だけ優しく触れ合った直後。堰せきを切ったように、何度も舌が動いた。

　舌と口の境界線がなくなったかのように、僕たちは繰り返し、唇と舌を動かしていた。柔らかい。とっても柔らかい。そして、熱い。二人の唾液が混ざり合う。その味は、とっても甘い。二人で世界に一つだけのミックスジュースを作っているようだった。僕が感じている味を、まったくそのままに、彼女も感じているのだろう。

「ちゅぽっ」

　僕たちは、静かに唇を離した。

　うっとりとした目で、互いを見つめ合う。

　エルは、少し顔を伏せながら、言った。

「心しん太たさま……」

　顔を上げた彼女の目から、涙が流れる。

「お帰りなさい！」
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　僕はそれに対して、これしかないと思う言葉で答えた。

「ただいま！」




　星は変わらず輝き続ける。

　これから先、どんなことがあるのか、僕には分からない。

　いや、それは、きっと誰だれにも分からないことなのだろう。




　でも、キスさえあれば。




　大切な人と、心が通じ合う瞬間を、確かに感じられるのならば。

　何も恐れることはないんだ。




「あれっ？」

「えっ？　どうしたの？」

　うっとりとした顔のエルが、そこで僕を見て静かに言った。




「唇が、光ってます」





あとがき




　あらためましてこんにちは！　精神科医のゆうきゆうです。二巻を出させていただけたこと、そして今こうしてあなたに読んでいただいていることがめっっっちゃ嬉うれしいです。ありがとうございます～！

　さて二巻、いかがでしたでしょうか？　一巻のボスであるヌスミ、そして二巻のボスであるシルビアとの戦い、それぞれ楽しんでいただけましたら幸いです。




　しかしですね、今これを書いてるのは２０１８年９月なんですけども。世の中には本当に多くのマンガやライトノベルが存在しています。一番多いのは「異世界転生モノ」です。生まれ変わったり第二の人生だったり夢だったり……設定は何でもいいのですが、現代社会で生きている人間が、それこそゲームなどのファンタジー世界に入り込むパターンの小説が、たくさんあります。

　いやもう「たくさん」なんてレベルじゃないですね。森羅万象、あらゆるパターンが、もうほぼすべて出ているんじゃないかと。

　たとえば転生後の「職業」。戦士だったり魔法使いだったり僧侶だったり賢者だったり商人だったり……。もうほぼすべての職業が出尽くしています。

　他ほかにも、人間以外の「生き物」に転生するパターンもあります。スライムだったりクモだったりドラゴンだったり……。これも大半の生き物が出ています。

　すべてひっくるめて、もう書かれてないパターン、ないんじゃないかと。本気でそんな風に思います。

　これ、すごいですよね。ここでもし、今が明治時代とかだったら、一年に出る小説や本なんて、タカが知れてます。くわえて出版までのハードルもすごく高く、ごくごく限られた一部の人しか本を出せません。そのため少し売れるだけでも「文豪だ！」みたいに言われ、歴史に名を残すわけですから。あぁホント、明治時代がうらやましい。

　しかし現代、誰だれもが気軽に小説を書いたりできます。それこそネットで発表することも含めたら、日本全国、すべての人が、多かれ少なかれ「作家」なのではないでしょうか。それもあって、このような「あらゆるパターンやっちゃってるよ」な現状になっているのだと思います。

　しかしそんな中！　「異世界」＋「心理学」という組み合わせパターンは、いまだかつて存在しなかったのではないか！　いえあったら申し訳ないんですが、少なくともとりあえず認識しているかぎりは、ないのではないか！　そんな風に思います。いえこれも10年後とか20年後とかになったら、心理学パターンだけで１００種類くらい出ているかもしれませんけども、とりあえず今はまだオンリーワンなんじゃないかと。そんな風に考えております。そういう意味で、この企画を考えられ、自分に話を持ちかけてくださった担当編集者さんの先見の明には頭が下がります。

　またこの不思議組み合わせにより、興味を持ってくださり、ここまで読んでくださったあなた！　あなたも変態的、もとい天才的な趣味があると思います。心からありがとう。

「いやこれ、心理学というより、キスとかギャグとかメインになってない？」

　みたいなツッコミもあるかと思いますが、そのあたりは心の中にしまいつつ、まったりと楽しんでいただければ幸いです。

　何にせよ、重ねて二巻も読んでくださって本当にありがとうございました。




　さて最後に、今巻でも懇切丁寧なアドバイスをくださった、編集部のＭさま、Ｏさま！

　またも本当に最高のアドバイスをくださいました、お友達で作家の長なが岡おかマキ子こ先生！

　セクシーでキュートでダイナマイトなイラストを描いてくださいました、Blue_Gk先生！

　そして改めてこの本を手に取ってくださったあなたに、心からの感謝をお送りさせていただきます！

　本当に本当にありがとうございました！




　それではまたぜひお会いしましょう！





　２０１８年９月　ゆうメンタルクリニックにて　ゆうきゆう
















電子書籍特典　書き下ろし短編

『ハニー、大きくなりたい！』





「ハニー、大きくなりたい！」

　みんなで夕食を摂っている最中、ハニーが突然叫んだ。

　彼女が突発的に会話を始めるのは日常茶飯事なので、最近では、誰もまともに相手にしない。

「え、大きくなるって、どういうこと？」

　僕はつい無意識にそう返してしまう。相手の言葉を繰り返し、さらにオープン・クエスチョンによる聞き返しだ。オープン・クエスチョンとは、多くが「ど」で始まる、会話を開いていく質問のことだ。

　骨のズイまで染みついた、心理学的な対応がうらめしい。

「あのねあのね！　私の体を、とにかく大きくしたいの！」

　この人なら相手をしてくれる。そう悟ったハニーは、ハニーは大喜びで僕の方に向き直って言う。

　それを見て、マーメイドのアリエヌや女盗賊のヌスミ、そして賢者ドワーフのカシコたちは、ホッとした雰囲気を発する。もう、しかたない。

「大きくって、どこを……？　胸とか、お尻とか？」

「そんなわけ、ないでしょー!?　全部よ、全部！」

「それは、今の体のまま、顔と胸と尻のパーツ全部を大きくしたいということか？」

「そんなのただのバケモノでしょ!?　ほっそいパイプがついたデカ風船みたいになるわよ!?　全部って文字通り全体！　人間と同じくらい、体全体を大きくしたいの！」

「な、なるほど。でもどうして？」

　さらにオープン・クエスチョンで理由を聞く。

「だってハニー、みんなより小さいんだもの！　何か話しても、あまり聞いてもらえてないし、存在感だって小さい気がするし」

「そうか？　十分すぎるほど個性を発してる気がするぞ」

「でもやっぱり目立たないでしょ？　やっぱり体のサイズって重要だと思うの！」

「うーん。どれくらい大きくなりたいんだ？」

「少なくとも、そこにいるカシコちゃんくらいは大きくなりたい！」

　それを聞いて、カシコはプルプル震える。

「『少なくとも』ですかっ……。私はどうせ『少なくとも』サイズですよっ……」

　慌ててハニーは言う。

「違う違う、違うの！　悪い意味じゃなくて！　とにかくカシコちゃんみたいなチビキャラでロリキャラみたいな感じになりたくて！」

「うわああああんっ！　ひどいですうううっ！」

　カシコが泣き叫ぶ。

「いや、ハニー。言えば言うほど、どんどん深みにハマっていく気がするぞ」

「うぁっ。ごめんね、カシコちゃん……！　でもとにかく私は、体を大きくしたいの……！」

「でしたら『ビッグの木の実』がありますっ」

　突然、気を取り直したカシコが、ハニーに言う。

「た、立ち直り早いんだな、カシコ」

「当然です。とにかく『ビッグの木の実』を食べれば、誰でも体のサイズを大きくすることができるのですっ！」

「えええっ!?　本当!?」

「もちろんですっ！」

「その木の実、どこにあるの!?」

「えっとっ」

　カシコは手に持っていた袋の中を探った。

「ああっ！　ありましたぁっ！　偶然持ってましたぁっ！」

　タイミング良すぎるよね。

　僕は静かにそう思う。

「わーい！　じゃあ食べる食べる！　どれくらい食べればいいの!?」

　興奮するハニーに、カシコは答える。

「この木の実を三粒ほど食べれば、十分な大きさになるとされてますっ！」

「そうなのね!?　食べる食べる！」

　ハニーはカシコの手から三粒ひったくると、全力でかぶりつき始めた。

　一粒がハニーの頭と同じくらいのサイズだ。

「んぐっ！　んんっ！　こ、これ、大きすぎない……!?」

「そ、そう言われてもっ！　私たちドワーフや、また人間には普通のサイズなんですがっ……！」

「むー……！　とにかく食べるしかないね……。んぐっ！」

　ハニーは必死に木の実を砕き、そして体の中に飲み込んでいく。人間でたとえるなら、スイカを三つほど食べるようなものかもしれない。よく頑張るな。

　そして30分後。

「はーっ！　はあああっ！　食べ終わった……。食べ終わったよ……！」

　ハニーは息も絶え絶えながら、何とか木の実を三つ、飲み干した。

「で、いつ大きくなるの？」

　ハニーの質問に、カシコは穏やかな微笑みを浮かべる。

「大丈夫っ！　あと少しですっ！」

「え、本当に……？　あっ！　ああああっ！」

　彼女がそう話した直後、すさまじい勢いで、ハニーの体のサイズが大きくなった。

「あああっ！」

「ハ、ハニー!?」

　みんなが息を飲んで見守る中、ハニーはたちまち人間と同じサイズにまで大きくなった。

「おおおっ！　やったな、ハニー！　……あ、あれっ!?」

　しかし、おかしい。

　ハニーの拡大は止まることを知らない。人間サイズを超えて、成人男性の三倍くらいの巨体になり……。そしてそこで止まった。

「はぁぁ!?　ちょっとー!?　何これ!?　何これええええ!?」

　僕たちが今いる部屋いっぱいのサイズだ。

　ここまで巨大な生き物は、すでに「妖精」と言っていいのか分からない。

「妖精というより、妖怪だな」

「うるっさいわよ！　何でこんなコトになっちゃったの!?」

　僕の言葉に、ハニーは憤慨する。

「あっ！　そういえば！」

　カシコがすぐに言う。

「ビッグの木の実三粒というのは、人間の場合の容量でしたっ！」

「はああ!?」

「ハニーさんのサイズだったら、一粒くらいで良かったのにっ……！　三粒も飲んだから、より効き過ぎちゃったんですねっ！」

「はああああああ!?　どうすんのよこれ！」

「間違えてごめんなさいっ！」

　そのやりとりを聞きながら、カシコの顔を見た。

　心配そうな目をしつつ、口が少しニヘッと笑っていた。

　人間の本音は、口に出る。目だけは本音を悟らせまいと意識をするものだが、そう思えば思うほど、口への意識はゆるむ。結果、口を見れば、相手の心情は推察できるものだ。

　カシコは、これを分かっていたのかもしれない。となると……。「チビ」とか「ロリ」とか言われた仕返しだろうか。

　ハニーは、僕のことを見つめる。そして自分がカシコにた対して気づいた感情に、気づいたようだ。

「……!!　カシコ、ちゃあん……？」

「えっ!?　ちょっ！」




　直後、巨大ハニーがカシコを追いかけ回し、カシコが全力で逃げ惑い、つかみつかまれの大格闘が始まった。

　それは朝になって、ハニーが食べた木の実が完全消化され、巨大化が戻るまで続いた。





　（完）
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